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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章




『では始めまーす！』

　なにをデスカ。

　突然耳元で聞こえた声に、心の中でツッコミを入れずにはいられない。

　いきなりつけさせられたイヤホンが、僕の行動範はん囲いを奪うばっている。

　なんか知らないけど、言われるがままに連れてこられて、大きなガラスが目立つ部屋に閉じこめられ、イスに座らされて目の前にはマイク。カラオケにあるものとは、ちょっと違う。少々値段が張りそうな、上からさかさまに吊つるされているやつだ。座った僕の目線よりわずかに下にあり、どうにも視界に入ってしかたがない。

　さてそんな状況で、僕はどうしたらいいんだ。

『もう始まってまーす！』

　またイヤホンから声が聞こえた。どうやら分厚いガラス一枚隔へだてた向こうにいる人がしゃべっているらしい。

　ずいぶん陽気な人たちだ。春だからって、頭の中までお花畑にしなくてもいいのに。

「なにが始まってるんですか!?」

　残念ながら、僕に超能力やテレパシーの類たぐいが使えないことは、中学二年生のころに判明している。試してみたけど無理だったのだ。なので、今度は声に出してツッコんでみた。

　そんな僕を見て、ガラスの向こうの大人おとなたちが笑い転げている。どうやら、大人たちを喜ばせるようなことを僕はしているらしい。笑われてるのか、笑わせているのか、そこが重要だ。

　すると、僕よりも先にこの部屋の中にいて、いまは隣となりに座っている男の人が、なにやら紙を差しだしてきた。Ａ４サイズくらいの紙の一番上には思いっきり「台本」と書いてある。

　え？　なに？　ここを読めってこと？

　わけがわからないので、男の人が指をさしている場所を読み上げてみる。

「えっと…………ついに始まりました！　このラジオ！」

　このラジオって、どのラジオ!?

　大きな声で、と注釈があったので、そのとおりに読んだのはいいんだけど、なにがなにやら意味がわからない。

　もうこの人たちのいいなりだ！　考えるのはやめた！　好きにしてくれ！　そして早く僕を解放しろ！　っていうか、言うこと聞くから、まずは説明してくれ！

　だいたい、僕は今日、ぶらーっと街へと買い物にきただけなんだよ！　春休みも今日で終わり、明日から高校二年生になる。受験とか、進路とか、いろいろ大人たちがうるさくなってくる時期なのだ。短い短い春休みも終わりってことで、なんだか家にいるだけってのももったいない気がしたから、ちょっと出かけてきただけなのだ。

　え？

　なに？

　まだ読めって？　頭の中を整理する時間くらいくれよ！

「えーっと、大人気……ライトノベル、『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』のアニメ化に伴い始まったこのラジオ？　その名も『ラジオの法ほう則そく』です。原作同様、えっと、ん？　ひがし？　……え？　ああ、はい。東とう奔ほん西せい走そう、しながら、みなさまに、おおお送りしたいと思います！」

　途中に読めない言葉があったけど、イヤホンからすかさず読み方を教えてもらった。でもって、やっと知ってる単語が出てきた。この作品は知ってるぞ。いま人気絶頂のラノベだ。

　えーっと、『ぼいる・しゃるるの法則』は平凡な男子高校生のぼいるが、謎なぞの組織に誘ゆう拐かいされたうえ人体実験までされてしまうところから、物語は始まる。

　目覚めたぼいるは、なんと小学三年生の体になってしまっていた。

　そこに、ぼいるを助けに一人の少女が現れる。この少女がしゃるるだ。しゃるるもぼいると同じ境遇の女の子で、謎の組織を追ってきたのだった。

　しゃるるによると、ぼいるは変身すると、あらゆる超能力を使える体にされてしまったのだという。

　この変身シーンが見もので、小学三年生の男の子と女の子が下半身をおさえながら「あ、熱いよううううう！」と叫ぶと大きくなってしまうのだ。…………体が。

　制限時間付きで元の高校生の姿に戻ることができ、その間だけ、あらゆる超能力が使えるのである。

　こうして出会ったぼいるとしゃるるは、裏社会で何でも屋を開き、『発はつ熱ねつ少年ぼいるくん』『微び熱ねつ少女しゃるるちゃん』として謎の組織を追う、というストーリーである。

　おっと、好きな作品の名前が出たせいで、ちょっと思考が飛んでしまった。

　本当に大好きなんだよなあ。ていうかあれ、アニメ化するんだ。知らなかった。

　横にいる人が出した次の指示は、自己紹介。

「えっと、はい。自己紹介？　いやぁ、自己紹介といっても…………ただの素人しろうとです」

『あっははははは！』

　分厚いガラスの向こうで、大人おとなたちが年とし甲が斐いもなく少年のように大爆笑。思ったことを言っただけだって！　それなのに、ずいぶん気持ちよく笑ってくれるじゃないか！　なんだかちょっと楽しくなってきたぞ。って、開き直ってるだけだろ、自分！

　いままでのやりとりで、少しずつ把は握あくできてきた。外からの音が入らないように分厚いガラスと重そうなドアに隔へだてられたこの空間は、ラジオの収録スタジオだ。

　そして、なぜか僕がマイクの前に座ってしゃべっているんだ。

「なんですか！　なんなんですか！」

　まぁまぁまぁ、とジェスチャーする隣となりの人。この人、なんでしゃべらないんだ。

「なに？　『おもしろトークをひとつ』って？　素人しろうとにおもしろトークを期待しないでくださいよ！」

　ちょっとした仕返しに、差しだされた紙に書いてあったことをそのまんま読んでやった。なんなんだ『おもしろトーク』って。ふつうにトークって言うより、ハードル高すぎでしょ。素人にそんなことを求めるなって。だいたい、ここにいる意味すらわかってないんだから。

「ラジオに出るのが初めてってわりには、おもしろいじゃないですか！」

　と、ここでいきなり女の人の声がした。

　いやいや。声がした、なんて簡単なものではない。音の振動が揺ゆらすのは鼓こ膜まくに限らず。体全体がびくりと反応して、僕は声のしたほうへと振り返る。勢いよく振り返りすぎたのか、イヤホンが耳から抜けた。手探りでコードの先を探す。当然、視線はその人に釘くぎ付づけ。

　おいおい、ちょっと待て。僕、知ってるぞ、この人。

　ブースの中に入ってきた、女の人。

　ふわりと香る甘いにおい。大きな花が届けられたような感覚を僕の鼻は訴えているが、視覚が伝える情報は、そんじょそこらの花とは比較にならない美び貌ぼう。

　緩ゆるやかなウェーブがかかった長い髪は、サイドポニーにまとめられている。歩くごとにそれが揺れて、ついつい目で追ってしまう。

[image: ]

　黒真珠のような大きな瞳ひとみ。ロングのＴシャツにミニスカートという、街を歩けばよく見かける格好だが、彼女の素材のよさのおかげか、明らかに他ほかとは一線を画している。

　そして、なんといってもたまらないのが…………声だ。

　その声を出す正体が、僕の目の前に座った。彼女を目で追っていた僕は、自然とマイクの正面で姿勢を正すことになる。やっとイヤホンの先せん端たんを見つけ、耳に装着。

　僕と、目が合った。

　なぜか彼女は首を軽くかしげてみせた。わざとらしくなく、とてもかわいい。

「みなさん初めまして！　『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』でメインヒロインのしゃるる役をやることになりました、声優だけど音がない、音おと無なしまどかですっ！」

　ああ、聞き覚えのある声が、目の前で聞き覚えのある自己紹介をしている。

　幼いころから子役として劇団に所属し、声優に転向してからは、さらに人気はうなぎのたきのぼり。ありえないぐらい、すごい。

　ルックスがズバ抜けていて、演技力もある彼女が、人気にならないわけがない！　僕も、音無さんが出演しているアニメとか、ラジオとか、かなりチェックしている。

「びっくりしました？　ふふ、ごめんなさい。ちょっとドッキリをしてみました。これから一緒にがんばっていきましょうね！」

「え、そ、その……」

「先生ってお若いんですね。もっと年配の方だと思ってました！」

　先生？　誰だれそれ。

　ああ、あれ？　よく水商売の人がお客さんのことを、社長さんと呼ぶのと同じ感覚？

「まあまあ、お茶をどうぞ。まずは落ち着いてください」

　紙コップにお茶を注ついでくれる。やさしいなぁ…………いや、そうじゃなくて。

　僕のおどろく姿を見て、ガラスの向こうの人たちはやっぱり大笑いだ。

　もうツッコんでる余裕はないぞ！

　音無さんは僕の前に座り、魅み惑わく的ボイスで僕の鼓こ膜まくをああああああ。これは兵器だ！　新あら手ての武器だ！　しかもこんな近距離で！　相手は声優雑誌で表紙グラビアを飾るくらい顔を出すことも多いアイドル声優さんだぞ。つまり、それだけかわいいってことなんだよ！

　そんなときだった。

　そんなときってのは、僕が音無さんの声でヘロヘロになったときだ！

　ブースの向こうで動きがあった。勢いよくふたりの男の人が入ってきた。前に立っていた人がひときわ大きな声でなにやら叫んでいる。

　イヤホン越しに、その声が聞こえてくる。

『すいません、遅れました！　原作者の先生をお連れしました！』

　────沈ちん黙もく。

　さっきまで僕のおどろいた姿を見て大笑いしていた人たちが、今度は驚きよう愕がくの表情で固まっている。

　仕返しに今度は僕が大笑いしてやろうかと思ったけど、僕の視線は音おと無なしさんに釘くぎ付づけで、それどころじゃありませんでしたよ。




　気づけば収録中を意味する赤いランプは消えていて、ブースの向こうでは大人おとなのみなさんが緊きん急きゆう会議を開かい催さい中。音無さんもブースを出ていって、その会議に参加し始めた。よし、ここで一度、なんでこんなことになったのか、頭の中を整理しておこう。

　そう、今日は春休みの最終日。いろいろ欲しい物もあったし、僕は買い物に出かけたんだ。

　唯ゆい一いつある窓に視線をパーンさせて、今日という一日を振り返ってみる。
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　新しん宿じゆくという街には人が溢あふれている。

　平日だろうが昼間だろうが関係なく、人通りは多い。春の陽気に誘さそわれて外に出てくるなんて、虫と一緒じゃないか。

　まあ、僕もこの場にいるわけだから、人のことは言えないけど。ただ、この混雑した状況で手を繫つないで歩くなよ、そこのカップル！　邪じや魔まだよ！　完全にやつあたりだよ！　悪かったなあ！　うらやましいなあ！　ちくしょう！　これは涙じゃなくて花粉症だい！

　カップル以外にも、おもしろい格好をしている人だったり、信じられないような行動を取る人が、この街にはいっぱいいる。いつの間にか、そういう人たちに心の中でツッコミを入れてしまうのが僕のクセになっていた。現代の東京に生まれ、東京で育った人ならば、共感してくれるだろう。

　僕のような人間を、現代の江え戸どっ子というのかもしれない。しゃらくせえ、べらんめえ、ぶっちゃけアホかおまえ！　…………絶対言わないと思うけど。

　いつものように心の中でツッコミを入れながら歩いていると、声が聞こえてきた。

　引き寄せられるように顔を上げた先にあるのは、アルタの大きなモニター。新製品らしき炭酸飲料のコマーシャルが流れている。色とりどりのイラストがテンポよく切り替わり、見る者を飽あきさせないつくりだ。

　ただ、このコマーシャルには、見ている者を引き寄せるもう一つのポイントがある。

　ナレーションだ。

　完全に主観が交じった意見ではあるが、聞き取りやすく、耳触りがいい。というか、体の芯しんを一気に駆け巡りながらもやさしく撫なでてくれるような、相反する感触が一度に味わえる声だ。

　周りにそびえ立つビルに音が反射して、この辺一帯が声に包まれている。何チャンネルサラウンドなんだろう。

　コマーシャル映像に、わざわざナレーションをしている人の名前が出たりはしない。だけど僕は、この声を発する人間を知っている。

　というか、誰だれもが声を聞けば「ああ聞いたことあるな」くらいには思うだろう。有名ハリウッド女優の吹き替えなんかもやっているし。

　さらに名前を出せば、知らない人はいないかもしれない。なにせ百年に一人と謳うたわれた名俳優、音おと無なし源げん太たを父親にもつのだから。

　それこそ、彼を知らない人などいない。当時は彼に憧あこがれて俳優を目指す人が後を絶たないくらいだったらしい。

　しかしかの名優は、多くの人に愛されながらも、病やまいに倒れてしまった。

　彼が活躍していたころは、僕もまだ物心つく前だったわけだから、当然詳しくは知らない。しかし、残された作品がいまだに再放送されているのを見ると、すごい人だったんだなぁというのは感じられる。

　そういえば、今年は彼の十三回かい忌きらしい。追つい悼とう記念特番とか、音おと無なし源げん太た主演の名作映画とか、テレビでばんばん放送している。

　それだけの超有名俳優の娘がデビューするとなったら、マスコミが騒さわがないわけがない。子役・音無まどかが有名になるのは一いつ瞬しゆんだった。とはいえ、彼女本人もまだ子供だったし、父親が他界したのも物心がつくかつかないかのころだったので、あまり記き憶おくにないらしい。なにかの雑誌のインタビューで、そう答えているのを読んだことがある。本人はあまり父親の名前を使いたくないと言ってはいたのだが、周りがそうとも言ってられないらしい、ということも書いてあった。そりゃそうだ。

　ついつい立ち止まってコマーシャル……というか、音無まどかの声に聞き惚ほれていると、街の騒そう音おんが邪じや魔まをしてきた。

　聴ちよう覚かくをモニターに集中させながら、視点だけ移動させてみる。

　大通りの中央で車が一台、もたついていた。後続する車から思いっきりクラクションを鳴らされている。

　なにをもたもたしてるんだ。声が聞き取りにくいじゃないか。さっさと発進しろよ。

　ああそうか。もしかしたら、あの車の運転手も声に引き寄せられちゃったのかな。

　まるで神話に出てくるセイレーンのようだね。

「────────」

　腕を引っ張られた気がする。まさか本当に海に引きずりこまれ────なわけあるかい。

　意識はモニターへ、視線は車道へと向けていたもんだから、つかまれた腕の感触に気づくのが一瞬遅れてしまったのである。

　しかたなく意識と視線を同期させて、引っ張られたほうへと向ける。

　女の人が、そこにいた。ボーイミーツガール。まあ、この人、ガールって年齢ではなさそうだけど。見た目よりも動きやすさを重視した格好の女性が、僕の腕を必死に引っ張っている。

「見つけましたよ！　早く来てください！」

「は、はい？」

　なにを言ってるんだ、この人は。

　僕の腕をつかんだまま、どこかへと誘さそおうとする。少しだけ抵抗を試みたけど、意外と力が強くて、やっぱり引っ張られる。

「みんな待ってるんですからね！」

「ちょっと待ってくださいよ！　みんなって誰だれなんですか！」

　人の海へと、どんどん引きずりこまれていく。

　ああ、いつの間にか僕も、周りの若者同様に異性と手を繫つないで歩いているわけだけど、周りからはどんな風に見られてるのかね。どう見てもカップルには見えないよな。

　そして僕は、たどり着いたのだ。

　収録スタジオのような部屋と、女神の存在する空間へ。

　おかしい。明らかにおかしい。これだけのはずがない。僕が忘れているだけで、もっといろんなことが起こっていたんじゃないだろうか。だって、いまの僕の記き憶おくだけじゃ、なんでこんなことになったのかがわからない。繫つながらない。もう一回思い出してみよう。

　街をぶらぶらしていたら、音おと無なしさんがやってきた。

　いや、それは省略しすぎだろう。

　よし、もう回想終わり。考えても、わからないものはわからないんだ！




　マークシート方式の試験で答えがどうしてもわからないときのように思考を停止させると、どうやらちょうどブースの向こうでは話がまとまったようだ。

　一番偉そうな、ヒゲをたくわえた男の人がブースの中へと入ってきた。

　重そうなドアがガチャリと開く。あのドアに指を挟はさんだら、確実に骨がポッキリいきそうである。

　さぁ！　説明してもらおうか。なぜ僕がラジオの収録をしているのか！

「えっと、まずは謝らせてください」

「は、はぁ」

　文句を言うつもり満々だったのに、いきなり勢いを削そがれた。もしかしてこれが常じよう套とう手段なんじゃないだろうな。謝るだけなら無料だしな！　謝って済むなら警察はいらない！　まあ、音無さんのサインがもらえるなら考えなくもないけどね！

「スタッフが人を間違えたようです」

　僕をここに連れてきたさっきの女の人が、ペコペコしている。謝って済むなら警察はいらない！　まあ、音無さんの…………以下略。

「本当なら、このラジオのパーソナリティは原作者の先生と音無さんがやるはずだったんです。でも、先生があんまり乗り気じゃなくて、スタジオ入りが遅れてるってことで、彼女に迎えに行ってもらったんですよ」

「で、僕がなぜか間違えられたと」

「そうなんです」

　ふーむ。まぁたしかに、しゃべるのが仕事ではないわけだから、作家の先生が嫌いやがるのもわからなくはないけど。っていうか、間違えんなよ！

「初めまして。与よ太た与よ作さくです」

　今度現れたのは、あの『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』の原作者だ！

　つまり、本来パーソナリティを務めるはずだった人である。

　うわ！　僕、ファンなんだけど！　こんな形で会えるとは！

　しかも、その先生が僕に謝ってくるのだ。

「俺おれからも謝らせてください。俺と間違えられてしまったそうで」

「いえ、そんな。あの、貴重な経験をさせていただいたということで……」

　当然、社交辞令である。

　あと、どう見ても、僕と先生は似ていない。まあ、服装が似てると言えなくもないけど。先生もおそらく全国チェーンの有名店で買ったのだろう。たっぷり稼かせいでいるだろうに、庶しよ民みん派なんだから！

「そう言ってもらえると……。そうだ。謝りついでに、ひとつお願いしたいんだが」

　あれ？　うってかわって嫌いやな雰ふん囲い気き。

　やめて！　なんだかその先を聞きたくない！

「ぜひ俺の代わりに、このラジオをやってもらえないだろうか？」

　やっぱりか！

「先生！」

　もう一人飛びだしてきた。きっと担当編集さんなんだろう。そりゃおどろくさ。僕は素人しろうとだよ!?

「嫌々やるよりいいじゃないですか。素人がラジオをやるなんて、ある意味新鮮だし」

「新鮮すぎますよ！　誰だれもついてこれないくらいに！　だいたい彼、まだ学生なんじゃないですか？　収録スケジュールの都合とか、どうするんですか」

「音おと無なしさんだって学生なんじゃないですか？」

「いや、まあ、そりゃそうですけど」

「だったら、どっちにしろ収録は土日じゃないですか。問題なしですよ」

　与よ太た先生は力ちから業わざで担当編集さんを丸めこんでしまおうとしている。

「きみ、『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』を読んだことは？」

　と思ったら、慌あわてる担当編集さんを華か麗れいにスルーして、与太先生が僕に話しかけてきた！

「あの、あります…………けど」

　僕の混乱状態は直らない。

　ラジオの収録現場ってだけでまずワケがわからないのに、そこに音無さんがやってきて、さらにさらに作家の先生がやってきたんだから。混乱に混乱の重ねがけで、ちっとやそっと殴なぐられたくらいでは、状態異常が直りそうな気配もない。

「決定だ！」

「ちょっと待ってください！」

　待て待て待て！

「きみ、名前は？」

　先生はまたしても担当編集さんをスルーしている。先生、本気なのですか？

「……常つね村むら良りよう人とっていいます」

「常つね村むらくん。お願いだ。引き受けてくれないか」

　がしっと両肩をつかまれて、マジメな顔で世よ迷まい言ごとを自信たっぷりに告げる先生。この人も混乱状態なんじゃないだろうか。一発入れるなんて、恐れ多くてできないけど。

　あああああ。大好きな先生に頼まれたら、断るに断れないんですけど！

「え……でも僕……」

「大だい丈じよう夫ぶ、きみならできる」

　その自信はどこから!?

「よし、こうしよう。俺おれがギャラを出そう」

　僕、買収されそう！

「声優さんとおしゃべりできるよ！」

　その誘ゆう惑わくは大きい！

　現場のスタッフも、担当編集さんも、「先生、冗談ですよね……」という緊きん張ちようを、これでもかと発している。

　そして、一度そういう空気になってしまうと、スタッフの方たちの覚悟が見え隠れし始めているのだ。

　みなさん！　本気ですか!?

「受けてくれるね？」

「いや、でもやっぱり僕じゃあ……」

「受けてくれるね？」

「あの…………その…………」

　がっしりと僕の肩をつかむ先生の手！

「受けて、くれるよね？」

「……………………………………は、はい」

　負けた！

　うなずいてしまった！

「先生……本気なんですか？」

　僕がうなずくと、担当編集さんも折れかけに。

「……わかりました、じゃあこうしましょう！　まず一回、録とってみるとか。いまちょうど続きだし。これであまりにもおもしろくなかったら、先生にやってもらうということで」

　妥だ協きよう案あんを出したのは、さっきのヒゲの人。プロデューサーか何かだろうか。

　その提案に賛成する一同。

　いや待て。一番困ってるのは一緒にパーソナリティをやる音おと無なしさんなんじゃなかろうか。僕はトークの技術なんて、なにも持ってないし！

　音無さんはというと…………。

「あたしは全然オッケーですよ！」

　かるっ！　いいのかそんなんで！

　僕の視線に笑顔で返す音おと無なしさん。

　スタッフのみなさんがブースを出ていく。本当に始まるのかよ。やっちゃうのかよ!?

「ちっ。原作の先生が言うんじゃしょうがないか…………」

　あれ？

　いまの僕の空耳かな？　すれ違いざま、アイドル声優・音無まどかさんの方角からなにか聞こえてきたような？

　ブースの中には僕と音無さん。あともう一人、さっきまで僕に直接指示を出していた男の人が遅れて入ってきた。台本を僕に見せながら、いろいろと説明をしてくれる。まったく頭に入ってこないけど。

　ガラスの向こうでは、手でオーケーサインを出す男の人。腕を組んで真剣な顔をするプロデューサー。笑顔の与よ太た先生。先生と僕を交互に見る担当編集さん。

　それから、スーツ姿の女性が一人。やさしそうに、にこにことほほえんでいる。

　みなさん所定の位置について、スタンバイオーケーの様子。

　僕は………オーケーなのか？

　再びつけたイヤホンから声が聞こえる。

『では、さっきの続きからいきまーす！』










「さてさて、では落ち着いたところで。自己紹介をどうぞ！」

「え？　あ、はい。僕ですね。えと、名前は…………」

　そういえば、さっきスタッフの人に言われたっけ。本名じゃないほうがいいかもしれないって。名前かあ、どうしよう。

「えっと、村むら人びとといいます」

「モブキャラ!?」

「あ、すいません。村人Ｂです」

「しかもＢ！」

　音無さんにおどろかれた！　すばらしく僕に似合った名前だと思うんだけど！

　まじまじと音無さんを見ていると、「じゃあ、村人くんって呼びますね！」と僕に言ってくれた。わざわざ断らなくてもいいのに、しっかりしてるなあ。『Ｂ』が省略されたことに関しては、まあ、ふつうに言いづらかったんだろう。

「…………………………」

「え、自己紹介終わり!?」

　そうだった。これはラジオだ。黙だまってしまうわけにはいかないんだ。

「ええっと、もっとですか？　な、なにを言ったらいいんでしょう…………」

「一応、村むら人びとくんの正体も企画のひとつってことなので、まあそのへんはあとでぐぐいっと迫るとしまして…………うーん、見た感じ、歳としはあたしと同じくらいですかね」

　同じくらいというか、同い年である。かたや暇ひまをもてあまして街を徘はい徊かいする男子高校生。かたや休みの日にまで仕事をしてるアイドル声優。ははは、とても同い年には見えないよなぁ。

「音おと無なしさんはなんだか、すごく大人おとなびてますよね」

「え、なに？　老ふけてるって言いたいの!?」

　え？　ちがっ！　って、そうか、声に出さないといけないんだ！

「違いますよ！　しっかりしてるなぁってことですから！」

「うーんまぁ、褒ほめられたってことにしてあげるけどぉ！」

　いきなり機嫌を損ねたか！　やっぱ僕には無理なんじゃない？

　とにかく声に出さないといけないんだよな。次はあれ言おうとか、そんなこと考えてる余裕なんてないから、片っ端ぱしから思ったことを口に出していくしかないか。

「あの僕、本当に、言っていいことと悪いこともわかりませんからね？」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　ばんばん言っちゃって！　そんな細かいこと気にしてたら、あたしなんてもう、この業界にいないからさ！」

　しゃべれ。とにかくしゃべれ、僕！

「自由すぎるだろ！　あんた今日で声優引退する気かよ！」

　やべ、思いっきりツッコんじゃった！

　うわああああ、音無さんが思いっきりこっち見てるよ。なんかちょっと瞳ひとみがギラギラしてる気がするんだけど。いきなり「あんた」とか言っちゃったもんな。お、怒らせちゃったかな。

「…………えっと、ではでは、村人くんとはホントに初めましてなので、いろいろ質問してもいいですか？」

「は、はあ……」

　すぐに質問してきてくれる音無さん。

　怒ってないのかな？

　大丈夫かな？

「あ、ダメですよ、村人くん。ラジオは声だけのコンテンツなんですから、もっとテンションを上げていかないと！」

　むむ。なるほどたしかに。音無さんの言うとおりだ。画像があるわけじゃないんだから、身振り手振りや表情なんかでは、なにも伝わらないんだ。

　ここはひとつ、元気いっぱいハイテンションでいこう！　またの名をヤケクソという！

「わっかりましたー！　がんばりますっ！」

「では質問です」

「いぇーい！」

「…………えーっと、村むら人びとくんは」

「はい、なんでしょう！　なんでも訊きいてください！」

「あ、あの……」

「なんでも答えますよ！」

「ちょっ……うるさいんで黙だまっててもらえます？」

「すいません……」

　理り不ふ尽じんすぎる……。

　音がなくなれば、それはつまり放送事故というものだ。だから必死にしゃべっているというのに！　素人しろうとの僕にできる、唯ゆい一いつのことなのに！

「では改めて……。えっちな本の隠し場所は？」

「なぜいきなり暴ばく露ろトークをしなくちゃいけないんですか！」

「なんでも答えるって、さっき言ったじゃないですか！」

　しまった！　流れにまかせて墓ぼ穴けつを掘った！　穴があったら入りたい！　って、いま掘ったばっかりか。そこに入ってしまいたい！

「質問の変更を要求します！」

「しかたないなあ。それじゃあ、別のにしますよ。……えっちな本はベッドの下に隠してるんですよね？」

「変わってない！　おおまかな内容は変わってないですよ！　しかも、なんで持ってることを前提とした質問になってるんですか！」

「村人くん、安心してください。健全な男子高校生のことは勉強済みです」

「いったい何の勉強をしてるんですか！」

「健全な男子高校生なら、グローブとかサッカーボールとか持ってますよね？」

「ああ、はい。それなら持ってますね」

「健全な男子高校生なら、マンガとか持ってますよね？」

「もちろんですよ。よく読みます」

「健全な男子高校生なら、緊きん縛ばく女子高生モノ持ってますよね？」

「もちろんですよ。セーラー服にスク水。これ完かん璧ぺき────なわけあるかああああああああ！　それは健全な男子高校生が持っていてはいけないものだ！」

「あれ？　じゃあ、やっぱりメイド調教モノですか？」

「ネコミミは付いているんでしょうね!?」

「もち、です。しっぽもデフォです」

「よっしゃ！　そうこなくっちゃ！　って、だから違うんですって！　持ってないから！」

「ごまかさなくて大だい丈じよう夫ぶですよ。健全な男子高校生のことなら全部わかってるんですから」

「音おと無なしさんの知識は偏かたよりすぎてます！　もうえっちな本の話はいいから、次の質問にうつってください！」

　完全にもてあそばれたよ、ちくしょう！　めちゃくちゃ緊きん張ちようしていたとはいえ、ノリツッコミになってしまったのがちょっと恥ずかしい！

　っていうか、音無さんはそういう本とかを知っているんだろうか。…………知っていないと、そんなジャンル出てこないよなぁ。

「んー、それじゃあ、特に質問が思い浮かばないんで、自己アピールをお願いします」

「僕の気になるところは、えっちな本の隠し場所だけだったんですか!?」

「自己紹介してくれたら、そこからいろいろ質問していきますよ」

　うーん、なるほど。そういう流れか。どうしたもんかなぁ。

　自分のことなんて、あまり考えたことなかったからなぁ。

　ふだんの自分を思い返してみると、友達といるときはそこそこしゃべるけど、知らない人の前だとか、大勢の人の前では緊張してしまう。つまり、人見知りなんだな。ただ、そのわりには心の中ではツッコミを入れてたり──もしかして、僕って結構暗いやつ？

「うーん。ただの暗いオタクですよ」

「いま流行のオタクさんですか。じゃあ、好きな声優さんとかいるんですかね？」

「そりゃあ音無さ──」

「あ、変な気き遣づかいとかいらないですからね？」

　あれ？　結構本心だったんだけど！

「じゃ、じゃあ、みんな大好きです！　嫌いな人なんていません！」

「うわー、そういうのいらない」

　音無さんの視線が冷たい！

「えーっと、じゃあ…………名前を出してもいいんですかね？」

　性別問わず、次々と声優さんの声が頭の中で再生されていく。その中で特にというと……。

「天あま乃の川がわしぐれさん、とか？」

　おそるおそる、とある女性声優さんの名前を出してみる。彼女もアイドル声優として、かなり有名な人だ。淑しとやかで清せい楚そ。さばさばとしていて活動的なイメージの音無さんとは、違ったタイプの美人さんである。

　たしか音無さんとも仲がいいって雑誌かなにかで見たことがある。所属している事務所も同じなんじゃなかったっけ。

「あー、あの子ね。はいはい。そっかあ。やっぱり男の子はあーゆーのがいいんだ？」

「あーゆーのってなんですか！」

「いや、かわいいんじゃない？　いい意味で」

「最後の一言のせいで、変な意味が含まれちゃう気がっ！」

「いやあ、でも、すごいね。素人しろうとさんが、声優を目の前にして他ほかの声優が好きとか言いだすなんて」

「音おと無なしさんが気を遣つかうなって言ったんじゃないですか！」

「うん、だから、いいんだよ。……うん。まぁ、しょうがないもんね？」

「ごめんなさい！　大好きです！　音無さん大好き！」

「さて、じゃあ、番組のコーナーを説明していきましょうか！」

　僕のいまの発言はスルーですか!?　なにかリアクションが欲しかった！

　でも、なんか不思議。いつの間にか、楽しくなっている自分がいる。ラジオという媒ばい体たいの性質上、とにかくしゃべらないといけないからだろうか。緊きん張ちようして全然しゃべれないだろうな、と思ってたのに。

　このブースのおかげだろうか。ガラス一枚で隔へだてられているだけで、その向こうには何人も人がいるわけだけど、なぜかここだけ隔かく離りされた別世界のような気がするのだ。

　素人だから、先のことなんて読めないし、思ったことを言うしかできない。それがいいのかもしれない。それに加え、音無さんが完かん璧ぺきにリードしてくれるという要素も大きい。しゃべることが、こんなに楽しいことだったなんて。

「次はね、『私たちに任せなさい！』のコーナー」

「おおー。これはどんなコーナーなんですか？」

　よし、音無さんに任せっきりにするのも悪いし、僕もやれるだけのことはしないと！

「作中で、ぼいるくんとしゃるるちゃんのふたりは街の人たちからいろいろな依頼を受けてますよね。それに掛けまして、悩んでいるリスナーたちに答えを出していくコーナーです！　恋愛相談だって受け付けますよ！　もちろん、悩みだけではなく、パーソナリティへの質問でもオッケーです！　まぁ、ラジオじゃありがちのコーナーですよね」

「ありがちとか言わないでください！　新番組なんですから！」

「えっと、さっそくメールが────って、第一回目からメールが来るわけないじゃないですか！　これ、どのスタッフさんが書いたの？」

「そんなことバラさなくていいから！」

　僕のツッコミを受けて、音無さんはメールを印刷した紙を読み始めた。

「『最近、やりたくない仕事を押し付けられてしまいました。どうやったらやんわり断れるでしょう』…………って、やりたくない仕事って、もしかしてコレ？」

　机を指先でトントンしながら、ブースの向こうを見る音無さん。スタッフのみなさんが微妙な反応をしているので、ここは僕がフォローしなくちゃ！

「そんなことないですよ！　わざわざメールを送ってくるってことは、別の仕事ですよ！」

「いや、もしかしたらこれを前フリとして、辞めていく人がいるかもしれませんよ？」

「じゃあまぁ、答えますけど……嫌いやならきっぱり断ったほうがいいですよ」

「村むら人びとくんがそれを言いますか！」

「ごめんなさい！」

　相変わらずブースの向こうにいる人たちは笑っている。

　もはやそれが、場を盛り上げるための笑いなのか、本当におもしろくて笑っているのか、わからないけれど。

「まぁ、やるだけやってみるのもひとつの手ですよね。やってから考えればいいんですよ」

　思ったまま言った。言ってやった。

　すると、音おと無なしさんもうなずきながら答えてくれた。

「いいですね。そういうの」

「まぁ、僕がさっき言ったことと矛む盾じゆんしてるんですけどね！」

「いいじゃないですか。人生に正解なんてないんですよ！」

「いいことを言ってるような気がしますけど、思いっきりコーナー否定ですよね!?」

「では次のご相談。恋愛相談いってみましょうか」

　恋愛相談かあ。聞くだけなら、結構楽しいんだけどね。

「僕、基本オタクなんで、恋愛相談に答えるなんて無理ですよ？」

「えーっと、『声優の音無まどかさんが好きになってしまいました。どうしたらいいでしょう？』」

「おいスタッフ！　メールを使って告白か！」

「これは……東京都にお住まいの村人Ｂくんからのメールですね」

　完全なアドリブだ！

　音無さんすっげぇ！

　………………すっげぇドＳだ！　素人しろうと相手にアドリブなんて！

　も、もしかして僕、いま試されてる？

「そんなメール、送った覚えはありません！」

「ひどい！　あたしの純情をもてあそんだのね！」

「そ、その……それは……」

「うーん、村人くんかわいいですね。こういう展開は捌さばききれないみたいですね。覚えておきます」

「お、お手て柔やわらかにお願いします…………」

　ごめん、無理。だって僕、本当に音無さんのファンなんだもの。

「じゃあ今度は僕がメール読みますよ」

　僕は紙束の中から、適当な一枚を抜きだした。まぁ、これもスタッフが用意したものなんだろうけどね！

「メール……というか、例ですね。こういうのを送ってくださいっていう」

「村むら人びとくんわかってきたねー」

「ある程度割り切っていかないとダメかなぁと……。さぁいきますよ！　『休日の過ごし方を教えてください！』」

「うわぁ……これまた、ありきたりな。えーっと、基本的にぼーっとしてますよ。友達少ないんで！」

「アイドル声優ですよね!?　もうちょっと夢を見させてくださいよ！」

「え、あれ？　ごめんごめん。えーっと、マンガとか小説を読んで過ごしてます！」

「ああ、いいですねえ！　そういうの、親近感を抱いだいちゃいますよね」

「だって、あのマンガが好きなんです、とか公おおやけの場で言っておけば、ほら、その作品がアニメ化したときとか、ね？」

「親近感なんて飛んでっちゃったよ！」

　もちろん本当にそういう趣味の声優さんだっていっぱいいるだろうけど、音おと無なしさんには似合わない気がする！

「もっとないんですか？　なんかこう……甘いケーキ作ってます！　とか」

「あー、村人くんは声優にそういう夢を見てるんですか。なるほどなるほど。そんな夢、早く捨てちゃったほうがいいですね」

「夢というか……こうだったらいいな、みたいな幻げん想そうですよね」

「でも本当に、あたしの数少ない友達のとある女性声優なんて、休みの日はイケメンの出てる某ぼう舞台を見に行くか、一日中ＢＬゲーしてるかのどっちかですよ？」

「わかりましたよ！　もういいですよ！」

「じゃあ次は、あたしが読みますね？　えーっと、『村人くんは、えっちな本をどこに隠してますか？』」

「またその質問ですか！　そんなに知りたいんですか！」

「ベッドの下だそうでーす」

「質問だけじゃなく、答えまで捏ねつ造ぞうしないでください！　しかも全部さっきと同じ流れ！」

「だいたいみんな、ベッドの下ですよね？　あたしが前に出演した作品の主人公も、ベッドの下に隠してました」

　そんな、ありきたりな場所に置くわけ…………って、スタッフみんなうなずいてる！　もうちょっと隠し場所くらい凝これよ！

「はいはい、もう次のコーナーいきますよ！」

　今度は僕が進行してやる。大好きな声優さんの前で下ネタトークなんてできるか！

「次は……『新しいてがかり！』のコーナーです」

「村むら人びとくん、スルーはよくないですよ！　パーソナリティ同士のキャッチボールができないとラジオにならないですよ！」

「さっきまでさんざん、僕スルーされてましたけどねぇ！」

「……このコーナーは、告知コーナーですね」

「聞いてー」

　出た出た。完かん璧ぺきスルーだわ、これ。

「原作の『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』、六巻まで発売中でーす。みんな、買ってねー。……告知、以上」

「はやっ！　一番大事なところが一番短いですよ！」

「まだ第一回なんで、話せることがあんまりないんですよ」

　台本にさっと目を通すが、うわ、本当だ。いま、音おと無なしさんが言ったことしか書いてない。

「だいたい、アニメだって夏からの放送じゃないですか。まだアフレコもやってないのに、何を話せと」

「さらっとそんなことバラさないで！」

　制作スケジュールまでオープンにしちゃうのかよ！

　これでいいの!?　与よ太た先生！

　僕が視線を送ると、与太先生は満面の笑みでガッツポーズ！

　違うよ！　僕、おもしろいですか？　とか、そんな確認じゃないんだよ！

「もうちょっと作品の内容とか、説明しなくていいんですか！」

「なんか…………あれだね？　村人くん、あたしよりラジオをわかってる感じだね」

「まあ、ラジオ好きで、たくさん聴きいてはいますけど」

　だいたい音無さんが、それを言っちゃいけない気がする…………。

　まあいいや。とりあえずこのあたりで、コーナーの締めのセリフをっと。

「みなさん…………読んでみてくださいね！」

　もちろん、台本に書いてあるとおりだけどね！

　メールの紙を横に置く。えーっと、台本だと次は…………。

「さあ村人くん。こっからはフリートークですよ」

　問題はここからだ。いままではコーナーに沿ってトークをすればよかったのだが、いまからは完全にフリー。僕の実力が問われる。問われるまでもないと思うんだけど…………。

　はて、なぜ僕は試されているんだろう。ともすれば何か大きな目標のためにがんばっているようにも見える。実際はなりゆきで座っているだけなのに。

「ここらで、村人くんの素性でもバラしておきますか」

「僕の素性ですか？」

「まぁ、軽いリスナードッキリみたいなものですよね。いままで流りゆう暢ちようにしゃべってきた村人くんですが、実は！　本当にそこらの道みち端ばたでスカウトしてきたふつうの男の子なんです！　わーぱちぱちぱち！」

　正確にはスカウトなんかじゃないんだけど、まぁ話がややこしくなるから、そういうことにしておくのがいいんだろう。

「はい、ふつうの高校二年生の素人しろうとです」

「もう慣れてきましたか？」

「いやぁ、まだ胸がドキドキしてます。緊きん張ちようしまくりで、いま自分が何をしゃべっているのか、わかってないですからね」

　実際に音おと無なしさんにおんぶにだっこだからね！

　実際に音無さんをおんぶにだっこしてみたいけどね!!

「この第一回がおもしろければ、このままパーソナリティを続けるっていうチャレンジ企画なんですよね？」

「それはプレッシャーですか！　やめてくださいって！」

　やっぱりプロは違う。自分のトークだけじゃなく、素人の僕がちゃんとトークできるように引っ張ってくれているのだ。

　すると音無さんが、自分の経験則からか、こんなことを言ってくれた。

「なかなか難しいんですよね。収録中はずっとテンションが高くないといけないし、なにはなくてもおもしろくしなくちゃいけないし」

「素人がぽっと出でやれることではないですよね」

　自分で言って、よくここまでできたなぁと思う。

　すべて音無さんのおかげだってわかってるけどさ。

「でもそのぶん、おもしろければなにをやってもいいんですよ」

「たしかに！　そうでなくちゃ、僕がいまここに座ってる意味がわからない！」

「でもね、本当に恐こわいのは終わってからなんですよ？」

「お、終わってから？」

「インターネットってすごいんですよ。感想とかが直じかで伝わってくるから」

「うわ！　そうか……そうですよね。すごく恐くなってきました」

　これ、本当に放送するのかな…………。親とか友達になんて言ったらいいんだ。黙だまっててもオタク仲間の友人連中は絶対に聴きくだろうしなあ。幸いなことに、本名は名乗ってないけど。

「でも、いままで村むら人びとくんとやってきて、あたしは楽しいですよ？」

　なにこの不意打ち。

　いままで、雑誌でしか見ることができなかった音無さんの笑顔。そして声。言葉。

　この一いつ瞬しゆんは、完全に僕が独占してしまったような気がした。何を思って、音無さんはこんなことを言ったのだろう。からかわれているのだろうか。

　僕がドキドキしているうちにも、番組は進んでいく。

「ここらへんで、スタッフのみなさんに訊きいてみましょうか」

「本番中にですか！」

「村むら人びとくんにずっとパーソナリティをやってもらうってことでいいと思う人、拍手ー」

　スタッフのみなさんは、お互いの顔を見合わせている。彼らもまさか本番中に振られるとは思っていなかったのだろう。

　誰だれもアクションを起こさない。きっと、責任を背負いたくないんだろう。うんうん、よくわかるよ、その気持ち！

　そんななか、きっかけは与よ太た先生だった。大きく手を打っている。さらに、その横にいた担当編集さんが続く。先生と編集部の原作サイドが認めたからということもあり、拍手は少しずつ広がっていった。

　最終的には、全員が盛大に手を打ち鳴らすという結果に。

　さぁどうする僕。引き返すならいまだ。僕が嫌いやだと言えば、それで終わりなんだけど……。

　正直、楽しかった。緊きん張ちようしたけど、それ以上にいまは達成感がある。

　もちろんなりゆきでこうなってしまったとはいえ、それが運命だと言ってしまえば運命なのだと思う。

　大好きな作品に関かかわれて、大好きな声優さんとおしゃべりできて、これほどに幸福なことはないだろう。しかも、これが今後も続けられるなら…………。

　いやいや、余計なことを考えるんじゃない。思い出せ。ついさっき、やれるだけやってみるのもいいと言ったばっかりじゃないか。

　なら、ここでの回答はひとつだ。

「…………ありがとうございます！　みなさんに認められて、すごくうれしいです。これからよろしくお願いします！」

「お！　これは決定でいいんですかね！」

　音おと無なしさんが再度確認をすると、満面の笑みでプロデューサーさんがオーケーサインを出した。

「村人くん、では改めて、よろしくお願いね！」

「僕のほうこそ！　素人しろうとなんで、迷惑をかけることも多いとは思いますが」

「では！　パーソナリティもあたしと村人くんに決まったところで、今回はおしまいです！」

「お、もう終わりですか」

「あれ、村人くん、しゃべり足りないですか？　なんだったら、あと二時間くらいいきます？」

「いきません！　今日はもうこのへんで！」

　あと二時間とか！　拷ごう問もんか！

「では村人くん、最後に今日の感想をどうぞ！」

「いやもう、いっぱいいっぱいで、疲れました。でも、あっという間でしたね」

「ですよね！　楽しい時間は、すぐに終わってしまうものなのよ。さて、この番組は毎週木曜日更新のウェブラジオです。提供は、貴方あなたに感動を送るオール・メイク・ワールドさま。『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』を出版してる会社ですね」

　さりげなく宣伝を入れるところもさすがだ。

「ではでは、ぜひ次回も聴きいてください！　音おと無なしまどかでした！」

「ありがとうございました！　村むら人びとＢでした！」










　ふぅ……とりあえず終わった。収録中の赤いランプが消えたのを確認してから、机に突っ伏す。気づけば、服の下にはべっとりと汗をかいている。

　さっきまで僕の隣となりで指示を出していた男の人は、なにか打ち合わせがあるのだろうか、そそくさとブースを出ていってプロデューサーさんと話を始めている。

「おつかれさま！　すごいじゃん、初めてなのに結構しゃべれてたし」

「はあ………………もうヘトヘトです……」

　音無さんは、さすがにまだまだ余裕がありそうで、優ゆう雅がにお茶を飲んでいる。その様子を見て、自分も喉のどがカラカラだったことに気づく。やっぱりいっぱいしゃべると、喉も渇かわくものなんだね。

　さきほど音無さんに注ついでもらった紙コップのお茶を一気に飲み干す。全然足りないみたいだ。

　いやはや、ラジオっていままでたくさん聴いてきたけど、実際にやるとなると、こんなに疲れるものだったのか。

「あたしも、慣れないうちは大変だったなあ…………」

　なにやら遠い目をしている音無さん。音無さんって、どれくらい前からラジオの仕事をやっていたんだっけ。たしか、結構な本数をやってるんだよなぁ。

「でも、あたしはこの仕事、大好きだよ？　キミはどう？　好きになれそうかな」

　微妙に本番中とは雰ふん囲い気きが違う音無さん。さすが女優といったところか。僕に目線を合わせてくれているというか、すごく人なつっこい感じだ。

「そう……ですね。僕も、ラジオ好きでよく聴いてました。でも、自分でやろうなんて思ったこともなかったです」

「将来の夢とかは？」

「特にコレと決めたものは……ない、です。たぶんふつうに大学に行って、ふつうの会社でサラリーマンになるんじゃないかと思ってました」

「まあ、たいていの人はそうだよね」

　音おと無なしさんに笑われちゃったけど、実際、それがふつう。ふつうの人の、ふつうの人生。きっと自分もそうなるんだって思ってた。

　けれど、僕は触れてしまった。

　知らなかったものを知ってしまった。

　実際にやってみないとわからないことって、あるんだね。

「でも今日、将来の夢ができたような気がします」

　たくさんの人が望んでも手に入れられない場所。そこに僕は偶然にも、来てしまった。これからもここに居続けるためには、それなりの努力と覚悟が必要だろう。

「なに？　あたしと張り合う気？　容よう赦しやしないからね！」

「そ、そんな！　と、とんでもないです！」

　髪をうしろに流しながらブースを出ていく音無さん。かわいすぎる。

　音無さんに続くように、僕もブースから出る。

「常つね村むらくん、よかったよ」

「パーソナリティ就任おめでとう！」

　スタッフが代わる代わる言葉をかけてくれる。

「与よ太た先生の代わりになってもらって、すみません。がんばってください」

　与太先生の担当編集さんも、渋しぶっていたわりにはずいぶん乗り気になっているみたいだ。

「俺おれがやるより、よっぽどおもしろかったと思うよ！　これからも、よろしく頼んだよ！」

　自分でやらなくていいことが決まったせいか、ずいぶんとさっぱりした顔で、与太先生は僕の肩を叩たたく。

　そのままスタッフの方々にごあいさつ。みなさん、いい人だ！

「やるからには楽しい番組にしようね！」

「きみ、本当に素人しろうと？」

　感想は人それぞれ。スタッフの人たちと話をしていると、本当にすごいところに踏ふみこんでしまったんだなぁと、いまさらながら実感がわいてきた。

　そうそう、ギャラの話も出たが、やっぱり素人ということで丁重に辞退しようとした。でも、さすがになにもなしというわけにはいかないという向こうの理由もあり、出演料というよりは、バイトの時給って感じで少しだけもらうことになった。

　スタッフの人たちとの話も終わり、辺りを見渡すと、すでに音無さんの姿がないことに気づいた。売れっ子声優だからね、忙しいんだろう。

　喉のどの渇かわきを癒いやそうと、自動販売機の場所を尋たずねると、プロデューサーさんが「これで買ってくるといい」と小銭を渡してくれた。ただの素人にそんなに気を遣つかわなくてもいいのに。

　まあうれしいといえばうれしいので、ありがたくちょうだいした。もちろん、最初は断ったけど。

　廊下をまっすぐ行って左側、と説明してくれたとおりに進む。

　そこはちょっと開けたスペースになっていて、背もたれのないソファのようなものがいくつか置いてあった。自動販売機も三台ほど並び、天井の照明がなくても明るく感じるほどだ。

　そんな、それほど広くもないスペースに、どうやら先客がいるようである。

「まどか、本当によかったの？」

「え？　よいも悪いも、プロデューサーが決めたんだからしょうがないじゃない。あたしは全力でやるだけよ」

　音おと無なしさんと、もう一人。スーツ姿の女の人だ。髪を後頭部で蝶ちようの髪留めを使ってアップにしている。

　ふたりはこちらに背を向けていて、まだ僕に気づいていない様子。

「プロ意識の高いあなたのことだから、反対すると思ってた」

「才能もなけりゃ、努力もしないようなやつが、いつまでもいられるような業界じゃないわ。あの素人しろうとがどうなろうと、あたしの知ったことじゃないもの。ま、これも経験のひとつってことで、うまくやるわよ」

　音無さんの言葉が刺さる。なんだか、さっきまでのイメージとちょっと違う気がした。声も、ちょっと低いし。まあ、ありとあらゆる役をこなす音無さんだから、意外というほどでもないんだけど。

「ああ、いや、訂正するわ。面倒くさいっちゃあ、面倒くさいわね。まあ、せいぜい素人に足を引っ張られないようにがんばるわ。…………考えてみれば、原作の先生にしろ、あの男の子にしろ、両方素人じゃない。じゃあどっちでもいいわよ。あーあ、面倒くさい仕事引き受けちゃったわね」

　この人、ほんとに音無さん、なのか？　もしかしたら、よく似た別人とか？

　音無さんは立ち上がると、自動販売機の前まで歩いていった。さらに、そこからおもむろに、おもむろじゃない行動を取りだした！

　自動販売機の商品取り出し口の下辺りを何度も蹴けり始めたのである！

　何をしているのでしょうか。やつあたりでしょうか。それはアイドルの所行ではありません。

「ダメよ、まどか」

　スーツ姿の女性がやんわりと注意する。いやいや、どなたか知りませんが、もっとちゃんと注意したほうがいいんじゃないでしょうか！

　音無さんの代わりにスーツ姿の女性が自動販売機の前に立つ。

　そして、今度こそおもむろにタイトなスカートのすそをゆっくりとまくり上げていく！

　黒いストッキングに包まれた艶なまめかしい太ももが、光の当たる場所へと晒さらされていくではないか！　濃すぎず、薄すぎず、ちょうどいい具合に肌はだの色が透けて見える。それが余計に男心を揺ゆさぶるわけだが…………。

「こうしなくちゃ」

　妖よう艶えんな肢し体たいを見せつけるように右足を上げると、ヒールで思いっきり自動販売機の下部を蹴けりつける！

　ガタン、と音がした。スーツ姿の女性が取り出し口に手を差し入れ、小さいペットボトルを一本取りだした。

「ね？」

　ね？　じゃねえだろおおおおおおおおお！

「あら？」

　げ、スーツ姿の女の人に気づかれた。

「あ、どうも」

　一応言葉は返しておいたけど、当然居心地が悪い。

　音おと無なしさんも、女の人につられてこちらを一いち瞥べつ。すぐに人なつっこい笑顔に変わった。

「おつかれさま」

「お、おつかれさまです」

　とりあえず差し障さわりのない言葉で返す。いいね、この言葉。業界の人たちって、なにかにつけてこのあいさつを言っているイメージがあるけど、たしかに使いやすい。これからは僕も、ガンガン使っていこう。
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　他ほかに言うこともないので、冷静さを装よそおいつつ、自動販売機へと向かう。ここはふつうにペットボトルの水を買っておこう。

　小銭を入れる────が、うまく入らない。なんで手が震ふるえてるんだろう。寒くなんてないのに。

　なんとかコインを入れると、釣つり銭口からチャリンという返却音。うん、よくあることだ。もう一度コインを投入。よし、今度はうまくいった。取り出し口に落ちてきたペットボトルを、微妙にへこんでいる自動販売機を極力視界に入れないようにしつつつかみ、そのまま音おと無なしさんたちのほうを見ないようにして、回れ右。

「失礼します」

　ひと声だけかけて、立ち去ろうとする──。

　が。

「「ちょっと待って」」

　まさかのちょっと待ったコール！　このふたり、息が合っている！

　僕はゆっくりと振り返る。もしもロボットだったら、首の関節に油を差してくれないと「ギギギギ」と軋きしむ音がしていただろう。

　振り向いてみれば、ふたりとも一応笑顔である。

　スーツ姿の女性が、なにやらカバンに手を入れだした！

「音無まどかのマネージャーをしております、芹せり沢ざわです。どうぞよろしく」

　おおっと。名刺だ。よかった。人を攻撃する道具じゃなくて。

　ペットボトルをわきに挟はさんで、しっかりと両手で受け取る。

「あ、マネージャーさんだったんですか」

「ねえ、キミ」

　芹沢さんを押しのけるようにして、音無さんが僕の視界を奪うばった。芹沢さんも美人だけど、やっぱり音無さんには敵かなわないと思う。

　そんなアイドルさんが、笑顔のままで僕へと近づいてくる。僕はついつい一歩後ずさる。すさまじいオーラです。

「いまの、見てた？」

　至近距離までやってきた音無さん。笑顔のはずなのに、なんか恐こわい。目と鼻の先に音無さんがいるのだから、いつもの僕だったらうれしくて心臓ドキドキなところだが、背中を流れる冷たい感触はどういうことだ。

「み、見て…………」

「見てたとしても、忘れちゃったよね？」

「ハイ、ソウデスネ」

　口を挟はさむ隙すきもない！

「じゃ、次回もよろしくね」

　見覚えのある親しげな笑顔に戻ると、音おと無なしさんは僕の目の前でくるりとターンして歩いていってしまった。ふわりと長い髪が揺ゆれるのと同時に、フルーツのような甘いにおいだけが僕の感覚に残った。

　廊下を歩いていった音無さんから「芹せり沢ざわさん。次いこー」と声が聞こえた。もう次の仕事に行くのか。さすが売れっ子だ。

　呼ばれた当の本人だが、なぜだかすぐに追いかけることはせず、再び僕へと向き直った。

「まどかの相手は大変だと思うけど、がんばってね」

　こちらはこちらで、やっぱり恐こわい。僕を品定めするように、足あし下もとから舐なめるようにながめ、そんな自分の行為を隠そうともしない。

　戸惑う僕を無視し、言うことだけ言って、芹沢さんは音無さんを追いかけていってしまった。

　…………音無さんって、実は恐い人なのだろうか。

　っていうか、業界の人たちって、みんなこうなのだろうか…………。

　信じたくはない。信じたくはないけど、僕が好きだった音無まどかの笑顔と、実際に生で見た音無まどかの笑顔が、どうやっても重ならない。




　初めてのラジオ収録が終わり、へろへろになった僕は、そのまま街をさまよった。ふと立ち寄ったアニメショップでは、大きめのスクリーンに音無さんの映像が映っていた。素直にかわいいと思えない。なぜだ。

　なんとなく画面の中の音無さんから視線を外しつつ、気づけば細々としたものを結構買ってしまっていた。さすが、こういうお店には購買意欲をそそるなにかがあるのだ。

　なんやかんやで時間をとられて、やっと帰宅。

　我が家の玄関には、父さんの革かわ靴ぐつと母さんの靴。それから妹の学校指定の靴だ。靴まで指定されているなんて、さすがお嬢さま学校というだけはある。実際に値段を聞いたわけではないが、おそらく高価。

　うちの親が、どれだけ妹のためにがんばったのか、靴を見るだけでわかってしまうとは。

　とりあえずリビングにいた親にいろいろと報告して、部屋に戻った。

　ちなみに、親にはバイトを始めると伝えただけで、それがラジオとは言っていない。いろいろと説明が面倒くさそう……というか、どう説明したらいいのかわからない。巻きこまれたと言っても、信じてもらえるだろうか。マンガの読みすぎとか言われてしまいそうだ。

　まあ親はいいとして、問題は妹だろう。さんざんからかわれそうだなあ……。嫌いやだなあ……。絶対秘密だな。

　二階にある自分の部屋へ。昼に出かけたきりだったので、カーテンは開けっ放しだった。

「…………………………………………」

　窓の向こうに……

　……半はん裸らの女性が……

　……いた……。

　着替えの途中らしい。こちらに背を向けているので、まだ僕に気づいていないようだ。

　上半身は何も身につけていない。艶つややかな背中が月の光を浴びて、光り輝いているよう。

　肌はだが白いせいだろうか、背中に流れる長い髪とのコントラストが非常に美しい。

　髪の合間からうっすらと見える背骨のラインはまっすぐに伸びていて、僕の視線を下半身へと導いていく。

　締まったウエストはデニムの中におさまっていて、さすがにその先を見ることはできない。

　ただ、脚あしにフィットするデニムは彼女のスタイルのよさを存分に引きだしていて、細さと長さが、また魅み力りよくを引き立てている。

　さあ、今度は下からもう一周してこようか。

　って、そうじゃなくて！

　近ごろじゃ、インターネットを使えば、ちょっといやらしい画像や動画なんてのはすぐに見ることができる。

　しかし！　やはりナマで見ると、ひと味違う！　舐なめるように観賞して、それを実感中だ。

　なんといっても、その存在感。女の子の体というのは、すごく柔らかそうで、あったかそうで、とにかくかわいいのである。どこかからお叱しかりを受けても構わない。あえて宣言しよう。僕は大好きだ、と。

　とりあえず落ち着け、僕。

　とりあえず落ち着いて、この景色を脳内にたたきこめ！

「常つね村むら…………良りよう人と？」

　あまりの出来事に動けなくなっている僕の耳に届いたのは、聞き覚えのある声と名前。

　この声、最近どこかで聞いたような…………？

　視線を女性の足あし下もとまで持っていっているうちに、相手は僕に気づいたようだ。振り向いてしまうと、いまよりもっといろいろなものが見えちゃうからか、肩越しに僕をにらみつけていた。

「お、音おと無なし……さん？」

　ようやく把は握あくできた。

　うん、音無さんだ。ちまたでは演技派美少女声優と呼ばれている、あの音無まどかさんだ。なんとか認識した。間違いない。ただ、理解はできたけど、納なつ得とくできないというか。

　音無さんは素早い動きでカーテンの陰に隠れると、勢いよく閉めた。

　よし、やっと落ち着ける。いま目の前にあるのは、魅惑的な肌色ではなく、薄いクリーム色のお隣となりさんのカーテン。いまの僕なら落ち着ける。まずは状況を確認しよう。さっき、ここに何があった？　脳みそから記き憶おくをロード。よし、しっかり記憶できて…………じゃなくて！

　お、お、お、音おと無なしさんの、裸はだか!?

　いやいやいやいやいや！　そっちじゃない！

　なんで音無さんがお隣となりに？　たしかに以前のお隣さんは引っ越しちゃってて、新しく越してくる人が決まったという理由で、家を建て直していたのは知ってるんだけども！

　というか、プライバシーとかの問題で、窓と窓…………というか、家と家が近すぎるのはいけないんじゃなかっただろうか。建築基準法とかそんなんで。

　これ、絶対に近すぎるでしょ！

　隣が工事中のシートで覆おおわれている間に、うちもちょうどいいからと外がい壁へきの修理をやったんだけど、まさかそれでか？　二軒ともシートをかぶっていたから、窓の位置とかを確認できなかったのか？

　などとパニクっているうちに、ぴんぽーん、とインターホンが軽やかに来客を告げる。音無さん、着替えるの早いなぁ。

　なんて、感心してる場合じゃないって！

　どうやら母さんが出たようだ。

　急いで僕も階段を下りる。

　玄関に顔を出せば、うちの母さんと音無さん、それから、知らない女の人。音無さんのお母さんだろうか。なんとなく似ている。

「やっぱり、お、音無さん…………」

「あら、良りよう人と。もう知り合いなの？　昨日、お隣に引っ越してきた音無さんよ」

　母さんが紹介してくれるが、知っているさ。音無まどかさんだろう？　よく知ってるさ！

　それにしても、うちの玄関に音無さんがいるって、おかしな状況だなあと思う。

　音無さんの表情は…………絵に描かいたようなアイドルスマイルだ。なんていうか、逆に恐こわい。

「遅くにすみません、おばさま。少しだけ、お邪じや魔ましてもよろしいでしょうか」

　ていねいな物言いの音無さんに、うちの母さんが断る理由もない。

　いや、なんだよ母さん。肘ひじでつついてくる意味がわかんねぇよ。ちょっと楽しそうな顔しやがって！

　ぞろぞろと四人で僕の部屋へ。

　ん？　ちょっと待て。変なものを出しっぱなしになんかしてないよな？　大だい丈じよう夫ぶ…………のはず。僕がオタクっていうのは、母さんも音無さんも知ってるから、マンガとかゲームとかがいっぱいあるのはまぁいいだろう。

「ほら見て、お母さん。丸見えなのよ」

　僕の部屋に着くと、窓の外を見ながら、音無さんが言った。やっぱり僕が知らない女の人は、音無さんのお母さんだったらしい。

「あらあら。いいわねぇ」

「なにがいいのよ！」

「青春って感じで。まどかちゃんがこのまえ出てたアニメも、こんな設定だったじゃない」

　どうやら音おと無なしさんのお母さんは、ちょっとおもしろい人らしい。手を頰ほおに当てながら、のほほんと言う。

「アニメと現実をごっちゃにしないで！」

「声優のまどかちゃんが、そんなこと言っちゃダメでしょ」

「年とし頃ごろの女の子の部屋が丸見えって、問題ありすぎでしょ!?」

　はい、たしかに問題だと思います。

「うーん、常つね村むらさんが迷惑だっていうなら…………」

　音無さんのお母さんが、こちらを見てきた。そりゃたしかに、この距離だと僕の部屋も向こうから丸見えなわけで。自分の部屋が誰だれかに見られてるとなると、それは問題だよなぁ──。

「うちは問題ないわよ！」

「って、なんで母さんが答えてんの！　僕の部屋なんだけど！」

「見られて恥ずかしい生活をしなきゃいいのよ」

「自分の部屋でくらい、リラックスさせてくれ！」

　なんで自分の部屋にいるのに、周囲の目を気にしなくてはいけないのだろうか！

　それ以上に……なんだろう、いまの母さんの言葉が、ものすごく心に刺さったんだけど！　僕はいままで、見られたら恥ずかしい生活を送っていたのだろうか。

「常村さんはかまわないって。いいじゃない、見られたくないときはカーテンを閉めれば」

　おやおや？　音無さんのお母さん、おもしろいというレベルを越えているような。

「いいわけないでしょ、お母さん！　これはちゃんと業者に文句を言うべきよ！」

「まどかちゃん、厳しいわね」

「当たり前なの！」

　音無さんの猛もう抗議の結果、とりあえず業者に文句を言うことになった。けれども、少しの間はこのままのようだ。

　これは、そうとうに気をつけなければならない。さっきのようなことが、二度と起こらないように…………さっきのような…………。

「忘れなさい、そこの素人しろうと」

　音無さんは僕の心を読めるのだろうか！　詰め寄る音無さんの頰はちょっと赤い。見られたのが恥ずかしいというのなら、かわいいんだけど。単純に怒ってるからなんだろうなあ。

　っていうか、僕の名前は素人じゃなくて、良りよう人とだ！

「ち、違う違う！　思い出してなんかないですから！」

「なんか呆ほうけてたみたいだけど？」

「いや、まさか音おと無なしさんがお隣となりに引っ越してくるなんて、ビックリだなぁって思ってただけですって！」

「この期ごに及んで言い訳？　のぞき魔まの常じよう套とう手段ね」

「見ちゃったのは事故ですって！　意図的にのぞいたように言わないでくれます!?」

　あー、ちくしょう。あの恐こわい音無さんは、僕の夢なんかじゃなかったんだ。ずっとファンでいたかったのに！

　あ、そうだ。いけね、忘れてた！

「お、音無さん！　ちょっといいですか！」

　とっさに音無さんの腕をつかみ、引き寄せる。うわ、腕細っ！　初めて音無さんに触っちゃった！　ちょっと待てよ？　さっき音無さんは、上半身に何も着けてなかったよな？　で、ものすごいスピードで着替えて、うちに来たわけだ。ってことは、つまり、いま音無さんのＴシャツの下は…………とかそんな妄もう想そうをしている余裕はないんだって！　なにやら人の部屋で世間話を始めた親同士を横目で見つつ、音無さんの耳元に顔を近づける。相変わらず甘いにおいのする人だ。いったいなんなんだろう。

「触るな、変態」

　ちょっ…………。ひどすぎない？　ただ、それ以上、あることないこといろいろ言われるのも嫌いやなので、手は離すけども！

「えーと、僕がラジオをやってるってことは、なにとぞ秘密で…………」

「はあ？　なんであたしがそんなこと」

「なりゆきでやることにはなったけど、やっぱり…………恥ずかしいというかなんというか」

「あたしにはわからない感覚ね。自分を表現するのが恥ずかしいの？」

「出たくて出たわけじゃないですからね」

　音無さんは肩をすくめながらも、うなずいた。了承してくれた、ってことでいいのだろうか。いっそのことバラしてしまったほうが楽になれた気がするのはなぜだろう。

　僕が胸に手を当てていると、なぜか部屋を物色し始める音無さん。

　そういえば母さんたちは？　階段のほうで談笑しながら「お茶でもしません？」なんて声が聞こえてくる。いつの間にか、すごく仲良くなってるし。

　いやちょっと待て。いま、どんな状況？

　大好きな声優さんが、僕の部屋にいる。しかも、ふたりっきりで。

「ん？　なにこれ？」

　しまった！

　ちょっとボーッとしているうちに、音無さんが本ほん棚だなに手を伸ばしていた。あそこに、なにかあったっけ？　女の子に見られて恥ずかしい本とかは、別のところに隠してあるから大だい丈じよう夫ぶのはずなんだけど…………。

「こ、これ──────」

「あ！　それは！」

　それがそこにあったか！

　僕が定期購読している声優雑誌のスクラップである。特にお気に入りの声優さんの写真や記事が切り抜きでまとめられている。

　つまり、つまりだ。そのファイルに収められている写真の多くには、僕が大ファンである声優・音おと無なしまどかがいっぱい写っているわけで………………。というか、スクラップされているほとんどが音無さんの写真であったり、コラムだったりするわけで………………。

　基本、声優さんの仕事というのは、アニメや洋画の吹き替えを主とするわけで、顔出しすることは少ない。と、思われがちだが、最近はそうでもなかったりする。声優さんをメインとした雑誌もたくさん出版されているし、ゴールデンタイムに放送される音楽番組などにゲスト出演する人だっているくらいだ。

　音無さんはもちろん、その第一線で輝いている人物である。

「へー、素人しろうとくん」

　うわっ！　すっごい嫌いやな笑みを浮かべてる！　さっきの恐こわい顔も嫌だったけど、いまの顔は別の意味で恐怖を感じるんですけど！

「ふーん。そっかぁ。へー。そうだったんだぁ」

「な、なんでしょう…………」

「本当にあたしのファンなの？」

「そう、ですね」

　昨日までの僕は、完全に騙だまされていた。僕の好きだった音無まどかは、元気があってさわやかで、とてもかわいらしい女の子だったのだ。こんな、ネチネチと人をイジメるような人じゃあないのだ。

「…………こうして見ると、やっぱあたしってかわいいわね！」

「……………………」

　自分の写真を見ながら、何を言ってんだ、この人は。

「………………ツッコミなさいよ」

「──────へ？」

「いいから早くあたしにツッコミなさいよ。自画自賛かよ！　とか、自分で言うな！　とか、いろいろあるでしょ？」

「………………はあ」

「うーん、見込み違いだったかしら」

　いまのは音無さんのボケだったのか？　この人なら言いかねない、と勝手に新たな音無まどかのイメージを形成しかけてしまった。

「…………ねぇ？　あたしのこと、好き？」

　と思ったら、とんでもないことを尋たずねてきた！

「収録中にも言ったと思いますけど…………オタクとして、声優・音おと無なしまどかのファンだったんです」

「惚ほれちゃった？」

「なわけないでしょ!?　ファンだったんです。いいですか？　過去形ですから。もう違いますから。自動販売機を蹴けったり、人を勝手にのぞき魔ま扱いするような人を誰だれが──」

「本当のあたしを知って、ファンだった過去から、一気に想おもい人へ？」

「どういう解釈!?」

「やっぱり、出会うときはパンをくわえてないとダメだったかしら？」

「いやいや、パンは重要じゃない！　曲がり角でぶつかるほうが、出会いとしては重要なんだと思います！」

「で、女の子のパンツを見ようっていうのね。最低ね」

「それ結果論ですよね!?　ぶつかって、転んだら見えちゃったっていう結果の話でしょ!?　パンツを見るために曲がり角を全速力で駆け抜ける主人公なんて見たことないから！」

「吊つり橋効果ってあるでしょ？」

　お、なんだ？　急に話題転換？

「え、はあ？　まあ、ありますけど」

「パンツにも同じ効果があると思うのよね」

「説明を！　詳しい説明をお願いします！」

「下着の種類のひとつで、ふつうはショーツって呼んだりもする…………」

「僕的にはパンティっていう言い方も好きですけどね…………って、知ってるよ！　欲しいのはパンツの説明じゃないんだよ！」

「え？　ああ、えっとね。パンツを見ちゃったドキドキと、その女の子が好きっていう感情とを勘かん違ちがいしちゃうってこと、あるんじゃないかなって」

「単なる男の下心だと思いますけど!?」

「でも、あたしが着替えるところを見てドキドキしたでしょ？」

「ええ、そりゃもう！　最高でしたよ!!」

「ふーん、ありがと」

「下ろして！　その振り上げた拳こぶしを下ろしてください！　セリフと行動が正反対ですから！」

　なんかツッコんでほしいみたいだったから、ラジオの収録のときみたいにツッコんでみた。

「ふむ……まあまあね」

　褒ほめられた…………のか？　何に対して？

「うんうん、やっぱりそうよね。こんなに気持ちいいの、初めてだわ。やっぱりツッコんでもらわないとね」

　うっとりした顔で、自分の体を抱だきしめるようにクネクネする音おと無なしさん。ど、どうしちゃったんだ。

「どいつもこいつも、お父さんお父さんって、あたしは音無源げん太たじゃないっつーの！　いちいち機嫌なんかうかがってないで、まずはツッコめってのよ！」

　今度は地じ団だん駄だを踏ふみだした。えーと、あんまり僕の部屋で暴れないでほしい。

「音無源太って、音無さんのお父さんのこと…………ですよね？」

「そうよ！　だからなに!?　あたしが誰だれの娘だろうがカンケーないでしょ！　あたしはあたしなの。あたしがボケたら、ちゃんとツッコんでほしいわけよ。『あはは、音無さん、なに言ってるんですか』なんて生ぬるいのじゃなくて、あたしは激しくツッコんでほしいのよ！」

　いやー、そうは言っても、みんな気を遣つかうでしょう。あれだけ有名な人を父親にもっちゃったらしょうがないって。

「初対面であたしのボケにあれだけツッコんだの、あんたが初めてだったわ」

「はあ、そうですか」

　だからなんだというのだ。ラジオだし、しゃべらなくちゃ事故になっちゃうから、ツッコミはしたけどさ。

「しかも、あたしが音無源太の娘だってわかってた上で、でしょ？」

「いや、まあ、知ってはいましたけど…………」

　ラジオの最中は、そんなことにまで気をまわしている余裕はなかったけどね。

「これからも、どんどんあたしにツッコミなさいよね！」

　いや、そんな指をビシッとさされても……。

「えっと、音無さんって、一応、アイドルなんですよね？」

　一応のところに力を込めて言う。世間的には、そのはずなのだ。どうにも、いま目の前にいる彼女がアイドルには見えないから、つい確認してしまう。

「ま、そういうことになってるわね」

「アイドルにボケとかツッコミは必要ないんじゃ？」

「は？　なに言っちゃってるわけ？　いま、アイドルなんて掃いて捨てるほどいるのよ。その中で生き残るには、人とは違った個性が必要でしょ！」

　あー、いるいる。深夜のテレビ番組とかぼんやり見てると、変な趣味を持ってて、それをアピールしてるアイドルいるいる。

「なんか方向性間違ってない？」

「間違ってない！」

　そ、そうですか……。言い切られてしまった。

「ツッコんでほしいからボケてるってのに、どいつもこいつも遠えん慮りよしちゃってさ。百歩譲ゆずって、あたしに気を遣つかってんならいいけど、気を遣ってる理由は音おと無なし源げん太たの娘だから、よ？　もういない人のことを、いつまで気にしてるんだって話よ！」

　そりゃ気にするって。特に業界にいる人からしてみれば、音無源太は神様みたいな存在じゃないか。死んでしまったことで、さらに神格化が加速してるしね。

　よく二世俳優は親の七光りだとか言われるのを聞くけど、そういう人たちはそういう人たちで、親の影えい響きようで苦労しているもんなんだなあ。

「だいたい、あのオヤジ、人から尊敬されるような人間じゃないわよ」

　かの名優は、家族といるときはまったく違う顔を持っていたのだろうか。え、もしかして、音無さんのこの裏表体質は血筋なの？

　……………………あれ？　音無さんのお父さんが亡なくなったのって、まだ音無さんの物心がつく前なんじゃなかったっけ。

「音無さん、お父さんのことを覚えてるんですか？」

　なんの気なしに尋たずねてみた。たしか、音無さんはお父さんのことをほとんど覚えていないって、なにかの雑誌のインタビューで答えていたはずなんだ。

　が、音無さんの反応は僕の予想になかったものだった。

「え!?　あーそっか、あんた、あたしのファンだったわね…………えっと、覚えてないこともないっていうか…………わずかに記き憶おくにあるっていうか」

　なぜか、目に見えて動どう揺ようしている。

「…………ねえ、あんたさ、ユーレイっていると思う？」

「は？　ユーレイ？」

「いえ、なんでもないわ」

　こめかみに手を当てながら、首を横に振る音無さん。

　意味のわからない音無さんに、どう対処したものかと考えていると、いきなり部屋のドアが開け放たれた。

「なんかあったの？」

　うわ、しまった！　気づかれたか…………。

　面倒くさいやつが現れた。

　ノックもせずに年とし頃ごろの男の部屋に入ってくるあたり、その行動は警戒レベルを遥はるかに陵りよう駕がしている。

「あれぇ、お客さん？」

　小さな鼻にアイウェアをかけた我が妹。ただ、視力は悪くない。「メガネのほうが男受けするでしょ」とかのたまう、私立の女子校に通う中学二年生である。いろんな意味で要注意人物。

　大人おとなの女性の魅み力りよくを極めるためとか言って髪を伸ばし始めてはいるが、背も、胸もまだまだ発展途上の、ちょっと背伸びしているお子さまである。

「がーん。兄さんの部屋にこんなかわいい女の子が…………理解できないんだけど」

　いや、理解はしろよ！　僕だって信じられないけど、目の前の出来事は把は握あくしようよ！

「あ、そっか。大人おとなの世界には、お金さえ払えば綺き麗れいな女の人が家に来てくれるっていう商売があるんだっけ」

「たしかにあるけど！　違うから！　この人は、お隣となりに引っ越してきた人だから！」

　大人の魅力というのは、アダルティーな物事を知ったからといって身につくものではないと思う。どうにもこいつは目指す方向を間違っている気がするのだ。まずは健康的に牛乳とか飲んだらいいんじゃないかな？　大きくなるかどうかはわからないけど！

「ああっ、ごめんなさい。そうでしたか。では改めまして。こんばんは、妹の常つね村むら愛あ好こです。『女子』と書いて『好』という字は結構気に入ってます。よろしくお願いします」

　どんな自己紹介だよ。

「初めまして。隣に引っ越してきた、音おと無なしまどかです。これからよろしくね、愛好ちゃん」

　対して、音無さんはふつうの自己紹介だ。「声優だけど音がない」って口こう上じようは、どうやら仕事のとき専用らしい。

「まどかさん…………お姉ちゃん、って呼んでもいいですか」

「愛好!?」

　何を言いだすんだ、この妹は。寝ぼけているのだろうか。

「わたしね、実は、兄さんじゃなくてお姉ちゃんが欲しかったんだ」

　初耳なんだけど！　そして、ちょっとショックなんだけど！

「だってさあ、男なんて、泥くさいし、汗くさいし、イカくさいし…………」

「帰れ！　自分の部屋へ帰れ！」

「ダメダメ！　わたしを帰したら危険でしょ！　主にまどかさんが！」

「愛好のほうが危険だから！」

「うう、たしかにわたしは今日、危険日だけど……」

「う…………あー、その、なんだ。いまの情報をできるだけ早く忘れたい」

「むむむむむ。っていうか、わたし、まどかさんと会ったことあります？」

　僕を無視した愛好が、音無さんを見て首をかしげる。

「あの、あたし、声優のお仕事をしていて──」

「ああ、そっか。兄さんの部屋で見たんだ」

「いつの間に見たんだよ！」

　部屋に鍵かぎをかける必要がありそうだ！

「でも、すっごい偶然だね。まさかお隣に引っ越してくるとは…………。それにしても、まどかさん、生で見ると本当にキレイですね。はぁー、うらやましい」

「そんな、愛好ちゃんもかわいいよ」

「いや！　いやいや！　がんばってなんとか小こ綺ぎ麗れいにしてるだけですから！」

　まったく、服だバッグだと、うちの親は妹に甘すぎだ。たいして金持ちでもないのに、がんばって愛あ好こを私立のお嬢さま学校に入れるあたり、特に甘すぎだ。周りに女子しかいないもんだから、変な知識ばっかり身についていくし……。

「お母さんたちも下で盛り上がってるみたいですし、まどかさんも一緒に下に行きません？　こーんなところにずっといたら、変な虫が付いちゃいますよ」

　いねえよ、虫なんて！　大事なコレクションのために、むしろ部屋は超清潔にしてるっちゅうの！　って、そうか。虫って僕のことか！

　開けっ放しのドアの向こうから、おそらくリビングで大爆笑しているのであろう我が母の声が聞こえる。

「そうね、行こっか」

　僕を置き去りに部屋を出ていくふたり。もういいや。ほっとこう。

　と思ったら、音おと無なしさんだけ戻ってきた。

「そうだ」

「へ？」

「あたしのことみんなにバラそうもんなら、あたしもあんたに着替えをのぞかれたことバラすから。ブログとかで」

　あたしのことって、音無さんの素顔のことかい。一応、自覚はしてるみたいだ。

　しかし、ブログでバラすとか最悪だ……。もしそんなことになったら、音無まどかに騙だまされているファンのみなみなさまが、僕を抹まつ消しようしにやってくるじゃないか…………。

　愛好と音無さんが出ていって、やっと一人になった。

　とたんに静かになった自分の部屋。でも物寂しさなんて感じない。

　ああ、今日は疲れた。ようやく落ち着けるってもんだ。それにしても、いろいろ大変なことになったなあ。
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　激動の一日が、ようやく明けた。

　ラジオのパーソナリティになったり、大ファンだった声優さんと知り合いになったり、その声優さんが隣となりに引っ越してきたり、いきなり部屋に乱入してきたり。

　まるで夢のような一日だった。いや、部分的に見れば、夢であってほしい一日だった。全体的に見れば、いい一日だったのかもしれないけど。いや、待てよ。素すの音おと無なしさんを知って、夢から醒さめたとも言えるのか？

　とにかく、今日からはまた日常が始まる。昨日収録したラジオの公開はまだ先なわけだし、とりあえず次の収録まではふつうの高校生だ。

「今日から学校かぁ」

　春休みはほんの十日くらいしかなかったわけだが、それでも大型連休明けに学校に行くというのは、そうとう面倒くさい。

　それでも、なぜか目覚ましが鳴る前に起きてしまった。カーテンの隙すき間まから差しこむ陽ひの光のせいである。しばらくの間、外がい壁へき工事のために僕の部屋は薄暗かったから、朝陽に起こされるなんて久しぶりなのだ。

　たまには太陽をめいっぱい浴びて、すがすがしい朝を演出してみるのもいいかもしれない。

　僕は起き上がって、カーテンを思い切り開ける。

　窓を開けると、まだ少し冷たい朝の空気を思いっきり胸に吸いこむ。

　そして目の前の光景に呼吸が止まる。まさに、光に包まれた景色だったのだ！

　──忘れていた。そうだった、僕の部屋の窓の先には、音無さんの部屋があるのだ。

「……………………」

　早起きは三さん文もんの徳とくだという。三文を現代の貨か幣へい価値に直すとどれくらいなのかはわからないけれど、これは三文では済まないだろう。

　太陽がふたつある。じゃなくて！

　またもや、着替え中の音無さんが、そこにいた。

　昨夜ゆうべと違うのは、音無さんがこちらを向いているということだ。真っ白なシャツを着ている途中のようだ。

　そでを通したところだったらしい。襟えりの部分からチラチラと見える細い鎖骨は、前菜。

　まだボタンは一個もとまっていないので、下着に包まれたふたつのふくらみが丸見え。こちらがメイン。

　お腹なかの真ん中に小さく、縦長のへそ。これはデザートか。

　そして、その下にはパンツという名の──デザートの後に、もう一回メインキタ！

　どうやら今日の音無さんは、白の上下でちゃんと合わせてお召しのようです！

　ただでさえ白い肌はだが、朝陽を浴びて輝くよう。男とは違う、華きや奢しやで、しかし美しいフォルム。

　音無さんって、水着グラビアとかやったことあったっけ？

　頭の中のマイ・スクラップブックから、音おと無なしさんの写真をピックアップ。もう何度もながめているので、ばっちり記き憶おくされているのだ。最初のページから順番に思い出していく。が、音無さんのそんな写真はなかったはずだ。

　つまり、音無さんは水着グラビアをやったことがないということ。

　つまりつまり！　音無さんはいままで、あまり人に肌はだを見せていないということ！

　つまりつまりつまり！　音無さんのふだん見れない部分がいま、目の前にあるということ！　いや、それ以前に、絶対に見えちゃいけないところまで見えてるんだけどさ！

　しかも昨夜ゆうべに引き続き二回目ええええええええ！

　よく、太陽を神のようにあがめたりすることがあるけれど、なるほどなるほど。これはたしかにおがみたくなる。よし、ちょっと手と手を合わせてみよう。

　いいものを見せてくれてありがとうございます。自分の幸運に感謝します。ナムナム。

　あ、なんか鼻の奥が熱いぞ。興奮して鼻血が出るなんて、マンガの世界だけだと思ってたけど、本当に出そう…………。

　って、おいおい！　ちょっと待てちょっと待てちょっと待て！

　こんなことしてる場合なのか？

「──────常つね村むら、良りよう人と……」

　音無さんと目が合った。
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　これ、僕、まずいんじゃないでしょうか！

　すかさず前を隠す音おと無なしさん。

　そして無言でカーテンを閉める音無さん。

「って、ちょっ！　ち、違う！　これは事故、事故なんだよ！　音無さん!?　聞いてますかあああああああああ！　音無まどかさああああああああああああん!?」

　カーテンの向こうに訴えるが、一向に開く気配はない。

　美術品をあがめるつもりで合わせた手と手が、いまではそのまんま、ごめんなさいのポーズになっていた。

　しばらく声をかけ続けたが、声と思いは伝わらず。代わりに聞こえてきたのは、うちのインターホン。

　間もなく開いた僕の部屋のドア。そこにいるのはもちろん、アイドル声優の面おも影かげなんてどこにもない、鬼のような表情の音無さんである。ゆるいウェーブのかかった長い髪のところどころが逆立っているように見えるのは、怒りのオーラとかではなく単なる寝ね癖ぐせだと信じたい！

　あ、あれ？　なんか見覚えのある制服を着てるんですけど。

「お、音無さん。おはよう！　そ、その制服、もしかして、僕と同じ高校？」

　努めて平静に、さわやかなモーニングトークを投げかけてみる。けど、相手は無言。残念ながら気をそらすことに失敗したようだ！

　あまりの恐怖で、近づいてくる音無さんから逃げることができない！

　ふいに笑顔になった。よ、よかった。怒ってないのかな。そりゃそうだよね。カーテンを閉めてなかった向こうだって悪いわけだしさ！

　刹せつ那な。音無さんが繰りだした拳こぶしが、僕のみぞおちにヒット！

「こんの、素人しろうとがあああああ！」

「ぐおおおおおおおおおおおおおおお！」

　一撃で沈む僕。音無さん、女の拳とは思えない重い一撃でした………………がくっ。

　っていうか、僕の名前は良りよう人とだってば…………。

「見たでしょ」

「………………み、た…………」

「やっぱり！　このスケベ！　変態！」

「ち……が！　見たくて、見たんじゃないんです！」

　殴なぐられたダメージが大きすぎて、まともに口をきくこともできなかったんだよ！

「……そっちだって……カーテンを閉めてなかったし…………」

「は？　あたしのせい？　辱はずかしめを受けた、このあたしが悪いって言いたいわけ？」

「だ、だって……。プライバシーの保護はお互いが気をつけていこうって、昨日…………」

「あたしは女で、あんたは男でしょうが！　男のあんたのほうが特に気を遣つかうのは当たり前でしょ！」

　ぼ、僕には朝あさ陽ひを浴びる権利がないのだろうか。これは、日照権の侵害だ！

「素人しろうとといい、あのバカオヤジといい、男ってのは本当にもう…………」

　黄金の左で優ゆう雅がに髪を後方へとかき流す音おと無なしさん。アイドルというよりは、王者の風格が漂ただよってますよ。ん？　…………バカオヤジ？

　殴なぐられたダメージがやっと回復してきたころ、僕の母さんが現れた。

「良りよう人と、なにしてんの!?　まどかちゃん、今日からあんたと同じ学校なんだって！　わざわざ迎えにきてくれたんだから、案内してあげな！」

「すみません、おばさま。朝早くから押しかけてしまって」

　うわ、猫ねこかぶった！　声のトーンも一段階上がった！

　演技派女優の音無さんがやると、完かん璧ぺきだ。

「いいのよいいのよ、まどかちゃん！　うちのバカ息子むすこを起こしてくれて、ありがとね。あ、そうだ。まどかちゃん、もう朝ご飯食べた？」

「いえ、『いろいろあって』食べずに出てきてしまったんです」

　こちらを見ながら言う音無さん。僕のせいだって言いたいんですか？

「あら、そうなの？　じゃあ、良人を待つ間、朝ご飯でもどう？」

「え、でも、悪いですよ」

「いいのよいいのよ！　良人のぶんでよければ」

　おい、母よ。僕の朝飯は？

「じゃあ、お言葉に甘えますね」

　甘えた声で甘えるな！

　僕の朝飯を奪うばうな！

　それよりも母さんは、床に這はいつくばる僕の心配をしたほうがいい！

　世間は僕に厳しすぎる！

「早くしてね？　素人くん？」

　去り際ぎわに語尾上げで言い放つ音無さん。ぼ、僕の名前は良人だってば………………。




　結局、僕の朝飯は音無さんに食われた。しかたがないので、消費期限ギリギリの食パンを一枚だけ焼いてかじって家を出た。食べてから気づいたけど、消費期限はギリギリでアウトだった。なんかもう、今日の僕のお腹なかは外部から内部からと、大ダメージを受けすぎだ。

　僕の通う古ふる里さと学園までは徒歩で十五分ほど。ギリギリ自転車通学が認められない、厄やつ介かいな距離である。彼女を自転車のうしろに乗せて、なんてイベントを起こすことができない。いやまあ彼女はいないんだけど。

　通学中は僕も音無さんも無口。というか、さっきのことが衝しよう撃げき的すぎて、何を話していいのかわからないのだ。とりあえず謝るだけ謝ったけど。…………理り不ふ尽じんすぎる。

　それにしても音おと無なしさんは、何を着ても似合う。僕のあとからついてくる音無さんを振り返って見て、本当にそう思う。

　音無さんはイヤホンで音楽かなにかを聴きいているらしい。会話をする気はまったくないようだ。おっと、にらまれたのでおとなしく前を見て歩こう。

　いままで、キャラクターのコスプレで制服を着ている写真は、結構見てはいた。そのどれもアニメ用のちょっと派手な制服だったわけだが、うちの高校のヤボったい、なおかつダッサイ制服すら着こなしてしまう音無さんはすばらしい。美人は着るものを選ばないのだろうか。

　そんな美人さんの、ひときわすごいシーンを、僕は見てしまったわけだ。

　女性の裸はだかを見て興奮するのは男の本能だけど、単純に『本能』なんていう言葉で済ませてしまうのは、もったいない。相手があの音無さんだったからこそなのだ。下着というたった一枚の薄い布が大事な部分を隠しているっていうのがまた、たまらなく扇せん情じよう的で…………。

「そこの素人しろうと」

「は、はい？」

「思い出してニヤついてんじゃないわよ」

　なんでわかったんだ！　僕のほうが前を歩いているのに！

　幼いころから演技をやっていた音無さんには、どんなにわずかな機微でも察する能力があるのだろうか。音無さんの前では絶対にウソをつけなさそうである。

　数歩うしろを歩く音無さんからの無言のプレッシャーを感じながら、へとへとになってきたころ、ようやく学校に着いた。とりあえず職員室まで案内して、僕の役目は終わりだ。

「許してないからね？」

　別れ際ぎわに、そう言われた。うう…………やっぱりまだ怒ってますか。

「あ、そういえば」

　職員室に入ろうとする音無さんを呼び止める。これを言っておかなくちゃ。

「学校でも、あのことは秘密ってことで、ひとつ」

　ラジオに出ているってだけでも、ちょっと恥ずかしいのに、あのアイドル声優・音無まどかと一緒だなんて周囲にバレたら、とんでもないことになるかもしれない。少なくとも僕の友人たちからは、妬ねたみの暴力を受ける可能性がある。

　そんな僕の心配をあっさりと無視して、音無さんは職員室に入っていってしまった。

　とりあえず僕は、もう一度玄関へ向かう。新しいクラスを確認するためだ。

　実は、今日は学校に裏門から入ったのだ。だから、正門あたりに貼はりだされているであろうクラス発表を見ないで来てしまったのだ。

　なぜ裏門から入ったのか。

　それは、通学途中に音無さんに集まる視線があまりにも多かったからである。こんなに人目を引く美少女を連れて堂々と正門から入っていったら、友人たちから質問攻めにあうのは必至。それが、アイドル声優・音おと無なしまどかとわかれば、もっと大変なことになる。なので、隠れるように裏門から入ったのだ。それでも多少の人の目があったけど、運よく知り合いには会わなかった…………と思う。

「おはよー」

　教室に着くと、いつも一緒につるんでいるメンバーがすでに集まっていた。

　どうやら今年も、友人たちはほぼ全員が同じクラスらしい。世間では少子化少子化と言われているが、うちの学校は一学年に六クラスもある。それだけクラスがあるのに、友人たちがひとかたまりになるというのは、どれだけの確率なのだろうか。

　先生がやってくるまで、天あま池ち、久く住ずみ、高たか見み沢ざわの三人と、たわいもない話で盛り上がった。たしか彼らも音無さんのファンだったはず。というか、僕がおすすめしたんだっけか。

　特に話し合ったわけではないけど、なんとなくリーダー役の高見沢。めちゃくちゃ頭がいいけど、そのぶんあらゆる方面にマニアックな天池。そして、僕がおすすめして真っ先に音無さんのファンになった久住。

　僕を含めたこの四人で集まることは多く、オタク仲間としてもいい友人たちである。

　もちろん彼らにも、僕と音無さんのことは秘密である。胸は痛むけど、バラして僕の体がバラされるよりはマシだ。

　きーんこーんかーんこーん。

　新しく始まるアニメがどうとか、このまえ発表されたゲームがどうとか、と話をしているうちに鳴り響ひびくチャイム。

　その音と同時に、先生が教室にやってきた。

「はい、どーも！　じゃあとりあえず、最初は名めい簿ぼ順に座ってね！」

　これから漫才でも始めるかのように拍手をしながら入ってきた…………って、僕らのクラスの担任、この先生か！

　お笑い大好き女教師の和わ田だ先生。授業中だろうがなんだろうが、ことあるごとにギャグやダジャレを混ぜてくることで有名な国語教師だ。

「ほらほら座りなさーい！　英語でシット。女子のみんなは、かわいい私に嫉しつ妬としないようにね！　なんちゃって！」

『………………………………………………………………………………………………』

　えーっと、この先生、歳としはいくつだったっけ。自分でかわいいって言っちゃってるし。

　自分でダジャレを言って爆笑してるんだから、幸せな人である。うん、きっと一生独身でも幸せな人生を送れますよ、先生。

　とはいえ、先生のこの手のダジャレは、かなり効果的だったりする。先生がダジャレを言ったあとは、たいていみんながシーンとするからだ。騒さわいでる生徒たちを一いつ瞬しゆんで静かにさせてしまう必殺技なのだ。

　一人でひとしきり笑ったあとに、「いまのおもしろかったでしょ」的な顔で教室を見渡すわけだから、生徒たちはそろって背筋を伸ばして咳せき払ばらいをひとつ、すかさずノートに視線を落とすのだ。触れると痛い目を見るのは、明らかだから。

　かつて、勇気のある一人の生徒がツッコミを入れてあげたことがあったらしい。もちろん結果はドンずべり。むしろその生徒のほうがすべったような空気になり、心に深い深い傷を負って登校拒否になったとかならないとか。

「はいはい。じゃあさっそくだけど、転校生を紹介しちゃうからね！」

　ざわめくクラスメイトたち！

　人知れず緊きん張ちようする僕！

　転校生って、音おと無なしさんだよな。よりにもよって同じクラスかよ！

「登場してもらいましょう。とうじょ！　じゃなくて、どうぞ！　なんちゃって！」

　最悪のフリである。ただでさえ転校っていう特殊な状況で緊張しているだろうに、ダジャレで紹介されるって！

　しかし────。ゆっくりと教室の戸を引き現れた音無さんは、緊張の色なんてまったく見せていない。むしろ、ほほえみをたたえながら優ゆう雅がに教きよう壇だんへと歩いていく。

『おおおおおおおお』

　教室のあちこちから感かん嘆たんの声が漏もれる。

　天あま池ち、久く住ずみ、高たか見み沢ざわの三人も、呆あつ気けにとられているようだ。僕の席は教室の後方なので彼らの背中しか見えないが、身動きひとつせずに前を向いている。

　歩くたびに長くてキレイな髪が揺ゆれる。誠に勝手な意見ながら、きっと彼女の歩いたあとはいいにおいがするんだろうなぁと予測する。

　教卓の前に立ち、クラスを見渡した。ごきげんよう、とでも言いだしそうである。音無さんが教室を見渡しているときに、ばっちり僕と目が合ったが、無反応。こっちはドキッとしたけどね。もちろん、恐怖で。

　とはいえ、外見だけでいえば、昨日の収録現場で会った声優・音無まどかがそこにはいた。

「初めまして。音無まどかです。実はちょっとした仕事をしていて、学校を休むことも多くなってしまうかもしれませんが、これからどうぞよろしくお願いします」

　響ひびくは澄んだ声。決して大声を出しているわけではないのに、教室の端はしから端まで浸透する音の振動。なんか特別な声の出し方でもあるのだろうか。

　そして、深々と礼。長い髪が流れるさまにクラスメイト一同、目を奪うばわれる。顔を上げた彼女は、手で髪を流す。そして、またあの笑顔。

　野郎一同、心を奪われる。いや、もしかしたら奪われたのは男子だけではないかもしれないという勢い。

『うおおおおおおおおお！』

　そしてこの勢い。転校生が自己紹介しただけで、だ。

　鳴り止やまぬ拍手。このままいくと音おと無なしまどかコールまで始まってしまいそうである。

「みんな！　おちついて！　ほら、おちつきなさい！」

　和わ田だ先生の声は拍手にかき消されて、かすかにしか聞こえてこない。

「ぺったんぺったん、って、これはもちつきか！　なんちゃって！」

『………………………………………………………………………………………………』

　なぜだろう。ダジャレだけはよく聞こえてきた。どんだけ腹から声出してんだよ。どんだけみんなに聞いてもらいたいんだよ。

　でも、やっぱり和田先生はすごいな。いまにもウェーブが起こりそうなほどにテンションの上がっていた生徒たちを、一いつ瞬しゆんで鎮しずめるんだから。

　きょろきょろと教室中を見渡す和田先生から、みんながみんな視線をそらす。

　自信満々の顔で教室が静まったのを確認してから、和田先生は音無さんの紹介を再開した。

「はい、音無さんは名前どおりおとなしそうな女の子なので、やさしくしてあげるように！　男どもはやさしさに下心を混ぜないように！」

「そんな。先生、あたし、全然おとなしくなんてないですよ。母にもよく、もっと女らしくしなくちゃダメでしょって言われてしまって」

　まったくだ。

　おとなしい女の子は、朝から男にボディブローを叩たたきこんだりはしない。

「じゃあ、とりあえず音無さんは空あいてるところにシットしてね。うーん、かわいい女の子が転校してきて、先生嫉しつ妬としちゃうなぁ！　なんちゃって！」

　すげぇ！　恥ずかしげもなく同じダジャレを言った！　ある意味すごい！

「どこがいい？　どこでもいいからね！」

　音無さんは教室を再びぐるっと見渡した。そして、僕を指さした。

「じゃあ、あそこにします」

　正確に言うと、僕のうしろである。僕の席は教室のちょうど真ん中の列の一番後方。たしかにうしろにはスペースが空いている。

「じゃあ常つね村むらくん。机とイス、運んであげてね」

　和田先生が廊下から机とイスのセットを運んできた。しかたなく前へ出る僕の背中に、「なんでおまえが」という視線を感じる。僕も言い返したい。「なんで僕が」って。

　音無さんの前で机とイスを抱かかえると、彼女は言った。

「ありがとう。ごめんね」

　猫ねこをかぶっていても、「自分でできるから大だい丈じよう夫ぶ」と言わないあたりが、さすがである。僕に運ばせつつ、いい子ぶるパーフェクトな対応だ。

　机を運び、席につくと和わ田だ先生が連絡事項の話を始めた。もちろん、ダジャレを混ぜながら。

　どうせみんなマジメになんて聞いていないだろうが、さすがに一番うしろに座った音おと無なしさんをわざわざ振り返ってまで見ようという図ずう々ずうしいやつはいないらしい。みんな静かに前を向いている。

　だからこそ、彼女は僕に牙きばをむいた。

「いてっ！」

　イスを蹴けられた！

　体の芯しんに響ひびく衝しよう撃げき。そりゃそうだ。木の板が一枚あるだけで、しりを蹴り上げられたのと同じなのだから！

「な、なん、ですか」

「あの先生さ、いつもああなの？」

　さっきまでのお嬢さま風味は、まさにどこ吹く風。和田先生のことを顎あごでさして、音無さんは言った。

「だいたいあんな感じ。授業中も同じだから。気にしたら負け」

　こっそりうしろを振り向きながら答えた。きっと、無視したらまた蹴られる……。

「っていうか、なんであんたがいるわけ？」

「そんなこと僕に言われても」

「教室でまで素人しろうとと一緒なんてね……。どんだけあたしにつきまとえば気が済むのよ」

「僕の名前は良りよう人と！　素人じゃない！　つきまとってるわけでもないし！　だったらなんで、わざわざ僕のうしろに来たのさ！」

「ああ……それはいろいろと便利そうだったから」

「僕は音無さんの、なんなの…………？」

「奴ど隷れい」

　おうおう、ずいぶん気持ちよくすっぱりはっきり言ってくれるじゃないか！

「だってあんた、あたしの裸はだかを見たでしょ。しかも二回。その対価が奴隷という立場なのよ。わかる？」

　わかるかも……と思ってしまった。あの光景には、それだけの価値はたしかにあったかも。いやいやいや！　それでも、素直にうなずくわけにはいかない！

「裸って！　下着くらいしか見えてないって！」

「あれ？　あたし、忘れろって言わなかったっけ？」

　理り不ふ尽じんすぎる……。忘れなくちゃいけないのに、対価を払い続けなければならないなんて。

「というわけで、これから学校でもよろしくね」

　楽しそうだね、音無さん。なんか僕は、すごく疲れちゃったよ…………。




　今日は始業式だけで、授業はない。体育館に集まって、校長先生の話を華か麗れいに受け流し、だらだらと教室に戻ってきて、さらに和わ田だ先生のダジャレを華麗に受け流せば、もう終わりである。このクラス、スルースキルだけは確実に上達しそうだ。

　ただし、経過した時間のわりには体力の減り方が半はん端ぱないことになっているのは、気のせいではないはずだ。

　とりあえず家に帰って、録画しておいた新番の春アニメを観みよう。

「ちゅうも────────く！」

　なんか聞こえるけど、早くも鍛きたえられてきたスルースキルを発動させておこう。

　よし、帰宅するぞ！　なにがあっても僕は家に帰るんだ！

「おい良りよう人と！　ノリが悪いぞ！」

　教きよう壇だんの上から高たか見み沢ざわが僕を指さす。なんでそんなにテンションが高いんだよ。目立ちたいなら、勝手にやってくれって。僕はそんなキャラじゃないんだから。ああ、ほらもう、指なんかさすから、僕のほうにクラス中の視線がっ！

　ホームルームが終わったばかりの教室。和田先生だって、まだ教室にいる。そんな先生をおしのけて、高見沢は黒板にでかでかと文字を書き始めた。

　歓迎会。

　お世辞にもキレイとは言えない字だが、そう読めなくはない。

「今日、これから暇ひまなやつは俺おれと一緒に来い！　音おと無なしさんの歓迎会をやるぞ！」

　ああ、それはそれは。いいことじゃないか。転校生が早くクラスに打ち解けられるように、精一杯楽しむといい。まあ、僕は帰るけども！

「ちなみに、音無さんにはもう了承をもらっている！」

　高見沢が腰に手を当てて、胸を張っている。ずいぶん偉そうだが、そんなに立派なことでもしたのだろうか。

「おっしゃあああああああああああ！」

「よくやった高見沢！」

　男子たちから拍手喝かつ采さいと叫び声があがる。なんなんだ。高校二年生の男子は、こんなにもアイドルに飢うえているのか。

　ぼ、僕だって、音無さんの本当の姿を知っていなかったら、みんなと同じ反応だったかもしれないけど！

　ただ逆に、女子からは冷ややかな視線を受けているぞ、高見沢。それでいいのか、友よ。もうちょっと身近なところから固めていったほうがいいんじゃないのか。

「女子諸君！　よく考えるんだ！　音無さんはいまをときめくアイドル声優だぞ！　仲良くなっておけば、イケメンさんを紹介してもらえるかもしれないぞ！」

「高見沢く────ん！」

「私も参加するわ！」

　わきまえていた！　計算ずくだった！

　っていうか、言われたい放題だけどいいのかな。うしろの席に座る音おと無なしさんを振り返る。

「ま、いつものことよ」

　肩をすくめる音無さん。心が広いというか、慣れているというか。

　気づけば、高たか見み沢ざわを囲むように教卓の周りには人ひと垣がきができていた。クラスの半数以上は参加希望のようである。

　音無さんもカバンを手に僕の横を通り過ぎて────いかずに立ち止まった。

「あんたも来なさいよ。どうせ暇ひまでしょ？」

「え、僕はちょっと…………」

　暇だと決めつけられているのも癪しやくだが、事実なだけに反論はできない。

「え……来てくれないの？」

　演技だ。騙だまされるな。音無さんがこんなにかわいいことを言うわけがない。

「べ、べつにあんたに来てほしいなんて思ってないんだからね！」

　……や、やっぱり行こうかな……。

「単純。あんた、悪い女に騙されるわよ」

「はい、現に長いこと、音無まどかという悪女に騙され続けてまし……どぅあ！」

　僕の言葉を強引に遮さえぎるように、目の前をものすごい勢いで学校指定のカバンが通り過ぎていく！　危なく、こめかみに重い一撃をもらうところだった。

「あ、ごめん。なんか言った？」

　笑顔のままで、僕にカバンをぶつける気満々だった暴力女がのたまう。ちょっとカバンを持ち直した、なんてレベルじゃない。どんだけ勢いつけてんだ。

「なんでも……ないです…………」

「とにかく、あんたも来なさい。なにかあったとき、いたほうが便利だから」

「はあ…………命令かよ」

　しかたがない。昨夜ゆうべ録画したアニメ、早く観みたかったけど、ちょっとだけ我慢だな。まあ、そのアニメにも音無さんが出演していたりするんだけど。




　参加人数は二十人ほど。ぞろぞろと向かった先はカラオケボックス。簡単に大部屋を借りられて、飲み物も食べ物もあって、騒さわいでも怒られない。こんなにすばらしい空間が、平日の昼間だと格安で手に入ってしまう。なんてすばらしい時代なのだろう。

　カラオケボックスだからといって、歌わなくてはいけないというルールはない。案の定、音無さんは質問攻めにあっていた。基本的に音無さんの周りにいるのは女子と、調子のいい男子である。音無まどかって、なんか有名人らしいけど、どんなことをしてる人なんだろう？　っていう興味に突き動かされている人たちである。

　逆に、僕たち……というか、アイドル声優・音おと無なしまどかを知っている者は、距離をとってしまう。近寄るなんて恐れ多い。緊きん張ちようしちゃって何を話したらいいのかわからないし、という集団だ。

　まあ僕は彼女の真の顔を知っているから、近づかないようにしてるだけなんだけどね。

「おい良りよう人と。妙にテンション低くねえ？　おまえ、音無さんの大ファンだっただろうが」

　そんな僕の様子に、同じく音無まどかファンの久く住ずみが目ざとく気づいたようだ。

「あー、いや？　めっちゃテンション上がってるから。なんていうの？　上がりすぎて逆に冷静になってるっていうか」

　音無さんが隣となりの家に引っ越してきたことも、知り合いになったことも、ラジオを一緒にやることになったということも、すべて秘密なのである。

　とりあえず学校では音無さんに関かかわらないようにしようと思い、僕は距離をとって質問攻めになっている彼女をながめていた。

　その音無さんは、さっきからものすごく基本的な質問ばかり受けている。

「いつから仕事やってるの？」

「声優としては、中学卒業くらいからかな。もっと子供のころからお芝しば居いはしてたんだけどね」

「音無さんのお父さんって、あの音無源げん太たなんだよね！」

「うん。でも、あんまり覚えてないんだ。お父さんが亡なくなったの、まだあたしがちっちゃいころだったから」

　そんなこと訊きかなくても知ってるよ！　なにかの雑誌のインタビューで読んだよ！

　音無さんが演技を始めたのは、お父さんが亡くなってからなのだ。それからずっと父親の創設した劇団に所属していて、ある舞台に出ているときに、プロデューサーさんから声をかけられたのが声優になったきっかけらしい。…………と、心の中で誰だれに言うわけでもなく補足説明をしておく。

　とはいえ、そのお父さんの影えい響きようで、彼女もいろいろと苦労してるみたいだけど。

「声優って、どんな仕事なの？」

　子供になりたい職業のアンケートをとると、『声優』という項目が上位にランクインするくらいには、みんなが興味を抱いだく内容の質問である。

「うーん、洋画の吹き替えとか、アニメのキャラに声をあてたりとか、いろいろあるんだけど。最近はラジオの仕事とか、写真を撮ってもらうことも増えたかな」

「でもさ、声だけでしか表現できないのって、すごく難しそう！」

「うん、たしかにね。でも映像がないぶん、声だけに集中できるっていうのもあるから、一長一短かな」

「音おと無なしさんって、すっごいキレイじゃん。声優じゃ、もったいなくない？　女優さんとか目指さなかったの？」

「えー、そんなことないよ。ありがとう！　でもね、声優ってすごく楽しいんだよ？　女の子だけじゃなくって、男の子とか、動物とかにもなれるし。あ、あとハリウッドの女優さんになったりとか！」

　ちょっと前まで劇団でふつうに女優もやってたんだから、やっぱり音無さんはすごいと思う。才能の塊かたまりみたいな人だ。まあ、その演技力に、いまここにいるみんなは騙だまされてるわけだけど。だからこそ残念でしょうがない。これで中身までかわいかったら、文句なしだったのに！

「この春から始まったアニメにも何本か出てるから、よかったら観みてみてね」

　さりげなく宣伝をする音無さん、さすがである。

「好きな男性のタイプとかは!?」

　調子のいい男子が尋たずねる。さっきから音無さんの隣となりをずっとキープしているやつだ。

　そんな彼の質問に、ここにいる全男子の耳がピクリと動いた気がする。

　だが。

　そんな質問に、なんの意味もないだろう。だって、相手は完かん璧ぺきに猫ねこをかぶった音無まどかだぞ？

「男性に限らず、夢に向かってがんばってる人は輝いて見えるかな」

　はい、完璧な答え、いただきました！　さすが慣れてるね。かわしかたが堂に入っている。

「どうして、うちの学校に来てくれたの？」

　来てくれた、ってなんだよ。たまたまだろ？　どうせ近かったから、とかなんじゃない？

「仕事が忙しくなってきてね。なるべく事務所に近い場所に引っ越そうってことになったの。正直なところ、一番近かったってだけかな」

　大当たりかよ！

「ねえ、そういえばさ」

　心の中でツッコミを入れている僕に、まだ名前も覚えていない女生徒が、言葉と共に視線を送ってきた。知らず知らず、ツッコミが声に出ていたのだろうか。いやいや、それはないだろう。ラジオ収録だってまだ一回しかしてないわけだし、職業病にかかっているわけもない。

「まどかってさ、常つね村むらくんと知り合い？」

　むむ、教室でちょっと話してるところを見られていたのだろうか。

　っていうか、もう下の名前で呼んでるのか。いいね、女の子同士って。男同士で「いまから下の名前で呼んでくれよ」って、なんかちょっと別の世界っぽく見えちゃうんだよなぁ。

　さて、僕に集まったこの視線の束、いったいどうしてくれるんだよ。

「えっとぉ……。教室で前後の席になったから、ちょっとあいさつをしたくらいだけど」

　にこりとほほえみを僕に向ける音無さん。でも、僕にはわかる。さっき音無さんの答えをばっちり当てた僕にはわかる。「黙だまっといてあげるわよ」とでも思っているんだろう。

「おいおい、うらやましいなぁ！　こんなキレイな人とお話しできるなんて！」

　調子のいい男子が、なるべく端はしっこに座って目立たないようにしていた僕をいじる。本気でやめてほしい。

　ほら見ろ、音おと無なしさんの目がどんどん輝いていくじゃないか。

「常つね村むらくん、そんな隅すみにいないで、こっちに来なよ」

　音無さんが自分の座っていた位置からちょっとずれて、横のスペースを空あける。隣となりに座れということなのか。

　なんで、僕が、主役の、隣に、座らなくちゃいけないのさ！

　たたらを踏ふむ。腰が上がらない。

　目の前に現れたのは、「なんでおまえが」という空気と「音無さんがせっかく誘さそってくれたのに断るわけないよな？」なんていう、どっちに転んだってハッピーエンドに繫つながりそうもない選せん択たく肢しである。

　それに加え、音無さんが口の端を歪ゆがませる。視線が僕に集まった一いつ瞬しゆんに見せた、音無さんの本性である。

　逃げる道はない。たとえその先に地じ獄ごくしかないのだとしても、僕は行くしかないのだ。

　音無さんの隣は、やはり部屋中の視線を一手に浴びる場所だった。

「教室でも席が近いし、学校のことをいろいろ教えてね」

「は、はい……」

　反抗する気も起きずに全面降伏である。なるべく軽傷でこの場を乗り切りたい。もちろん、無傷で帰れるとは思っていないが。

「机とイスまで運んでくれて、ありがとね」

「い、いえ。べつにそれくらい……」

「これからも、よろしくね」

「よ、よろしくお願いします………………」

「常村くんは、あたしのファンなんだよね」

「は、はい…………って！　え!?」

　ぎゃああああ！　それは言わないでー。

　そりゃあ、オタクの同志である友人たちにはバラしていることだけど、わざわざクラスで発表などはしていない。秘密にするまでもないけど、言いふらすことでもないからね。

　と思ったら、あれ？　なんでみんなうなずいてるの！　すでに知ってた的なその反応はなにさ！

「ほんとうれしいなぁ。ありがとう！」

　この言葉に良心はこもっていない。笑顔は悪意に満ちている。

「そんなに緊きん張ちようしないでね。これからはただのクラスメイトなんだから」

　ただの…………ねえ。ただのクラスメイトは相手を奴ど隷れい呼ばわりしないと思うんだけど。

　なにしろ、家はお隣となりさんだし、ラジオでは相方だし、ただのクラスメイトでは絶対ないよな。誰だれにも言えないけど！

「あたしね、やっぱりファンの人とは積極的に触れ合っていきたいの。応援してくれている恩返しの意味もこめて、ね」

　どこまで本気なのか疑わしいところである。首筋のあたりがかゆくなりそうだ。

　同時に、バチリとウインクを決める音おと無なしさん。アニメのアイドルキャラだったら星が飛びそうなほど、さまになっている。ここまで絵になってしまうのは、やっぱり音無さんのキャラがなせる業わざなのか。

　それを見ていた周囲の人たちから、感かん嘆たんの声がこぼれる。

　騙だまされちゃいけない！　みんな落ち着けって。どうせ演技なんだから！

「よっし！　せっかくカラオケに来たんだから、そろそろ何か歌おうぜ！」

　唐とう突とつにもっともなことを言いだしたのは、僕が移動するまで音無さんの隣にずっと陣取っていた男子である。僕に音無さんの隣を取られたうえに、なんだかいい感じにふたりでしゃべってるから、流れでも変えようとしたのだろうか。それは確実に目の錯さつ覚かくだが、グッジョブだ！

　あとはそっとこの場から脱出するだけである。音無さんの魔まの手から！

「あれ、どこ行くの？」

　任務、失敗！

　立ち上がろうとした瞬しゆん間かんに釘くぎを刺された。僕はまだ解放されないらしい。助けを求めて友人たちのほうを見る。が、返ってくるのは、恨うらめしそうな友人たちの視線のみ。ダメだ。彼らはあてにならない。

　どうにか！　どうにかして脱出を！

「そういえばさ。音無さんって、ＣＤも出してたよね」

　誰かの言葉で、再び主役に集まる視線。

「音無さーん！　歌ってー！」

　巻き起こる音無さんコール。いやいや、この会の主役にいきなり歌わせるのはどうなのよ！

　っていうか、本人が自分の歌を歌っちゃったら、カラオケじゃないんじゃないの!?

　心の中のツッコミは当然誰にも届かず、音無さんの元にマイクがまわってきた。

「あたし？　いいって、いいって。緊張しちゃうもん」

　ウソをつけ！　何度もイベントのステージ上で歌ってるような人が、こんなカラオケで緊張するわけないだろ！

「え？　どうしても？　うーん、じゃあ、ちょっとがんばっちゃおうかな」

　うっわー、よどみない受け答え。パーフェクトですね。台本でもあるんですかね？

　マイクを受け取って、選曲を始めた音おと無なしさん。一度遠えん慮りよしたくせに、やけにノリノリで機械を操作してるじゃねーか。

　すると、画面を見ていた音無さんが、ふいにこちらを向いた。くそっ！　逃げだすチャンスだったのに逃げそびれた！

「常つね村むらくん、なに歌ってほしい？」

「え？　僕!?」

　なぜ僕に訊きく！　みんなに訊けばいいじゃない！　もう僕をイジるのはやめてくれよ！

「あたしのことをよく知ってる常村くんなら、いい曲を選んでくれるんじゃないかなあって」

　音無さんが僕へとディスプレイを向けてきた。

　うーん、どれがいいかなー、って、もうなんでもいいよ！　なんでもいいから、そうだな、これにしよう。発売から結構時間がたってるけど、いまだに僕のウォークマンでは再生率ダントツトップの一曲である。……って、くそっ。結局、僕も聴ききたいんじゃないか！

　曲が始まると、室内は一気に暗くなる。カラオケボックス側の演出である。

　派手な色の照明が壁かべを駆け巡る。

　テンポのいいリズムが大ボリュームで体に染しみこむ。

　この部屋の中だけ、世界から切り離された感覚。このまえのラジオの収録スタジオと、ちょっと雰ふん囲い気きは似ているかもしれない。

　そんな、光と音に演出された空間で──────。

　彼女は中心に立つ。

　さっきまで僕の隣となりにいた彼女。

　いや、いまだって隣にいる。ただ立ち上がっただけなのだから。

　歌詞が表示されているモニターには目も向けずに、この場にいる一人一人へと視線を送りながら、彼女は歌い始めた。

　この曲は、音無まどかの名義で初めて出したＣＤのタイトルソングである。それまでキャラクターソングは何曲も歌っていたのだが、キャラクターを意識せずに、初めて彼女が彼女として歌った曲なのだ。

　少しロック調でノリのいい曲。そのわりには切ない歌詞。

　さっきまで雑談で盛り上がっていた者たちを黙だまらせ、惹ひきこむ歌唱力。

　完全にこの空間を支配している。

　己おのれに向けられた瞳ひとみを逃さない。一度つかんだファンの心を離さない。

　いよいよサビ、というところで、隣にいる彼女は僕を見た。

　そこで気づいた。僕の心臓がこんなに揺ゆれているのは、音の振動のせいじゃないんだと。

　ずるいよな。見てくれだけはパーフェクトなんだよ。それは変えようのない真実。だからドキッとするのは、しょうがないんだよ。




　僕と音おと無なしさんが解放されたころには、もう太陽が傾きかけていた。学校が午前中で終わったことを考えると、かなりの長丁場だった。

　帰り道で次第にみんなと別れ、最後には僕と音無さんのふたりきりになった。音無さんの影、頭の部分を追うように、僕は歩いている。

「ねぇ、素人しろうとぉ。歌いすぎて疲れちゃった」

　さっきまで緊きん急きゆう単独コンサートを敢行していたかわいいアイドルさんは、どこかに行ってしまったようである。残念すぎる。

「知らん知らん」

「なんであんた、あたしのあとをついてくるのよ」

「家が同じ方向だからだろ！」

　けらけらと笑う音無さん。

「あんたさあ、あたしに慣れてきてんでしょ。素人のくせに」

　う…………それはあるかも。素すの音無さんを知ったからってのもあるけど、昨日のように、目の前にいるだけで緊張するってことはなくなってきたような気もする。

　素人のくせにっていうのは、まったくもって意味不明だけど。

「ま、今日はちょっと役に立ってたわよ」

「は？　なにが？」

「カラオケであたしの隣となりに座ってた男の子、ちょっとしつこかったのよね」

「それで僕を横に呼んだのか」

「素人のほうが扱いやすかったからね」

　そのせいで僕がいじられたわけか。くそぅ、ちょっとだけあの男子に感謝しちゃったけど、撤てつ回かいだ。あいつのせいだ。僕がみんなの前でアイドルオタクだと発表しなくちゃいけないことになったのは、あいつが原因だったんだ。音無さんにしつこく言い寄るなんて、なんて図ずう々ずうしいやつなんだ！　…………あれ？

「…………はぁ。すごいよな。その二重人格」

「二重人格？　あたしが？」

　自分で自分を指さす音無さん。

「スタッフやクラスのみんなの前ではにこにこしてさ。質問攻めにあってるときなんて、じんましんが出るかと思ったよ」

「あんなの別にふつうじゃない？」

「ふつうじゃないだろ、あれは」

「みんなが持ってる『音無まどか』のイメージを大事にしてるだけよ。夢を売る仕事なんだから、これくらいふつうなの」

　さらっと言ってるけど、それってすごいことなんじゃないだろうか。みんなが望む自分になるってことは、みんなの期待に百パーセント応こたえるってこと。自分を殺して、勝手にふくらんでいく他人のイメージに合わせて、自らを変えていくってことだ。

「でもさ、それって疲れない？」

「は？　疲れるわけないじゃない。どっちもあたしだもん」

　音おと無なしさんはときおり、マジメな顔をする。

　僕を罵ののしるときの顔でもなく、アイドルの顔でもなく、自分自身をものすごく客観的に見つめる顔。それは、演技をするうちに身についたのかもしれない。自分以外の人になりきることで見えてきた、自分という一人の人間。

「まあ、そりゃそうなんだろうけどさ」

「それが、あたしの仕事だから」

　音無さんは夕ゆう陽ひに手をかざしながら、言葉を続けた。いつも明るく照らしてくれる太陽に、あえて陰を作って。

「大勢のスタッフが、汗水流して舞台を作ってくれてるんだもん。あたしを見てくれる人、声を聴きいてくれる人のためだけじゃなく、そういうスタッフたちのためにも、あたしは、みんなの望む『音無まどか』になって立たないといけないの。笑顔でいなくちゃいけないの。どんなにツライことがあってもね」

　日ひ射ざしから手をはずし、夕陽をいっぱいに浴びながら、音無さんはまた笑顔になる。

　なんだよ、それ。

　僕が好きだったのは、明るくさわやかで、それでいてかわいらしい、アイドル声優・音無まどかだ。人のことを殴なぐったり、素人しろうと呼ばわりしたり、奴ど隷れい扱いするような女の子じゃない。

　だから、正直、素すの音無さんを知って、僕はちょっと幻げん滅めつしていた。騙だまされたって感覚が大きかったから。

　でも、なんだろう。いま目の前で自分の仕事についてマジメに語る彼女は、ちょっとだけ、ちょっとだけだけど…………。

「なにボーっとしてんのよ？　さっさと帰るわよ？」

　どうやらいつの間にか、僕は足を止めてしまっていたようだ。

「あ、それとも、あたしの美び貌ぼうに見とれてた？」

　そうです、なんて言えない。だから、ごまかす。

「意外と、いろいろ考えてるんだなーって思って」

「ふざけんな！　素人よりも頭は使ってるっつーの！」

「僕の名前は良りよう人とだって言ってるだろ！」

「それにしても、本当に疲れたわね、素人」

「無視があまりにも豪ごう快かいすぎて、同意できないんだけど」

　調子に乗って一人で歌いまくるからだろうに。

「声が嗄かれちゃったら、どうしてくれるのよ、素人しろうと」

「完全に自じ業ごう自じ得とくだろ。あと、僕の名前は良りよう人とだから」

「ねえ素人、のど飴あめかなにか持ってない？」

「そんな都合良く…………あ、あった。ほら。あと、僕の名前は良人だから」

「よしよし、よくやった素人。褒ほう美びをつかわす」

「え、マジで？　なにくれるの？　あと、僕の名前は良人だから」

「はい、良人。ご褒美よ」

「やったー、って、飴を包んでた包装紙じゃねえか！　あと、僕の名前は素人だから！　って、ちげえええええええ！」

　なんなんだこの人は。どこまで人をおちょくれば…………。まあ、後半は若じやつ干かんベタベタなノリツッコミだったけどさ。

「三十点ね」

　なんか点数をつけられた。

「なにがだよ」

「いまのツッコミ。まだまだ足りないわ。もっと腕を磨みがきなさい」

　素人相手に厳しいなあ。でもま、がんばるよ。そう言わざるをえないだろう。音おと無なしさんのアイドルとしての覚悟を聞いたあとでは、余計にね。

　道路のアスファルトには影が伸びていた。

　僕の前を歩く音無さんの影だ。

　影の先には、夕ゆう陽ひを体いっぱいに浴びる音無さんがいた。




「今日は外で夕ご飯だからね！」

　帰ってから着替えることもせずにパソコンで音無さんのブログを読み返していた僕は、母さんに連れられて近所のファミレスへ赴おもむいた。外食なんて、珍しいこともあるもんだ。

　ちなみに、父さんは仕事でまだ帰っていない。哀あわれ。久しぶりの外食だというのに。まさしく日本の正しきお父さんという感じだ。がんばってくれ。僕もいつかはそうなるのだろうか。想像できないけど。

　妹の愛あ好こは、学校の友人の家でごちそうになっているらしい。あいつの友達は金持ちばっかりだからな。きっといまごろ、豪ごう華かなディナーでも楽しんでいるんだろう。

　ああ、うらやましい。まあでも、あいつがいたらいたで、えらく疲れるから、いなくてよかったかもしれない。

「あ、いたいた」

　ファミレスに入るなり、母さんは何かを探し始めた。そして探しものを見つけたらしく、「何名さまですか？」と営業スマイルを向けてくるウエイトレスさんをぶっちぎりで無視して、店内を奥のほうへ歩いていく。

　四人掛けの席の前に着く。

　おいおい母さん、そこはもう人が座ってますよ。空あいてる席なんていっぱいあるんだから、他ほかの席にしようよ。

「お待たせして、すみません」

　母さんは、先に席についていたふたりに話しかけた。

「こちらこそ、いきなり呼びだしちゃって、ごめんなさいね」

　待ち合わせなのか──って！

　そこにいたのは、音おと無なしさんのお母さん、そして、その娘の音無まどかさん。

　僕の母さんは音無さんのお母さんの正面に座ったので、僕は自動的に音無さんの正面ということになる。

　ちらりと僕にだけ見えるように、音無さんは疲れた顔をのぞかせた。

　制服姿のままで来た僕と違って、音無さんは私服に着替えている。七分丈たけのデニムに、ロングのＴシャツ。そして手首にはシュシュ。これぞ私服というようなラフな格好だが、音無さんが着ると雑誌に載っているモデルさんのようにかっこいい。いや、実際に音無さんは雑誌の表紙とかもやってるんだけど。

　自慢のさらさらロングヘアはまとめずにおろしている。どうやら髪を結うのは仕事のときだけらしい。

　ってか、あれだ。このファミレスの店内にクラスメイトとかいないだろうな。一緒にご飯を食べる仲だなんて知られるわけにはいかないんだから。

　よし、店内をくまなく確認したけど、知ってる顔はないようだ。

　とりあえず注文だけ済ませてしまうと、料理を待つ間に話を切りだしたのは、音無さんのお母さんだった。

「えっと、まどかちゃんの部屋の窓と、良りよう人とくんの部屋の窓のこと、業者さんに話してみたの」

　おお、あの話か。あれからというもの、僕の部屋のカーテンは閉めっぱなしである。そろそろ、どうにかしてもらいたい。

「業者の人、すごく謝ってたわ」

　そりゃそうだ。訴えたら勝てるぞ、これ。

「でね、なんかかわいそうになっちゃって」

　うーん、音無さんのお母さん、すごくやさしいなぁ。うちの母さんにも、そのやさしさの成分を分けてやってほしい。

「それで、具体的にどうしましょうって話をしたんだけど……」

　ふつうに考えたら、建て直し？　大変だなぁ。音おと無なしさんの家、引っ越したばっかりなのに。また少しの間、どこかを借りて、そっちに住まないといけないのかな。

「この不況で、建設会社も大変らしいの。だからね、妥だ協きよう案あんってことで……」

　ん？　なにやら、おかしな雰ふん囲い気き。妥協案？

「お詫わびの印に、旅行券をいただきました！　ぱちぱちぱち！」

　一人で手を叩たたく音無さんのお母さん。

　────って、うおおおおおおおい！

「あら、いいわね！」

　違うよ、母さん！　そこ、リアクション間違ってるよ!?

「もちろん、常つね村むらさん家ちのぶんもあるのよ」

「やった！」

「喜んでる場合じゃないって、母さん！　僕の部屋はどうなるの！」

　音無さんを見ると、もう諦あきらめ顔だ。すでに話は聞いているらしい。

「いいじゃない、良りよう人と。たいして問題はないんでしょ？」

「あるよ！　すげー問題あるよ！」

「お互い気をつけましょうってことで、話はついてるんでしょ？　じゃあいいじゃない」

　正確に言えば、『お互い』ではない！　僕のほうが八割方、気を遣つかってるぞ！

　でも、音無さんの着替えを見てしまった手前、それを言うわけにはいかない。もしも音無さんがいま、あのときの話を持ちだしてきたら、両家の母親がそろっているこの場で、僕はなんとお詫びをすればいいのだろうか。そんな事態にするわけにはいかない。

　ここは黙だまるしかないのか…………。

「で、いろいろと調べたんだけど」

　音無さんのお母さんは、持ってきていたカバンから旅行会社のパンフレットを大量に取りだした。そういうとこは、しっかりしてるんだなぁ！

「旅行券の期限が迫ってて、あんまり時間に余裕がないのよ。で、ゴールデンウィークの予約は、もうどこもいっぱいだし。だから急になっちゃうんだけど、今週末とかどう？」

　お詫びの品なのに、期限がギリギリなのかよ。それって、「ちょうどいいから、この旅行券をあげて許してもらおう」的な業者の裏事情なんじゃないだろうか！

「今週末ね。オッケー！　お父さんも愛あ好こも大だい丈じよう夫ぶなはずよ！」

「でね、やっぱり、温泉がいいかなぁと思って──」

　母さんと音無さんのお母さんは、もう一気に旅行ムード。パンフレットを見ながら、どの旅館にするかという話に進展していた。音無家はおじいちゃん、おばあちゃんと一緒に住んでいるらしいので、結構大所帯の旅行になりそうだ。

　温泉かぁ。もう長いこと行ってないな。

　…………ちょっと待てよ。常つね村むら家と、音おと無なし家の全員で行くってことだよな。

　温泉に、だよな。

　ってことはさ、音無さん……つまり、音無まどかさんと一緒に温泉旅行ってこと!?

　まず頭に浮かんだのは、浴衣ゆかた姿の音無さん。温泉から上がったばかりで、シャンプーの香りなんかがしちゃったりして。

　卓球とか白熱しちゃって、胸元とか、足あし下もととかがはだけて……みたいな！

　いやいや、もしかして混浴とかだったりして！　で、気づかないで入ったら、中でばったり会っちゃってラッキー、みたいな!!

　そんでそんで、旅館の女将おかみさんに僕と音無さんが恋人同士だと勘かん違ちがいされて、僕と音無さんだけ別の部屋で、布ふ団とんがひとつだけ準備されてたりして!?

　いやいやいや、さすがにそれはないか！　でも万が一ってことも──

　────はっ！　つい妄もう想そうの世界に入ってしまった！

「──────痛っ！」

　なんだ!?

　自分で作りあげた妄想の世界に自分でツッコミを入れていると、急に音無さんに足を踏ふまれた！　鼻の下でも伸びていたのだろうか！

「な、なんで気づいたの？」

「あんたの顔見てたら、なんとなく」

　なんとなくで気づくなよ！　ごまかしようがないじゃんか！

「そんなことより、今週の土曜って……」

　旅行の打ち合わせで盛り上がっている母親ふたりに気づかれないように、音無さんが小さめの声で僕に言ってきたわけだけど、そんなことで済ませていい話じゃないぞ！　そんなこと、じゃあ。今後の僕の妄想生活に支障をきたすじゃないか！

　って、へ？　えっと、今週の土曜、だって？

　あ。

「そっか、収録か」

　そうだ。今週の土曜日は、僕がパーソナリティをやることになった『ラジオの法ほう則そく』の第二回目の収録日なのだ。

「ね、ねぇ母さん。盛り上がってるところ悪いんだけど……。僕、今週末は無理だわ」

「あらそう。わかったわ。ねぇ、音無さん、ここの旅館どう？」

「あら、結構いいかも！」

　あ、あれ？　わかったの？　わかったのに、旅館を選ぼうとしてるの？

「か、母さん？」

「なによ！　いま旅館が決まりそうなんだから、行かない人は黙だまってて」

「あ、ごめ…………って、ちょっと待って！　連れてってくれないことは決定なの!?」

「安心して。おみやげは買ってくるから」

「おみやげだけで済ませようとしてる！」

「木刀でいいでしょ？」

「修学旅行の学生かよ！　いらねーよ、木刀なんて！」

「じゃあ、ペナントがいい？」

「それそれ！　長方形のペナントって結構レアだから、見かけたら即買いしてね！　って、そもそも見かけねえよ、いまどきペナントなんて！」

「じゃあ余計にレアじゃない！」

「……ごめん、母さん。僕……おみやげいらない」

　冷たい母親に熱のこもったツッコミを入れても、僕の思いは届かないようだ。すると、やりとりを見ていた音おと無なしさんのお母さんが話しかけてきた。

「ごめんね、良りよう人とくん。旅行券の期限があるから。また別の機会に、一緒に行きましょ？」

　未亡人から温泉旅行に誘さそわれたっ！　と言えば聞こえはいいかもしれないが……。こんな経験は二度もいらない気がする。

「良人くんも行けないのねぇ。でも、こう言ったら悪いけど、ちょっと都合がいいかも」

　音無さんのお母さんは、横に座っていた娘さんをチラリと見て、また僕に顔を向けた。
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「実は、まどかちゃんも土曜、日曜ってお仕事があって、旅行に行けないの」

　音おと無なしさんのお母さんにも、うちの母さんにも、僕がラジオのパーソナリティをやっていることと、音無さんと一緒に仕事をすることになったことを、まだ言っていない。

「もしよかったら土日の間、まどかちゃんの面倒を見てくれないかしら」

「ちょっと、お母さん!?」

　たまらず音無さんが声をあげた。

「そんな、子供じゃないんだから、一人でも大だい丈じよう夫ぶよ！」

「でも、まどかちゃん。やっぱり女の子が家で一人っていうのは…………。ほら、あのことだってあるし」

「う、うう……それを言われると……。でも引っ越したし、大丈夫かなって」

「ダメよ！　なにかあってからじゃ遅いもの」

　やっぱり親としては、女の子が家で一人ってのは心配になるようだ。うちとは大違いだな。

「てことで良りよう人とくん、一晩だけ泊めてもらってもいいかな？」

　いいとも────。って、いやいやいやいや。お昼の名司会者みたいなノリで言うもんだから、つられてしまいそうになった。

「べ、別に泊まらなくてもいいじゃない！」

　こんな人目につく場所で、音無さんが珍しく大きな声を出しながら立ち上がった。本気で困っているようだ。な、なにもそこまで嫌いやがらなくても…………。

「寝るときに家に一人じゃ、意味ないじゃない」

「で、でも！　年とし頃ごろの男女がひとつ屋根の下なんて…………」

「良人くんならいいじゃない。なにかあっても。ねえ？」

　え？　いや、僕に振られても！

　大丈夫と答えても、大丈夫じゃないと答えても、なにか問題になりそうだ。しかし音無さんのお母さん、桁けた外れの放任主義だな。こんな母親なら、本人がしっかりするのもうなずける。

　音無さんは、これ以上抵抗しても無む駄だだと悟ったのか、力なく腰を落とす。そして、どうしようもない事態を無理矢理納なつ得とくさせるように、コップに入った水を一気に飲み干した。

　うちに一晩泊まるのって、そんなに覚悟を決めなくてはいけないことなのだろうか……。

　僕が答えを言いあぐねていると、母さんが横やりを入れる。

「大丈夫よ。うちの良人に、女の子を襲おそう勇気なんてないもの！」

「うるせーよ！　事実だけど、うるせーよちくしょう！」

　みんなで温泉旅館に泊まるよりも大変なことになってしまった。

　音無さんが、うちに泊まるだって？

　しかも、ふたりっきりで。

　いや、そりゃあさあ、手を出すなんてことは間違ってもないんだけども…………。

　ラジオの二回目の収録もあるし、音おと無なしさんがうちに泊まりにくるし、今週末は、なにかと大変なことになりそうだ。
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　どれほど拒否しても時間は進むし、朝はやってくる。『ラジオの法ほう則そく』の第一回目が公開された翌日の金曜日である。

　一応確認しておいたほうがいいかなと思い、僕もホームページを見には行った。再生ボタンも押してみた。でも、自分の最初の一言が聞こえた瞬しゆん間かんに、停止ボタンを押した。インターネットという世界から、僕の声が聞こえる。その事実が、とてつもなく恥ずかしかったのだ。

　もしかしたら、友人たちも聴きいているかもしれない。名前は誰だれも知らないものにしたし、なんとかごまかせるとは思うんだけど。うーん、やっぱりバレてるかなあ…………。

　僕は重い足を引きずって登校中。時刻は遅刻ギリギリ。

　同じ制服の姿はちらほらしか見えない。

　そんな時間なのに、なぜか校門のところで音おと無なしさんに遭そう遇ぐう。もたもた歩く僕を早足で追い抜いていった。昨晩は遅くまで仕事だったのか、ギリギリまで寝ていたのだろう。話しかけるなオーラがすごかった。

　下げ駄た箱ばこに着くと、僕はあえてゆっくりと、靴くつを履はき替える。音無さんと少しでもタイミングをずらすためだ。一緒に登校したなんて勘かん違ちがいをされたら、友人たちからどんな目にあわされるかわかったもんじゃない。

　音無さんが転入してきてから、もうすぐ一週間がたとうとしている。

　音無まどかの存在を、いまや学校で知らない者はいない。

　おどろいたことに、僕や音無さんの在ざい籍せきするクラスでは、いま、史上空前のアニメブームが到来しているのである。

　もちろんきっかけは、声優・音無まどか。

　彼女の出演しているアニメを観みたいという人が続出し、ＤＶＤを持っているオタクたちがこれ幸いと地位向上に乗りだした。

　いままであまり興味がなかった人も、一度アニメに触れれば、そのすばらしさを感じずにはいられない。連鎖に歯止めを入れるものはなにもなく、ちょっと前まで「マルキューに新しいブランドが入っててさー」なんて会話をしていた女子たちが、いまでは「ブクロの乙女ロードにさー」なんて会話を朝っぱらから繰り広げているのである。世も末か。

　なんだろう。アニメが認められるのはすごくうれしいはずなのに、この寂しい感じ。

　そんな、一躍学園のアイドルというか、注目の的になっている音無さんと僕は、お隣となりさん同士。さらには一緒にラジオをやっている仲。

　素すの音無さんを知っていなければ、アイドルとお知り合いという優越感に浸ひたるところなのだが、いかんせん裏の顔がアレじゃあなあ。

　たっぷり時間をかけて靴を履き替え、廊下へと出たのだが…………なぜか音無さんは廊下で立ち止まっていた。

　なんでだよ！

　あえてタイミングをずらしたというのに！

　廊下に貼はられているなにかを見ているようだが……いったいなにが？

　ああ、新聞部が発行している学内新聞か。

　見出しはこうだ。

『アイドル声優・音おと無なしまどか、古ふる里さと学園に参上！』

　でかでかと音無さんの写真。教室であいさつをしていたときに撮られたものだ。

「なにこれ…………？」

　僕がうしろに来たのがわかったのだろう。音無さんが問う。

　自己紹介でしゃべった内容に始まり、歓迎会で歌った曲目まで完かん璧ぺきに書いてある。すさまじいまでの情報量と正確さ。ここまでの新聞を作りだすなんて、これは、あれだな。きっとあの人が書いたんだろうな…………。

「いつの間にこんなものを……。あ、名前が書いてある。えっと……嘉か保ほう芽め愛あ璃り？　誰だれそれ」

「…………呼んだ？」

　うわ！　出た！

　背が低くて小柄な少女が、いつの間にか僕と音無さんの真横に立っていた。こんなに近づかれて、しかも声をかけられるまで気づかなかったなんて。

　嘉保芽愛璃。古里学園の有名人である。新聞部の部長で、僕や音無さんと同じ二年生。いつもエキセントリックな記事を書いては、読者の目をひき、廃部寸前だった新聞部をたった半年で復活させたことで有名になったのだ。

　神出鬼没。無表情でひたすらスクープを狙ねらい、いい写真が撮れたときだけ見せるニヤリとした笑顔に、隠れファンも多いとか。

　学園の七不思議やら、先生同士の不ふ倫りん騒そう動どうやら、彼女の書く記事はたしかにどれも興味をひくものだった。特に僕が好きだったのは『実録！　体育倉庫の真実』という記事だ。どうやらうちの学園の体育倉庫は、男女の逢あい引きから黒くろ魔ま術じゆつの儀ぎ式しきまで、ありとあらゆる用途で使われているらしい。記事が本当なら、だけど。

　うん、記事はおもしろいんだけどね。記事は。書かれる身になることを考えると、とっても迷惑な人だ。

「あなたが、嘉保さん？　いつの間にこんな写真を？」

　音無さんがおどろきながらも対応している。偉いなあ。

　この人、隠れファンは多数いるものの、基本的には和わ田だ先生と同様に『触れてはいけない人』というのが古里学園の生徒たちの中で暗あん黙もくの了解になっているというのに。

　嘉保さんは、首からぶら下げているカメラを音無さんに向けると、パチリと一枚。あいさつ代わりのつもりだろうか。

「…………秘密」

　極めて簡潔に嘉か保ほうさんが答えた。そう言い切られてしまっては、口の出しようもない。

　僕も噂うわさでしかこの人のことを知らない。今年も嘉保さんとは別のクラスだ。だから、ホームルームの時間に写真を撮ることなんて不可能だったはず。では、どうやって写真を撮ったのだろうか。っていうか、歓迎会だってそうだ。あの場にいたのはうちのクラスのやつらばっかりだったはず……。

　気にはなるけど、尋たずねるのはやめておこう。触れてはいけないんだ、この人に。

「…………よろしゅう」

　無表情のまま、嘉保さんは音おと無なしさんに手を差しだした。音無さんは薄っぺらい笑顔で応じる。友好的な握手には到とう底てい見えない。

「…………よろしゅう」

　と、今度は僕に手を差しだしてきた。なぜ僕にも？　音無さんは取材対象だからわかるとしても、僕にもよろしく言う理由がわからない。

　とはいえ、敵にもまわしたくないので握手には応じる。

「…………期待」

　握手中、空あいてる手で写真を撮られた。そして、にやーっと笑う。

　なんだか不ふ穏おんな空気を感じて、手を離してしまった僕を誰だれが責められよう。

「…………ごあいさつ」

　引き気味の僕と音無さんに、嘉保さんは一枚の写真を差しだした。

「………………………………」

「……………………なっ！」

　思わず声が出た。音無さんはなんとかこらえたようだけど。

　その写真に写っているのは、数日前の僕と音無さん。あの、ファミレスでご飯を食べているときのものだ。

　僕と音無さんが、四人掛けのテーブルで向き合って食事をしている写真である。お互いの母親はちょうど僕と音無さんの陰に入るように写っていて、見ようによってはふたりきりでファミレスでご飯を食べているように見える。

　くそっ！　あのとき周囲を確認したはずなのに。まだ甘かったか！

　鼻とか、くちびるとか、全体的に小さいというか幼い。そのわりには制服の下の起伏はそれなりにあるようで、そのアンバランスさが意外といい────ぐっ！

　音無さんに脇わき腹ばらを殴なぐられた。なんでこの人は、僕の妄もう想そうにこんなにも敏びん感かんなんだろう。今後のために嘉保さんの容姿を見ていただけだというのに！

「……………………ほな」

　嘉保さんは写真をポケットにしまうと、くるりとターンして僕たちに背を向けて足音もたてずに歩いていってしまった。

　いまの写真は、ほんのあいさつ代わりってことなのだろうか。

　いつでもどこでも見てるぞ、みたいな。……恐ろしい……。

「あの人にはあんまり関かかわらないほうがいいよ。相手が先生だろうが校長だろうが、なんでも記事にしちゃうんだから」

「ふうん、おもしろいじゃない」

「いや、冗談じゃないんだって」

　気づけば周りには人だかりができていた。

　音おと無なしまどかを見るために立ち止まったのか、はたまた音無まどかと嘉か保ほう芽め愛あ璃りの異種格闘技戦を見るためなのかはわからないけど、注目の的になっていたようである。

　ラジオのこともあり、今日はほんの少しでも目立ちたくないので、僕はさっさとその場を立ち去ることにした。




　こっそりと、なるべく音をたてずに教室の扉を開ける。あえて途中でトイレに寄ったので、本当に時間はギリギリである。いや、ギリギリアウトか。朝のホームルームは完全にサボタージュだったわけで。ま、授業に間に合えばセーフってことで。

　席が教室のうしろのほうでよかった。こそこそと席につき、ため息をひとつ。

　さあ、早く来い、先生！

　授業が始まってしまえばこっちのもんだ！

　…………先生、遅いなあ。いつもは「もう来たのか」なんて残念に思うところだが、今日の僕はひと味違う。早く先生が来て、授業が始まらないかな、なんて思っちゃったりする超勤勉学生なのだ。

「おはよう、良りよう人と。ちょっと訊ききたいことがあるんだが、いいか？」

　だから久く住ずみ、高たか見み沢ざわ、天あま池ちの三人に話しかけられても、相手をしている時間はないのである。

「悪いな、ちょっと予習をしなくちゃいけないから」

「そんなマジメな学生が、ホームルームに遅刻したりはしないだろう？」

　もっともなご指摘、ありがとう！

「な、なんだよ。改まって」

「昨日の夜、『ラジオの法ほう則そく』という、音無さんが出演しているウェブラジオが始まったのは、知っているな？」

　キタ！　やっぱりそれか！

　僕のうしろに座るご本人に気を遣つかってか、小声で高見沢は僕に言ってきた。

「あー、へえ、そんなの始まったんだ。知らなかったなあ」

「良人、おまえが知らないわけないだろ？　音無さんの大ファンなんだから」

　久住が肩を組んできた。僕の耳元で、尋じん問もんするようにささやく。

「いやあ、ここんところ忙しくてね。そうか、新しいラジオが始まったんだ。そりゃあ、さっそく僕も聴きかないとね！」

　なんとなく、いつもより声を低めに出して答える。

　すると今度は、久く住ずみとは逆の方向から、天あま池ちが肩を組んでくる。肩を組むというか、こりゃあ逃げられないように拘こう束そくしているといったほうが的確な表現かもしれない。

「知ってる知らないは、まあいいや。でな、そのラジオに村むら人びとＢとかいう男が出てるんだよ」

「ほぉ、誰だれそれ？」

「なあ、良りよう人と。俺おれは、まどろっこしいのは嫌いでね」

　僕の正面に立っていた高たか見み沢ざわが、両手を机に叩たたきつけて僕と視線を合わせる。

「村人Ｂってのは、良人、おまえだな？」

「え、なに？　ち、違う違う違う！　僕じゃないって！　なに言ってんだよ！」

「男子高校生とか言ってたぞ」

「男子高校生なんて、世の中に、何人いると思ってるのさ！」

「さらに、おまえと声が似てるんだ」

「まあ、ラジオだからねえ。マイクとか通しちゃうと、多少変わったりするんじゃない？　ほら、僕の声なんて、どこにでもいるようなふつうの声でしょ？」

　完全否定を続ける僕を見て、高見沢は机についていた手を離し、腕を組んだ。

「科学部に、声紋鑑定を依頼する」

　僕を両サイドから拘束する天池と久住が、高見沢の発言に大きく何度もうなずく。

「そこまですんのかよ！　っていうか、うちの学校の科学部そんなことまでできんの!?」

「うむ、やはり、ツッコミが非常に似ているな」

　しまった！　のせられた！

「いやいや、ふつうのツッコミでしょ？　これくらい、誰がやっても同じだって」

「あくまでシラを切るつもりか？　そうなると、最終手段に出るぞ？」

　さ、最終手段だって？　いったい何を考えているんだこいつらは…………。

「新聞部部長、嘉か保ほう芽め愛あ璃りに調査を依頼する」

　最悪だ！　あの人が関かかわったら、必要以上に厄やつ介かいな出来事が起きる可能性大じゃないか！

「ま、さすがにそれは冗談としても」

　よ、よかった。ただでさえ、今け朝さも写真撮られているのに。

「しかたがない。本人に訊きいてみるとしよう」

　ん？　本人？

「音おと無なしさん、ちょっといいですか？」

　高見沢は、僕のうしろに座っている音無さんへと質問を投げかけようとしている。

　しかし！　それは大だい丈じよう夫ぶだ！　音無さんには、秘密にしておいてくれと頼んであるのだから！　…………大だい丈じよう夫ぶ、だよな？　この人、意外とあっさりバラしそうなんだけど。

「ん？　なあに？」

　登校中に見た超不機嫌な顔を見事に隠し、猫ねこなで声を発する音おと無なしさん。この声がかわいいと思っていた時期が、僕にもありました。

「『ラジオの法ほう則そく』を聴きかせてもらいました」

「わあ！　ありがとう！　どうだった？」

「あ、すごくおもしろかったです」

「ああ、そんな、ていねいにしゃべらなくていいよ？　クラスメイトなんだし」

　まったくだ。ていねいに対応する必要はないぞ、高たか見み沢ざわ。そして余計なことは言わなくていいぞ、音無さん。

「ちょっと訊ききたいんだけど、あのラジオに出てた村むら人びとＢって、こいつ？」

　高見沢が僕を指さす。

　僕は久く住ずみと天あま池ちの拘こう束そくを振りほどき、音無さんへと振り返る。大丈夫だよね！　信じていいよね、音無さん！

「あー、村人くんはねえ。…………ごめん！　教えられないんだ。秘密のパーソナリティなんだよね」

　うーん、微妙！

　肯定はしてないけど、否定もしていない。

　ウソをつかずにやんわりかわしたってところか。こういう受け答え、音無さんはやっぱりうまいなあ。

　音無さんの目は「黙だまっておいてあげるわよ」と語っていた。

　まあいいや。バラされなかったし。上出来だよ、音無さん！

　よかったよかっ……………………。

「常つね村むらくんとは、ただのお隣となりさんなだけだよ」

　よくねえええええええええ！

　僕が音無さんに視線で訴えると、「あれ？　これも秘密だった？」と目で語り返してきた。わざとバラしたのか、本当にうっかりだったのかは不明。

　た、たしかに、そこは口止めしてなかったけど…………。

「ありがとう、音無さん！」

　高見沢はなぜか音無さんにお礼を言うと、僕の頭をハンドボールのように片手でがっしりとつかんで正面を向かせた。

　久住と天池の拘束も再開。

　さっきよりも力が込められている！　身動きひとつ取れない！　逃げだすことができない！

「ラジオうんぬんは、まあいい。いまはいい。だが、新たな問題が発生した」

「いやあ、問題なんてないと思うよ？」

「こほん。ではこれより、『いつの間にそんなことになってんだうらやましいぞこんチクショウ』裁判を始めます」

　僕の正面に立っている高たか見み沢ざわが語り始めた。

　ちょっと待て、なにが始まった！

「まずは罪状を告げます。常つね村むら良りよう人と被告が狂おしいほどにうらやましい。以上です」

　以上です、じゃないって！

「単なる嫉しつ妬とで裁判を開かれたらたまんないんだけど！」

「まぁまぁ、少し落ち着け」

　なだめるのは、左側から僕を拘こう束そくしている天あま池ちだ。

「常村良人被告は、声優・音おと無なしまどかの大ファンです」

　天池に続くは右側からの声。久く住ずみである。

「その音無まどかさんは、現役女子高生のアイドル声優で、スタイル最高、演技力抜群。先週発売された雑誌でも表紙を飾り、コラムの連載もやっています。アイドルっぽくないさばさばした性格で大人気の声優さんです。っていうか、めちゃめちゃかわいいんです」

「ものすごい主観が入った説明だねぇ!?」

「そして、常村良人被告は、彼女の大ファンです」
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　二度も言わなくてもわかったって！

「有罪！」

　久く住ずみの最後の一言に、食い気味に言葉をかぶせてくる裁判長。っていうか、高たか見み沢ざわ。

「ちょっと待って！　僕に釈明の余地はないのか！」

「常に良い人の常つね村むら良りよう人とだと思ってたのに、とんでもないもうひとつの顔を隠してやがったな」

「僕、そんなに腹黒くないから！　たしかに教えておかなかったのは悪いと思ってるけど！」

　こういう状況になるのが目に見えていたから教えなかったんだよ！　僕の話をまったく聞かずに、ただただ制裁だけを加えようとしているじゃないか！

　高見沢に思いっきり反抗していると、右側から久住の手が伸びてきて、僕の頭をつかんで無理矢理方向転換！　イタッ！　ゴキッていった！

「なぁ、良人。音おと無なしさんは、かわいいよな？」

「えっと…………そうだね、かわいいね。すごく」

　外見だけはね。

「なるほど、ボコボコにしてやろうか」

「やめて！　違う違う、間違えた！　生で見ると意外とそうでもない！」

「ほほーう。音無さんの魅み力りよくがわかってないみたいだね、良人くん」

「どっちも不正解かよ！　僕が助かる道はどこに!?」

「そんな、超美少女と知り合いになったことを隠して、独り占めしようとしてやがったのか」

　やばい、これは早く事情を説明しないと、本当に僕は犯罪者になってしまう！　なんの罪を背負っているのかはわからないけど！

　っていうか、独り占めってなに！　付き合ってるわけでもあるまいし！

「まぁまぁ、久住に高見沢。まずは常村の話を聞いてみないか？」

「よく言ってくれた、天あま池ち！　そう、まずは僕の話を聞いてくれ！」

　なんとかして僕の無実を証明しなくては！

「たしかに、音無さんが隣となりに引っ越してきたことは黙だまってたけど」

「裁判長。被告が犯行を認めました」

「おい、天池！　話を聞いてくれるんじゃなかったのか！」

「失礼。つい、内側からこみ上げる熱い想おもいが体を突き動かしてしまった」

「と、とにかく！　黙っていたのは悪いと思ってるけど、僕だってびっくりだったんだよ！　うちの隣が工事してたのは知ってるだろ？　音無さん、そこに引っ越してきたんだよ。でもほら、有名人の家をさ、人に言いふらしたりなんて、しちゃダメだろ？」

「そんな都合のいいこと、ラノベの読みすぎじゃないのか？」

「本当なんだって！」

「まぁいい。それで？」

　それで、と言われても、それだけなんだが……。

「一応、お隣となりさんってことで、知り合いになって……」

「それから？　他ほかに、音おと無なしさんとなにかあったのか？」

「同じ学校だってことで、案内したり……」

「そういえば、この前の歓迎会の帰り、良りよう人とと音無さん、同じ方向に帰ってたよな」

「まあ、家が隣だからね…………」

「一緒に帰った、と？」

「そ、そうとも言えるかな？」

「裁判長。以上が犯行の手口のすべてです」

「いつの間にか、釈明が自供にすり替わっている！」

　察した。逃げ道はない！

「話をまとめよう」

　こうなったら、裁判長である高たか見み沢ざわの良心に賭かけるしかないのか！

「常つね村むら良人被告は、大好きな声優さんとお隣同士になって、大好きな声優さんと顔見知りになった、と。間違いはないね？」

「まあ、そう……だね」

「諸君、どうやら我々は認めなければいけないらしい」

　高見沢は涙を拭ふくような仕草。なんでそんなに落ちこんでるのさ！

　と、そのとき教室のドアが勢いよく開く音が。

「はーい、始めるよ～！　今日の『じゅぎょう』は『じゅうよう』だからね！　なんちゃって！」

　ナイスタイミングです、先生！　今日のところは愛あい想そ笑いくらいしてあげますよ！

「あ、ほらみんな！　先生が来たから！」

　ははは、和わ田だ先生は相変わらずお茶目だなあ！　さあさあ、早く授業を始めてください！

「ちっ。良人、あとでいろいろ聞かせろよな」

　聞かせられるような話なんかないよ…………。しぶしぶ去っていく友人たちの背を見ていたら、思わずため息が漏もれた。

　お隣さんになったことをバラしたおかげで、ラジオに対する追及からは逃れることはできた。

　結果オーライなのだろうか…………。










　結局、金曜日は、友人たちから逃げ続ける一日だった。いやあ、まさか休み時間のたびに尋じん問もんされ、逃げこんだトイレの個室にまで乗りこんでくるとは思わなかった。

　そんな疲れ果てた金曜日から明けて、今日は土曜日。

　収録スタジオにやってきたのは、もう陽ひが傾きかける時間。

　なんでもっと早い時間にやらないのだろう。大人おとなの事情が関係していそうだ。

「こんにちは」

　スタッフのみなさんにおそるおそるあいさつをして、僕もスタジオ入り。

　この番組の元になっているライトノベル『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』の原作者である与よ太た先生は、どうやら今回は来ないらしい。プロデューサーさんいわく、先生は締め切り間近で缶詰になっているらしい。がんばってほしい。マジで。

　音おと無なしさんは先にスタジオ入りしていた。仕事のときにはこれ！　と決めているのか、おなじみのサイドポニー姿。シンプルなデザインのＴシャツにミニスカートという装よそおい。パンツスタイルもかっこよかったけど、やっぱり僕はこういう格好のほうが好きだな。

　そんな音無さんは、ブースの外で何かを読んでいる。

　僕に気づいた音無さんは顔を上げ、スタジオ中に行き渡るような声であいさつを返してくれる。

「緊きん張ちようしなくても大だい丈じよう夫ぶ。前回みたいにやればいいから！」

　スタッフの前なので、満面のアイドルスマイルで僕を励はげましてくれる音無さん。きっと心の中では、「なに緊張してんの？　さっさと慣れなさいよ！」と、思っているに違いない。それか、「あたしがボケたら、しっかりツッコミなさいよ」とかだろうね。

　で、ここにきて、スタッフの人から台本を受け取った。こういうのってさ、もうちょっと先にもらって、事前に読んでおくものなんじゃないのだろうか。

　最近のインターネットラジオって、グダグダしてるものが多いし、それが人気の一因なんだろうけど、この番組もそういうのを目指していくのだろうか。グダグダを目指すってのも、なんか言葉がおかしい気もするけど。

　すぐに打ち合わせが始まった。とはいえ僕は、音無さんとスタッフの人が話しているのを横で聞いているだけである。たまに「ここは常つね村むらくんが読んでくれる？」と言われたところに丸印をつける程度だ。

　本番前って、もっとピリピリしてるものだと思ってたんだけど、ネットラジオの現場って意外とのんびりしている。もっとも、変な空気で収録をスタートさせるわけにはいかないというみなさんのプロ意識が、そうさせているんだろうけど。

　しかし素人しろうとの僕に、そんな余裕などあるはずもなく……。

　台本に目は通しているが、正直、頭に入っている気がしない。

　でも、そろそろ開始時間のようである。

　スタッフさんが、本番前にちょっと席を外した。

　うう、やばい。本当に始まるんだ。

　まだ二回目だし、慣れているわけがない。

　これから自分が入ることになる、分厚いガラスの向こうを見る。

　いまは無人のブース内。机の上にマイクだけがセッティングされている。これから僕は、あそこに座るんだ。そして、しゃべるんだ。

　なんだか、本格的に緊きん張ちようしてきた。

　スタッフさんの準備が済むまで、音おと無なしさんは引き続き、なにかを読み続けている。僕がもらった台本とはまた違うようだ。大量の紙の束である。

　さすがに本番直前となると場も少し緊張してくるようで、大の大人おとなが何人もいるのにもかかわらず、広くもないこの空間を沈ちん黙もくが支配していく。

　ときおり、音無さんが紙をめくる音だけがする。それが余計に僕の緊張感をあおる。

　誰だれか僕に、マイクの網目を数えているうちに収録は終わるよ、なんてやさしい言葉をかけてくれないだろうか。

「ボーッとしてないで、少しでも台本に目を通しておきなさいよ」

　ふたりっきりだとこうだよ。ま、最初から音無さんにやさしさなんて期待してないけどね。

　まあ、彼女の言うことももっともで、これ以上ブースをながめていても緊張感が増すばかりだ。だから言われたとおり、台本でも見直すことにしよう。

　ふと視界の隅すみで、音無さんがなにかを口に入れているのを見つけた。いままで僕も知らなかったけど、ラジオの現場って、スタッフのみなさんの差し入れなのか、結構お菓子が用意されていたりする。

「音無さん、なにを食べてるの？」

「ん？　グミだけど」

「一個もらってもいい？」

「……………………ん」

　袋ごと渡してくれた。グレープ味だ。なんかいろいろ栄養のあるものが配合されているようである。僕の気持ちを落ち着かせてくれる成分は入っているだろうか。

　袋に指をつっこみ、ひとつつまんで口に入れる。

　甘あま酸ずっぱい味と香りが一気に僕を包む。なんかこのにおい、最近よくかぐような……。

「ちょっと素人しろうと！」

「むぐむぐ、ん？」

「なにいきなり嚙かんでるのよ!?」

　はい？

「グミはね、アメみたいに少し舐なめて、表面が溶けてきたころに嚙みしめるのが一番おいしい食べ方なんじゃない！」

　どんなこだわりだよ！　初めて聞いたし！

「いやいや、どう食べても一緒だろ？」

「一緒じゃないわよ！　ああ、もったいない！　もう返しなさいよ」

　音おと無なしさんが僕の手からグミの袋を奪うばっていく。そのときにまた、ふわっと鼻び腔こうをくすぐる感覚が。

　あ、そうか。

　近ごろよく、このにおいを感じるなあと思ってたけど、音無さんだ。

　香水でもつけてるのかと思ってたけど、グミが原因だったのか。さっきのこだわりから考えるに、ずいぶんグミが好きなようだし。しょっちゅう食べてるのかもしれないな。

　って、お菓子のにおいがするなんて、子供じゃないんだからさあ。

「なによ」

　しまった。無意識に顔がニヤニヤしていたらしい。

「いやあ、音無さんもかわいいところがあるんだなあって」

「は？　言っとくけどね、グミが子供の食べ物だなんて、一昔前のことよ!?　いまのグミはすごいんだから！　食物繊せん維いとか、コラーゲンとか、美容にいいものがいっぱい入ってるの！」

「ああ、わかったわかった」

「なんかムカつくわね」

　ちょっとだけリラックスできた。すごいな、グミ効果。僕も好きになりそうだ。

「そういえばさ、今晩なんだけど」

　音無さんの体が一いつ瞬しゆんだけ、ピクリと反応した気がする。

「…………なによ」

　心なしか、声が小さい。

「べつにさ、バカ正直にうちに泊まらなくてもいいんじゃない？」

「あら、あたしが泊まってあげるっていうのに、うれしくないの？」

「泊まって『あげる』って、なにさまなんだよ」

「大好きな大好きな声優さんが、自分の家に泊まるっていうのよ？　しかも、ふたりっきりで。ふつうの男の子なら悶もん絶ぜつ死しするんじゃないかしら」

「するか。少なくとも、音無さんが相手じゃ、ありえないね」

「むっかー。絶対泊まってやる。そして殺す」

「殺すなよ！」

　スタッフのみなさーん、人に向かって殺すとか言っちゃうアイドルがここにいますよ！

　そんなアイドルさんは、僕と話をしながらも紙の束をめくっている。

「……さっきから、何読んでんの？」

「番組宛あてのメール」

「今日読むやつ？」

「それ以外のも。全部」

　おいおい、それって結構大事なんじゃないのか。僕もパーソナリティとして、目を通しておいたほうがいいやつだろう。

「僕にも見せてよ」

「………………別にいいわよ、読まなくて。あたしが目を通しておくから。素人しろうとのあんたは台本をしっかり頭にたたきこんでおきなさい」

　読まなくていいってことはないだろう。だって、番組宛あてに来たメールなんだろ？　だったら、感想とか、要望とか、そういうことがいろいろと書いてあるはずだ。一応、パーソナリティとしては目を通しておいたほうがいいはず。

「いいじゃん、少しくらい。台本はもうだいたい読み終わったし」

「…………じゃあ、これと、これと、これ」

　音おと無なしさんが紙束の中からぺらぺらと抜きだして僕に渡してきた。そんだけ分厚い紙の束なのに、僕が読んでいいのは数枚ってどういうことだよ。

「ケチケチすんなって、ここらへんはもう読み終わったんだろ？」

　身を乗りだして、音無さんの手からごっそりと紙の束の一部を奪うばう。というか、なにげにすごくない？　配信が始まったのは一昨日おとといの夜だよ？　たった二日で、こんなにメールが来るなんて。

「あ、ちょっと！　もう…………知らないわよ」

　なにがだよ。

　取り返しに来るかと思ったけど、そんなこともなく、音無さんはただ僕が読むのを待っているようだった。

　さて、世間の反応はどうだったのだろう。

　楽しみだなあ。

　なんて思えたのは、最初だけだった。

　僕の考えは、甘かったのだ。大甘だったのだ。

『音無さんの邪じや魔まをするな。なにを馴なれ馴れしくしてんだ』

『男のほうつまらない。いらない。おもしろくない。いなくていい』

　同じような内容のメールがいっぱい。

　それは、うわついていた僕の気持ちを突き落とす現実。

　何も言わず、ただ紙をめくっていく僕を、音無さんはただ静かに見つめていた。










　マイクの前で姿勢を正す。

　そして、イヤホンをつけて────。

「っくしゅん！」

「うわ！　びっくりした！」

「あ、ごめんごめん」

　ちょうどイヤホンをつけたタイミングで、音おと無なしさんがくしゃみをしたのだ。しかも、ボリュームがかなり大きくなっていた様子。

　僕の耳に音がダイレクトで入ってきたので、すごくびっくりした。

「はい、ということで始まりました。第二回目ですね」

「え!?　ちょっ、待って音無さん！　もう始まってるんですか！　いつの間に？」

「いまのあたしのくしゃみもばっちり入ってますね」

「ちょっと！　もっとちゃんとやらなくちゃダメですよ！　キューとか出してもらわないと！」

「村むら人びとくん、ビリヤードでもするんですか？」

「そのキューじゃないですよ！　カウントダウンするやつです！」

「そんな、年越し放送じゃないんだから」

「違いますよ！　さん、にぃ、いち、ハイ！　みたいなやつですって！」

「はい、始まりました『ラジオの法ほう則そく』！」

「いまのはキューじゃないです！　キューはスタッフさんに出してもらうんです！　パーソナリティ同士がやり合ってどうするんですか！」

「…………村人くん、どうしたんですか？　やけに気合いが入ってますね」

「前回がグダグダすぎたんですって。ちゃんとやらないとダメですよ」

　収録が始まる前の音無さんからは想像できないテンションの高さである。さすがプロ。

　でも今回は、前回のようにボケとツッコミで押し通すわけにはいかない。ちゃんとラジオ番組らしいものにしなくては。

「えー、なんか村人くんが、マジメモードなんだけど」

　当たり前だ。インターネットを通じて、全世界に放送されるのだから。えーっと、まずは音無さんにタイトルコールを言ってもらわないといけないんだな。

「さ、タイトルコールしてください」

「えー、もうちょっとオープニングトークしようよ」

　オープニングトークというのは、タイトルコールの後でもいいはずだ。というか、それが基本のはずだ。まずはちゃんとスタートを切らなければ。

「はい、音無さん。台本読んでください」

「ちょっ…………」

　音おと無なしさんがじろりとにらむ。そんな風に見られても困る。ちゃんと台本どおりやらなくちゃ。

　僕が言ってもいいんだけど、やっぱりここは音無さんじゃないと。リスナーだって、僕なんかの声より、音無さんの声が聴ききたいはずなのだから。

「はい、じゃあタイトルコールいきまーす！　『ラジオの法ほう則そく』！　今回もよろしく！」

　しぶしぶ、といった感じだったが、音無さんはしっかりとタイトルコールをしてくれた。

　ジングルが流れてくる。そういえば、前回はどっきりで始まったから、このジングルは初めて聞くな。

　さて、まずは自己紹介からだ。

「声優だけど音がない！　音無まどかです！」

「村むら人びとＢです！　よろしくお願いします！」

　えーっと、台本によると、オープニングトークはアニメのキャスト発表についてだ。

　この回が放送されるころには、音無さん以外のキャストが発表になっているらしい。その中には、前回の収録で僕が好きな声優としてあげた『天あま乃の川がわしぐれ』さんも入っていた。

「そういえばこの前ね────」

　自己紹介のあとに、続けて話し始めたのは音無さんである。

　しかし、台本ばかり見ていた僕は、ほぼ同じタイミングで話しだしてしまった。

「キャストが発表されましたね！」

　やべっ。

　音無さんの声とかぶってしまった。

　いや、だってなあ。台本にはオープニングトークはキャスト発表ってなってるんだし。

　またしても音無さんが、僕をにらむ。

　ごめんなさい！　いまのは確実に僕のミスです。

　うーむ、うまくいかないな。

「そうそう、ついに発表になったんですよね。前回の放送で、村人くんがあたしよりも好きだって言っていた、しぐれの名前もありましたね！」

　音無さんが話そうとしたことがなんなのかはわからないが、どうやらこちらに合わせてくれるようである。

「いやあ、うれしいですね。こりゃあ、ますますアニメの開始が待ち遠しくなりました！」

　また音無さんが僕を見る。「あたしよりも……」のくだりで、僕が慌あわてるとでも思ったのだろうか。

　いつもだったら「そんなところを掘り下げなくてもいいんですよ！」くらいはツッコんでいたかもしれないけど、今日はいちいち引っかかったりしないぞ。収録前にリスナーからのメールを読んで、ちゃんとラジオ番組をやろうって決めたんだ。

「…………………………」

　オープニングトークって、何分くらいやればいいんだろう。

　台本にだいたいの目安が書いてあったような。

　えーっと、どこだ？

「……………………………………で、どうですか？　村むら人びとくん。キャストとキャラクターのイメージとか。原作を読んでるし、感想とかありますかね」

　あれ？　しまった。

　慌あわてて顔を上げたけれど、ときすでに遅し。沈ちん黙もくの時間を作ってしまっていたようだ。

「え、えと、すみません。音おと無なしさん、なんて？」

　しかも、慌ててフォローしてくれた音無さんの質問すら頭に入っていないという、このていたらく。

「キャラクターとキャストのイメージとか、どうですか？　村人くんは、原作のファンだったんですよね」

「あ、ああ、そうですね！　大好きだったんですよ、これ…………」

　スタッフが用意してくれていたのだろう。原作の文庫がシリーズ全巻そろって机に並んでいた。

　イメージかあ。そうだなあ。ただ「みなさん、ぴったりです」なんて答えて終わりってのも味気ないし…………。

　なんの気なしに、文庫へ手を伸ばす。カバーなどのイラストとか見ながら、音無さんの質問に答えようとしたのだ。

　だが。

『ボンッ！』

「いてっ」

　鼓こ膜まくを揺ゆらす衝しよう撃げき。

　やばい。本を取ろうと伸ばした手で、思いっきりマイクを殴なぐってしまった！

　完全にノイズが入ってしまったようだ。

　それを見て、正面に座っている音無さんは、僕ではなくブースの外へと声をかけた。

「…………ごめんなさい、一回止めてもらっていいですか。最初からやり直しましょう」

　音無さんの提案に、赤いランプが消える。

　やり直し。それは、失敗ということ。

　音無さんは、もう立て直しが利きかないと判断したんだ。

「ご、ごめんなさい」

　いたたまれなくなり、僕は謝る。スタッフさんに、音無さんに、この場にいる全員に。

『ちょっと休きゆう憩けいしましょうか』

　イヤホンから、スタッフさんの声が聞こえてきた。

「いえ、このままいきます」

　音おと無なしさんが姿勢を正す。

　場を緊きん張ちようが支配する。

　スタッフさんは「まだ慣れてないんだから、しかたないよ」と僕をフォローしてくれるが、そんなものは慰なぐさめにもならない。

　分厚いガラスとドアで閉鎖されたこの空間では、空気が停てい滞たいする。エアコンの空調能力程度では、この雰ふん囲い気きを変えることはできない。

「タイトルコールからいくんで、最初に音楽からお願いします」

　台本になにかを書きこみながら、音無さんは外へと指示を飛ばす。

　きっと、あの分厚いガラスの向こうも、この中と同じ空気になっているに違いない。

『じゃあ、改めていきまーす』

　イヤホンから、声と一緒に音楽が流れ始めた。さっき聞いたばかりの、オープニングのジングルだ。

　数秒流れたところで、外からキューが出た。

　音無さんはしっかりとそれを見て、台本どおりにしゃべり始めた。

「『ラジオの法ほう則そく』！　みなさーん、こんばんは！　声優だけど音がない、音無まどかです！」

「あ、こ、こんばんは！　村むら人びとＢです！」

　再開された収録。

　しかし、このあとのことは、あまり覚えていない。

　ボケたりせず、淡たん々たんとトークをする音無さんに相あい槌づちを打っているだけだったと思う。

　さっきまでのグダグダが、ウソみたいだった。

　いったんプロのスイッチが入ると、音無さんの流れるようなトークは止とどまることをしらない。

　情報は何ひとつ残さず、しかもたまに僕に話を振ってくれたり。それも、きちんと答えやすく訊きいてくれるから、最初のときのように失敗することもなく、収録は無事に終わった。

　ちゃんとした『ラジオ番組』が、できたと、思う。










　収録を終えてブースを出ると、スタッフのみなさんが「おつかれー」と声をかけてくれた。

　声はかけてくれるのだが、なんというか、前回のように感想を言ってはもらえない。前回は初回だったから、特別なのかもしれないけど。

　収録前に読んだメールがメールだけに、少しでも感想が欲しいところだけど、みなさんも忙しそうなので、話しかけづらい。

　しかたなく帰り支じ度たくをしていると、相変わらずスーツでびしっと決めた芹せり沢ざわさんが、とてもありがたいことを言ってくれた。

「良りよう人とくん、事務所に戻るついでに、車で送っていってあげるわ」

　スタッフのみなさんに見送られるようにして、現場をあとにする。

　音おと無なしさんも事務所に用事があるらしく、一緒に帰ることになった。

　芹せり沢ざわさんと音無さんについて、スタジオの地下にある駐車場まで行くと、一台の車の前で立ち止まった。え、これ？　ふつうの乗用車と比べて、車高がものすごく低い車である。ちょっとした段差でこすってしまいそうだ。

　芹沢さんも音無さんも何も言わずに乗りこむので、すごい車だなあと思いつつ、僕も余計な口をきかずに乗りこんだ。

　後部座席には僕と音無さんのふたり。運転はもちろん芹沢さんだ。

　地下の駐車場に轟ごう音おんを響ひびかせながら、車は走りだした。

　音無さんは窓の外をじいっとながめている。沈ちん黙もくが重い。音無さんが食べているグミの甘い香りだけが、車の中に充満している。

　薄暗い車内で、街の明かりをたよりに音無さんの表情をチラ見するが、恐ろしいほどに無表情。ふつうに考えれば、収録でしゃべり疲れたというところだろうが──。

「素人しろうとのくせに、なにマジメにやろうとしてんのよ」

　僕がチラチラと見ていたことに気づいたのか、ふいに音無さんが口を開いた。

「素人だからこそ、だろ。好き放題やって、原作のイメージをダウンさせちゃったら、どうするんだよ」

　音無さんは自由奔ほん放ぽうすぎる。ボケたいのかツッコまれたいのか知らないけど、僕たちパーソナリティは作品のイメージを背負ってしゃべっているんだ。

　そもそもいきなり、素人である僕がパーソナリティになるなんてとんでもないアクシデントがあったのだから、そのぶんきっちりやることはやらないとダメだろう。まあ、今日はちょっと失敗したかもしれないけど。

　それでも、やり直したあとは、そこそこラジオ番組らしくなっていたと思う。

　リスナーだって、僕なんかより音無さんの声のほうが聴ききたいだろうし、僕は軽く相あい槌づちを打つくらいでいいのだ。素人が出しゃばっちゃいけないのだ。

「メールを読んだから？」

　音無さんの言うとおり、僕の急な心境の変化は、収録前に読んだメールのせいだ。でも、収録前に読めてよかったよ。じゃなきゃ、今日もまた、第一回のときのようにグダグダになってしまうところだった。

「ふつうは、ああいった類たぐいのメールは出演者に見せたりしないんだけど、あたしはありのままのすべてを知りたいから、スタッフさんに無理を言って見せてもらってるのよね。でも、やっぱりあんたに見せたのは失敗だったわ」

　いままで窓の外をながめていた音おと無なしさんが、僕のほうへ顔を向ける。そして、初めて見る表情で僕を見つめてきた。

「今日の収録、最悪よ」

　冷たい目だった。ただ怒っているわけではない、熱のこもっていない怒り。

「なんでだよ！　だって、ちゃんとやったじゃないか！」

「あんたは今日の収録、楽しかったの？」

「僕が楽しかったかどうかなんて、なんの関係もないだろ？　リスナーは音無さんの声を聴ききたいんだから」

　音無さんの手の中で、グミの包装紙がくしゃりと音をたててつぶれた。

「顔も見たことないようなやつらに、なに怯おびえてんのよ」

　怯えている？　僕が？

　それは違うだろう。リスナーが嫌いやがっているところを直して、こうしてほしいと思っていることに近づけただけだ。

　それって、それって────。

「気にするなとは言わないわ。…………慣れなさい」

　僕は、恐こわかった、のか？

　最初は、スタッフの人たちに応援されて、勝手に認められた気になっていただけだった。今度はリスナーの人たちに認めてもらおうと、がんばった。だけど…………。

　収録が終わったあとに、スタッフのみなさんから感想をもらえなかったのは、みんな音無さんと同じように思っていたからなのだろうか。

「メールで指摘されたことなんて、できてなくて当然でしょ？　あんた、素人しろうとなんだから」

「そうだよ、素人だよ！　だから少しでもうまくやれるようにと思ってやったんだって！」

「じゃあなに？　リスナーの希望を全部叶かなえていったら、おもしろいコンテンツになるとでも思ってるの!?」

　そんなの当たり前だ。それがリスナーの、お客さまの望みなら、叶えるのがふつうなんじゃないのか。だから音無さんは、アイドルを演じているんじゃないのか。

「良りよう人とくん」

　運転席の芹せり沢ざわさんが、音無さんに反論しようとした僕を制する。

「批判や非難の言葉って、すごくインパクトが強いから印象に残りやすいけど、そんなメールだけじゃなかったでしょう？」

　たしかに、あるにはあった。おもしろかったって。応援してくれるメールも。圧倒的に数は少なかったけど。

「まどかにだって、脅きよう迫はくまがいの手紙が届くわよ」

　マジかよ。大人気のアイドル声優だぞ？

　しかも、それを本人の前で言ってもいいものなの？

　が、言われた本人は鼻で笑った。

「ほんと、ウザいわよね」

　一いつ蹴しゆうだ。なんで、そんなに強いんだよ。

　そんなの素人しろうとの僕に求められたって無理だ。

　自信なんてないし、才能もない。どうすればおもしろくなるのか、なんてこともわからない。

　僕はただ、巻きこまれただけの素人なのだから──。

　それから家に着くまでの間、ただただ無言で、僕は後方へ流れていく街の明かりを見ていた。




　一人、僕は自宅のリビングでテレビを見ていた。バラエティ番組である。芸人さんや、タレントさんたちがお茶の間に笑いを届けてくれる。彼らの台本には、いったいどこまで書かれているのだろう。彼らは用意された台本どおりにやっているのだろうか。それとも……。

　音おと無なしさんと別れてから、もう一時間はたっただろうか。今夜は、音無さんが泊まりにくる日だったはずだ。

　インターホンが鳴った。音無さんかもしれない。

「あ、おつかれさま」

　やっぱり音無さんだった。

　しかし、変なところで生き真ま面じ目めだなあ。もし僕だったら、いまの状況じゃ、なんだか気まずくて会いになんていけないぞ。

　そんな彼女は、なぜか大きな荷物を抱かかえている。

「…………なに、これ」

「いちいち家に置いてくるのめんどくさいから、全部持ってきたの」

　音無さんがごくごく自然に「はい」と荷物を僕に渡すので、流れで受け取ってしまった。

　結構重いぞ、これ。

「リビングまで運んでおいてくれる？」

「僕はホテルマンじゃないんだけど」

「あら、そうだったっけ？　じゃあ、チップはいらないわね」

「…………はいはい」

　一いつ瞬しゆん、「最初から払う気ないだろ！」とツッコミかけたが、思わず吞のみこんだ。音無さんもあえてツッコまなかった僕に気づいたみたいだけど、何も言ってこなかった。

　リビングのほうへ歩いていく音無さん。僕はホテルのポーターのように、荷物を持ってうしろからついていくだけだ。……ここって本当に僕の家だっけ？

「で、ご飯は？」

　あ、そういえば全然考えてなかった。

「あー、どうしよう」

　冷蔵庫の中を確認するものの、たいしたものは入っていなかった。

「ご飯だけ炊たいて、なんか惣そう菜ざいでも買ってくるよ」

　スーパーまでひとっ走り、僕が買いに行くことになった。音おと無なしさんは留守番である。まあ、一緒に買い物になんて行ったら、誰だれに見られるかわかったもんじゃないし、何を話したらいいのかもわからないから、ちょうどよかった。

　炊すい飯はん器きのセットだけして、僕は近くのスーパーへ。自転車で五分ちょっとだ。

　適当にご飯のおかずになりそうなものを見み繕つくろう。ラジオ出演なんて慣れないことをして疲れてるから、ボリュームのあるものを選んだ。ついでに飲み物もカゴに放りこむ。

　レジの行列に少しだけ時間をとられて会計を済ませ、帰り道も自転車でかっ飛ばし、ちょうど三十分くらいで帰ってきた。早炊き機能でセットしておいたから、ご飯の具合もちょうどいい頃ころ合あいだろう。

　電子レンジで惣菜を温め、ご飯を茶ちや碗わんによそえば、準備完了だ。

　よく手抜きをする母さんのおかげで、スーパーの惣菜を口にすることは多い。味付けは悪くないはずなのだが、今日はいつもとちょっと違った。目の前に音無さんがいて、ふたりして無言で食べているからだろうか。味なんてわかったもんじゃない。

　いつもの音無さんなら、なんでもないことでちょっかいを出してきそうなものだが、今日はそれもない。

　とりあえず腹はふくれた。面倒くさくなる前に、片付けもやってしまおう。

「それ終わったら、お風呂入れてくれる？」

「……………………ん」

　洗い物を始めた僕に、音無さんが言った。そして、リビングに置いてあった自分のカバンを持って部屋を出ていこうとする。

「どこ行くの」

「ちょっとやることあるから。あんたの部屋、貸して」

「…………いいけど、漁あさらないでね？」

「漁らないわよ。自分で自分の写真を見ても、楽しくないもの」

　ううむ。言い返せない自分が悔くやしい！

「じゃ、お風呂沸わいたら教えてね」

　洗い物を一時中断して、風呂のスイッチを入れる。そして洗い物を再開。ちょうど洗い終わるころに風呂に入れるようになるだろう。

　僕って、いい主しゆ夫ふになるかもな…………。

　食器を拭ふき終わる完かん璧ぺきなタイミングで風呂のアラームが鳴った。音無さんを呼びに行くことにする。

　二階にあがり、自分の部屋へ。

「なにやってんの？」

　音おと無なしさんは冊さつ子しを片手に、部屋の中央に立っている。

「発声練習もかねて、台本の読み合わせ」

「帰ってきてからも、大変なんだな…………」

「当たり前でしょ？　発声練習、ストレッチに笑顔の練習。アイドル声優の実情よ」

　さすがだ。アイドルになるってだけで大変だろうに、それを継続しなくてはいけないのだから、大変なのは当たり前のことなのか。

　いままでメディアで展開される彼女しか見ることのなかった僕にとって、この陰の努力はちょっとした感動だった。こういった細かい積み重ねも、この前言っていたアイドルを演じているということに繫つながっているんだろう。自分のためじゃなくて、自分を好きになってくれる誰だれかのために続けていることなんだ。

　ふと、机の上に載っている瓶びんたちが目についた。

「化粧品とか、スキンケア用品よ」

　僕の視線に気づいたのか、音無さんが教えてくれた。

「アイドルの人間臭くささを見て、幻げん滅めつした？」

「まさか。ちょっと感動。本当に、白鳥みたいなんだなって」

　まったく、頭が下がる。でも、なんとなく素直にそうするのが、そう言うのが気恥ずかしい。

　アイドルなんて、別世界の人間みたいに感じてたのだ。僕らなんかとは、基本的な作りが違うんだろうなって。

　でも、そうじゃないんだな。大事なのは、努力することなんだ。

「あ、風呂、沸わいたから」

「あたし、このあとちょっとランニングしてくるから。それから入るわ」

「ランニングまでするのかよ」

「お惣そう菜ざい買ってくるのはいいとしても、あんた、カロリーとかまったく見ないで買ってきたでしょ」

　と、音無さんは恨うらめしそうな目で僕を見てくる。さすがにそこまで気はまわらないって。

「じゃ、先に入らせてもらうか」

「ダメに決まってるじゃない。なんであんたの入ったあとのお湯に、あたしが入らないといけないわけ？」

「ちょっと待て。僕が汚いみたいな言い方だな。ちゃんと体を洗ってから湯船には入るよ！」

「それでもイヤ。絶対イヤ。あんたはあたしが帰ってくるまで待ってなさい」

　まあ、正直、音無さんの言うことはわからなくはない。年とし頃ごろの女の子だしな。

　そういえば、愛あ好こもいつも僕より先に風呂に入るよなあ。僕がゲームとかしてて、風呂に入るのが遅くなってるからだと思ってたんだけど。そうか、なるほど、そういうことだったのか。思春期なんだなあ。

「どれくらいだよ」

　ま、二十、三十分くらいなら…………。

「一時間くらいかしら」

「はい、無理。先入る」

「じゃあ、お湯を入れ直しなさいよ」

「もったいないだろ！」

「あ、でも、考えてみたらアレよね。あたしの入ったあとのお湯で変なことされても困るし、どっちにしろお湯は入れ替えてもらうわ」

「どんだけ変態なんだよ、僕！　しねえよ！」

「あんたね、愛あ好こちゃんだってひとつ屋根の下で生活してるのよ？　いくら家族とはいえ、ちゃんと女の子には気を配ってあげないと、嫌われるわよ？」

「う……わかったよ……入れ直す。それでいいんだな」

「よろしい」

　僕は部屋を出た。なんだか複雑な感情をプレゼントされてしまった。そうか。まだまだ子供だと思ってたけど、愛好も年とし頃ごろの女の子なのか。もうちょっとレディとして扱ったほうがいいのだろうか。…………いや、やっぱりいままでどおりでいいや。

　っていうか、アイドルとして自分を磨みがく努力を怠おこたらない音おと無なしさんがまぶしすぎる。僕も明日から、腹筋くらい始めてみようか。腹式で発声ってどうすればいいんだろう。そもそも、滑かつ舌ぜつをよくするには、どういう練習をすればいいんだろう。あめんぼあかいな、とかかな。

　そして、どういう努力を重ねれば、おもしろいラジオをやれるようになるんだろう。素人しろうとの僕にできることって、いったい……。

　いろいろと考えながら、風呂場の脱衣所へ。

　玄関の開く音がした。音無さんだろう。

　さあ、さっさと入ってしまおう。汗かいて帰ってきたら、音無さんもすぐに風呂に入りたいだろうから。

　服を脱ぎ捨て、パンツも下ろす。完全に一いつ糸し纏まとわぬ姿、生まれたままの状態になった僕。

　すると、また玄関が開く音がした。

　なんだろう、忘れ物かな……と思っていたら、なんと脱衣所のドアも開いた！

「うわああああああ」

「きゃあああああ！　なんで全ぜん裸らなのよ！」

「当たり前だろ！　風呂入るんだから！　な、なんだよ急に！」

　とっさに隠すものがないので、とりあえず股こ間かんだけ手で隠す！

　思いっきり見られた気がするけど！

「ちょ、ちょっと来て！」

「へ？　いや、待てって！　手を引っ張るなって！　僕、ほら、全ぜん裸ら！」

　音おと無なしさんは僕の腕をとると、どんどん引っ張っていく。向かう先は玄関。ちょっと待て、僕を全裸で外に放りだそうってか！

　洗面台にかかっていたタオルを手に入れることに成功できて、本当によかった。

「いいから！」

「よくない！　僕を犯罪者にするつもりか！」

　ついに玄関に到着。ドアが開け放たれ、まだ少し冷たい外気が僕の体を包む。

　サンダルすら履はく間ももらえず、裸足はだしのまま、腰布一枚の姿で外へ。

　コンクリートの冷たさが、足先から僕の体温をどんどん奪うばっていく。

　おいおい、どうすんだよ近所で噂うわさとかになったら！

　常つね村むらさん家ちの息子むすこさん、全裸で外に出るのが趣味らしいわよ？　しかも、女の子に無理矢理やらされてるらしいじゃない。真性の変態なのね。かわいそうに。

　そんな噂が！　しかも、その手の噂は広まるのが早いんだ！

　広まりに広まって、ゆくゆくは『夜な夜な女に連れ回される裸はだかの男』という都市伝説にまでなってしまうかもしれない！

「ねえ、あそこ見て」

　音無さんが指さすのは、音無さん家を挟はさんで向こう側にある一本の電柱である。

　今日は曇くもりで月明かりもなく、街灯の少ないこのへんの住宅街は、夜になるとかなり薄暗い。

　最初は気づかなかった。でも、だんだん目が暗くら闇やみに慣れてくると、そこになにかがあるのがぼんやりと見えてくる。

「あれって…………」

　いま、わずかに動いた。

　あれは────人影だ。

　ただの通りすがり、というわけではなさそうである。

　電柱によりかかり、ときおりチラチラとこちらをうかがうように、身を潜ひそめている感じだ。

「まさか、泥棒？」

　お隣となりの音無家は真っ暗である。そして新築で、まだキレイな一軒家。引っ越してきたばかりで、荷物もあまり片付いておらず、入りやすいとでもやつは考えたのだろうか。

「違う。あいつ、あたし知ってるもの」

　音無さんは言った。

　やつの着ている緑色のミリタリーコートに見覚えがあるらしい。あからさまに己おのれの身を隠そうとしている。

　まだかすかに寒さが残っているとはいえ、桜も咲き誇る春本番。いくら薄手の生地とはいえ、膝ひざまで隠れるほどのコートは、やや不自然だ。まあ、腰布一枚で玄関先に立っている僕も充分に不自然だけどね。

「え…………じゃあ、あいつ」

「ストーカー。変態よ」

　音おと無なしさんはそう言うと、困惑したようにやつをにらみつける。

「うちが引っ越したのって、あたしがたくさん仕事もらえるようになって、忙しくなってきたから、事務所の近くに移って少しでも時間を節約しようってことが大きな理由なんだけど。もうひとつが、あいつなの。自宅まで突き止めてきて、困ってたのよ」

　好きなものに少しでも近づきたいというのは、本能だ。

　好きな人を見ていたい。

　好きな人と話したい。

　好きな人に触れたい。

　誰だれでも持っている感情。だからこそ、大切にしなくちゃいけないコト。

「あたしのことを好きになってくれるのは、すごくうれしいんだけどね。アイドルって、みんなに好きになってもらうのも仕事のひとつだし。だから、いままではやんわりとかわしてたんだけど…………。まさか、引っ越した先まで突き止めてくるなんて」

　嫌いやだけど、恐こわいけど、嫌われたくない。

　アイドルってそんな仕事なのかよ。

　自分を好きだと言ってくれる人に、ひどいことはしたくない。自分がどんな目にあっても、自分を好きと言ってくれる人を大切にしたいのだろう。

　僕の腕をつかんでいる音無さんの手から、かすかに震ふるえが伝わってくる。

　音無さんは、どこまでいっても、アイドル声優なんだ。そんな自分に誇りを持っているし、そうであるための努力も惜しまない。

　人の前では常に笑顔。周囲に気を配って、必死にアイドル声優・音無まどかを演じているのだ。そこに裏の顔などなく、すべてが彼女であり、彼女そのもの。

　そういう生き方を選んだ、いつもがんばってる音無さんでも、どうにもできないことがあるんだ。

　だったら──────。

「よし、行ってくる」

　周りのやつが彼女を支えてあげなくちゃ。

　音無まどかは女優だ。本気でアイドルを演じている女優だ。

　そんな彼女が輝くのは、周りのやつらが本気で用意した舞台でなくてはいけない。スタッフのみんなが支えてくれているからこそ、音無まどかは全力でアイドルを演じることができるのだから。

　いまここに音おと無なしさんの事務所のスタッフはいない。

　これは番組じゃあない。収録じゃあないんだ。

　僕は、声優音無まどかのファンだから。

　アイドルとしての努力を惜しまない、音無まどかのファンなんだから。

　ここは僕が彼女を支えるんだ。万人に元気を与える彼女の笑顔のために。

　僕の剝むき出しの肩は風を切った。

　肌はだ寒ざむい空気を体いっぱいで感じながら、必死に冷静さを装よそおう。

　僕は怪しい男に近づいていって、勇気をもって声をかけた。

「おい！　そこのやつ！」

　電柱に隠れていたやつが、目に見えるほどビクッと反応し、ゆっくりとこちらを見る。

　暗いので顔がよく見えないけど、おそらく男だろう。

「おまえも音無まどかのファンなんだろう？　本気で彼女のことが好きなんだろう？　だったら、彼女を悲しませるようなことするなよ！　パッと見、嫌いやがってるように見えなくたって、アイドルのファンをやってるおまえなら、わかるんじゃないのか？　それが仕事なんだよ！　慈じ善ぜん事業じゃねーんだよ！」

　僕の言いたいこと、伝わっただろうか。正直、めっちゃ恐こわいし、頭の中がグチャグチャになってて、うまく言葉にできないけれど。
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「へ…………」

　僕を見ながら、ストーカーがなにかつぶやいた。

「変態だあああああああああああああああああ！」

　それはおまえだろ！　って、しまった！　僕はいま、腰布一枚。ほぼ全ぜん裸ら状態じゃん！

「いや、ちょっ…………待っ」

「く、来るなああああああああ！」

　逃げだすストーカー！

　とっさに追いかける、ほぼ全裸の僕！

「僕は変態じゃない！　ちょっと止まれ！」

「ぎゃああああああああああ！　来るなああああああああああ！」

「違うんだって！　これにはワケが！」

「最悪だ！　いまをときめくアイドルが、こんな変態と付き合ってたなんて！」

「話を聞けえええええええええええええええ！」

　ストーカーとかそういうのは後回しだ！　このままでは僕が変態になってしまう！

　男を追いかけて、夜の街を走る。たまにマンホールの上に足をついて、その冷たさにおどろく。

　なんの障害物もなく、風が直じかに僕の体を襲おそう。ひとつだけ気づいたことがある。パンツもはかずに走るというのは、なんとも走りにくいものだ。こんなところでパンツの重要性に気づかされることになろうとは。

　とにかく、僕は必死に追いかけた。

　しかし────家からどんどん離れるにつれ、足が動かなくなってくる。やつは確実に大通りに向かって逃げている。このまま追い続ければ、警察の厄やつ介かいになるのは間違いなくこっちのほうだ。

　くそっ！　どうする！

　とにかくギリギリまで追いかけるしかないか！

　その瞬しゆん間かん、ぴかっと何かが光ったような気がした。なんだろう。切れかけていた道路の蛍けい光こう灯とうが点滅でもしたのだろうか。まあいいや。そんなことはどうでもいい。

　逃げる男が角を曲がった。あっちは大通りへ続く道じゃあない。やつも、自分のしていたことをわかっているからか、人目を避けたほうへ逃げたのだ。

　よし、一気に捕まえるぞ！

「きゃっ！」

　ストーカーを追いかけて角を曲がった僕は、何かにぶつかってしりもちをついた。

　相手は声からして、女の子だろうか。もしかして……お約束パターン、キタ!?

　くらくらする頭で妄もう想そうする。

　相手の女の子は食パンとかくわえててさ。スカートの中が見えちゃったりするわけでしょ？　欲を言うなら、柄はしましまかな。顔を真まっ赤かにした女の子と目が合っちゃったりするわけよ。

　これぞ、ボーイミーツガール!!

　なーんてのは、当然だが夢物語である。こんな時間にパンなんてくわえてるわけないし。いや、時間とか関係なく、僕は、パンをくわえながら走ってる人なんて見たことない。

　ようやく視点の定まった目で前を見ると、道みち端ばたに転んでいる女の子はたしかにスカートをはいてはいるが、辺りが暗くて中なんてまったく見えない。

　これが現実だ。

　むしろ、この少女が頭を打ったりしていないか、心配になるくらいだ。

「あ、あ、あの…………すいません。大だい丈じよう夫ぶですか？」

　先に立ち上がった僕が少女に手を貸すために近寄ると、向こうもこちらへと顔を向けてきた。

「ご、ごめんなさい。ボーっと歩いてたから……って、え？」

　街灯のスポットライトに照らされるふたり。少女に手を差し伸べる、半はん裸らの少年。

　ああ、なんともドラマチックな出で逢あい。

　ただし、見つめ合う男と女、とはいかず、少女の視線は下方へと向いていた。

「パ……パインバンブー…………」

「うわ！　ちょっと！　気をたしかに！」

　少女が力なく崩くずれた。やばい。ぶつかったときに頭でも打ってしまったのだろうか。倒れる間ま際ぎわに、なんか意味不明なこと言ってたし！

「どうしたの!?」

　ちょうどよかった！　女の人の声である。手を貸してもらおう。

　って、待て待て待て！　そういえば僕はいま、半裸状態だったのだ！　しまった!!　この格好では確実に現行犯じゃないか！

「ふうむ、これはいったいどういうことだろ？　大事な大事なよその家の娘さんになにかあってはいけないと、せっかくの温泉を放ほう棄きしてみれば、裸はだかのお兄さまがこんなにかわいい女の子を襲おそっているとは」

　げ。

「その声は…………あ、愛あ好こか？」

「兄さん、斬ざん新しんな出迎え、ご苦労さま」

　街灯の下で、アイウェアの向こうの視線はなぜかそっぽを向いている。薄暗いのでよくはわからないが、ちょっと照れているのだろうか。

「お、おかえり愛好。温泉は行かなかったのかい？」

「兄さんとまどかさんをひとつ屋根の下でふたりっきりにするのが心配だったから、泣く泣く諦あきらめたんだよね。で、今日は朝から友達の家に遊びに行ってたんだけど──」

　僕が今け朝さ起きたときにはいなかったからなあ。てっきり温泉に行ったものだとばかり思いこんでいた。

「とりあえず、ケーサツかな？」

「待て、愛あ好こ！　違うんだ！」

「わかった。待つよ。でもね、前は隠そ？」

　へ？

　前？

　ぎゃあ！　出てる！

　さっきぶつかったときだろうか！　最後の砦とりでがいつの間にか陥落していただと！

　足あし下もとに落ちていたタオルを急いで取り、腰に巻く。

「だいじょうぶですか？」

　愛好は、倒れてしまった女の子を介かい抱ほうしているようである。僕は引っこんでおこう。でないと、また厄やつ介かいなことになりそうだし。

　少し揺ゆさぶっていると、女の子はすぐに気がついたようだ。

「こんなんでも、一応わたしの兄さんだから、きっとなにか事情があったんだと思うんだ。うち、すぐそこだから。少し休んでいくといいよ」

　力なくうなだれる少女と、彼女に肩を貸す妹。

　その後に続く、半はん裸らの男。それは僕。

　通りすがりの人が見たら、絶対に僕がなにかをやらかしたように見える。まあ運のいいことに、誰だれともすれ違わなかったからよかったけど。

　体も完全に冷え切ったころ、ようやく家に帰ってこれた。

　タオル一枚で追いかけていった僕が、妹ともう一人正体不明の女の子を連れて帰ってきたことに、音おと無なしさんは不思議そうな顔をする。

「いま、説明するから」

　と言う僕の横で、正体不明の女の子が音無さんをおどろいたように凝ぎよう視ししていた。音無さんのことを知っているのだろう。さすがだなあ、音無さん。有名人すぎるよ。

「んじゃ、ホットココアでもいれよっか」

　愛好は女の子をうちのリビングに招き入れると、イスに座らせた。まだ何事か把は握あくしきれていない音無さんは、その正面に座った。

　明るいところで女の子をよくよく見てみると、妹の愛好とほとんど歳としが変わらないくらいだ。

「んじゃ、愛好がココアいれてる間に、僕は服を──」

「兄さん、正座」

「なんでだよ！　僕は悪くないんだって！　話せばわかるから！　愛好、信じてくれよ！」

「思春期男子の、いてもたってもいられなくなるような衝しよう動どうをわたしに説明されても、何一つわからないよ。話はこの人と、まどかさんに聞くから。兄さんは、そこで正座」

　うう、フローリングが冷たい。ま、コンクリートよりはマシか。女子三人の前で裸はだかの男が正座している。客観的には考えたくない状況だ。

　リビングのテーブルにホットココアの入ったマグカップが三つ並べられた。数え間違いではない。三つだ。当然、僕のぶんはない。

「落ち着いた？」

　愛あ好こは女の子へと尋たずねる。

「あ、ありがとうございますなのですよ」

「えっと、ごめんなさいね。うちの変態兄さんが、とんでもないことを…………」

「あ、ち、違うのです！　幸こ春はるも、ボーっと歩いていたからなのですよ！」

　女の子はおどおどとした口調でそう言った。

　なぜか僕をちらちらと見てくる。微妙に頰ほおをピンク色にしちゃって。

　あれ？　もしかして、状況は特殊だったけど、ボーイミーツガール成功してた？　う、うれしいけど、彼女の趣味がちょっと理解できないよ？

「あの……幸春は、霜しも月つき幸春っていうのですよ。私立グレイス女学院中等部の二年なのです」

　礼れい儀ぎ正しい娘こらしい。ただ、なぜか音おと無なしさんに向かって自己紹介していた。

「あや、わたしと同じ学校で、しかも同い年でしたか」

　愛好と同い年かあ。肩に届かないくらいの髪の長さだが、毛先がクセなのか内側に丸まっている。そのせいで頭全体が丸く見える女の子だ。

「兄さん、妹と同じ年齢の女の子に手を出すなんて…………」

「違うから！　ちょっともう、愛好は黙だまっててくれるかなあ！」

　愛好がしゃべると話が進まない。とりあえず説明は僕がしよう。

「ストーカーが出たんだよ。ちょうど運悪く、僕が風呂に入る直前でさ。捕まえようと追いかけてたんだけど、この娘とぶつかっちゃって」

　あ、そうだ。この霜月さんとかいう女の子は、ストーカーの男とすれ違っているはずだ。

　そのことを確認すると、霜月さんは素直に同意してくれた。

「あの人、ストーカーさんだったのですか」

　ストーカーに敬称を付ける必要はないと思う。

「ちょっと待っててくださいです」

　そう言うと、霜月さんはポケットからケータイを取りだして、電話をし始めた。

「もしもし？　あ、幸春なのです。あの…………近くに深緑色のロングコートを着たストーカーさんがいると思うのですけれど…………。はい。…………はい。では、よろしくお願いしますなのです」

　はて？　いったい誰だれに何を話しているんだろう。

「あの……安心してくださいです。いま、ＳＰのみなさまに連絡しておきましたのですよ。じきに、捕まると思いますです！」

　は？　えすぴー？　ゲームで、スキルを使うときに消費するポイントのこと？

「この時期にあのロングコートは目立ちますです…………あれはたぶん音おと無なしさんが演じたキャラクターの着ていたものではないです？」

　ああ、たしかにそうかも。いや、問題はそこじゃなくて。

「えっと、霜しも月つき……さん？」

　さすがに音無さんも疑問に思ったようだ。

「あ、あの…………実は、幸こ春はる、音無さんの大ファンなのですよ！　まさか道に迷った先で音無さんに会えるなんて！　冒険はしてみるものなのです！」

「え？　道に迷ってたの？」

　妙に興奮している霜月さんを、なだめるように音無さんが問う。

「はいです。ただでさえ方向音おん痴ちなのに、いつも車で送り迎えしてもらっているせいで、まったく道を覚えていなくて…………ごめんなさいです」

「ちょっと待って！　霜月って…………まさか！」

　と、霜月さんをなだめていた音無さんのテンションが一気に上がった！　霜月さんの肩を両手でがっしりとつかむ。

「もしかして、さ。ムーンフロストカンパニーの？」

「はい、幸春のパパさまの会社なのですよ」

　ムーンフロストカンパニー？　どっかで聞いたことあるな。

「こ、幸春ちゃん！　幸春ちゃんのお父さんって、ムーンフロストカンパニーの社長なの!?」

　そうか！

　音無さんの動どう揺ようしている姿を見て、思い出した。ムーンフロストカンパニー。それは、世界各国に子会社を持つ、大企業だ。その社長の娘が、なぜこんなところに！

　ああ、そういえば妹の愛あ好こが通う私立グレイス女学院は、たしかにお嬢さま学校だから、そんな超金持ちの家の娘がいても、不思議じゃないのかもしれないなあ……。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ!?　幸春ちゃん！　この変態に変なことされなかった!?」

「ちょっと音無さん！　それ僕のこと？　そんなことしてるわけないでしょ！　ってか、なんなの、その態度の豹ひよう変へんっぷりは！」

「だって、スポンサーさまよ？　スポンサーさまは神さまよ？」

　お客さまは神さまっていうのは聞いたことあるけど!?

　あ、そうか。ムーンフロストカンパニーって、音無さんが出ていたアニメのスポンサーとかもやってたんだっけ。だから聞き覚えあったんだな。

「さらに、あたしの事務所の大株主さまよ！」

　へー、そうなんだ。

「そうか、どっかで見たことあると思ったら、幸こ春はるちゃん、あたしのイベントに何回か来てくれたことあるでしょ？」

「はい、何度も行ってるのですよ。株主優待とかで」

　株主優待!?　食品企業とか鉄道系のところだと、商品券とか電車にタダで乗れる優待券をもらえるって話はよく聞くけど…………声優やタレント事務所の株主になったら、イベント参加券をもらえるのか？

「ねえ、今日はもう遅いから、泊まっていく？　こんな狭い家でよかったら、だけど。いいよね、兄さん」

「愛あ好こ、相手は大金持ちだぞ？　こんなところに泊まるわけないだろう」

　きっと、トイレの広さが僕の部屋くらいなんだ。意味もなく洗面所がふたつ並んでたりするんだよ、きっと！　他ほかには、えっと、めちゃくちゃ毛足の長い絨じゆう毯たんとか！　…………僕の金持ちに対するイメージって、懐ふところと同じくらい貧相だなあ……。笑えないねこりゃ。

「いえいえ、そうしたいのはマウンテンマウンテンなのですけど、ママさまたちが心配してしまいますので…………」

　音おと無なしさんをチラチラ見ながら話す霜しも月つきさん。本当に音無さんのこと好きなんだなあ。って、いやいや、気になるところはそこじゃないぞ？　なんかいまおかしなこと言ってなかったか？

「マウンテン……マウンテン？」

　愛好と音無さんも不思議そうにしている。

「ああっ。ごめんなさいなのですよ！　幸春、パパさまに連れられて海外に行くこと多いものですから、ついつい英語が出てしまうのですよ。山々という意味なのです！」

「いやいや！　間違ってるでしょ！　その英語の使い方、明らかに間違ってる気がするよ!?」

　僕のツッコミを受けても、霜月さんはポカンとした顔をするだけである。まさか、海外では通じているのだろうか。

「爺じいやがＧＰＳをたどって、ここまで車を出してくれるそうですので、今日は帰るのですよ」

　金持ちは違うなあ。

　と、感心したところで、ちょうどよくチャイムが鳴った。

　玄関を開けると、執事服を身に纏まとった初老の男性が立っていた。一いつ瞬しゆん、コスプレかと思ったが、どうやら本物らしい。いるところにはいるもんだ。ってことは、メイドもいるのだろうか。今度機会があったら、霜月さんに訊きいてみよう。そして機会があったら、家にお邪じや魔まさせてもらおう。

　軽く会え釈しやくをしながら「こんばんは」とあいさつをして、霜月さんを呼んだ。

「ごめんなさい。また道に迷ってしまったのです」

「お嬢さま！」

　やはり金持ちのお嬢さまはすごく大事にされているらしい。無表情だった執事の男性が、霜しも月つきさんの姿を見たとたんに破顔した。そして、すぐにこちらを向いて眉み間けんにしわを寄せる。

「大だい丈じよう夫ぶなのですよ。変な人ではないのです」

　おかしい。なぜこの男性は、そんな風に僕を見るのだろう。ごくふつうに対応したつもりなんだけど。

「それより、さきほどの電話の件、どうなのですか？」

　霜月さんが執事へ尋たずねると、初老の男性は深くうなずいた。

「音おと無なしさん、安心してくださいです。もう大丈夫みたいなのですよ」

　なにが大丈夫なのだろうか。ストーカーを捕まえたのだろうか。捕まえたとしたら、それからどうするのだろうか。

　さっき霜月さんは、ＳＰと言っていた。つまり、お嬢さまの身辺警護をしているような人たちだろう。そんな人たちに捕まったのなら…………うん、本当に安心してもよさそうだ。

　いま思えば、霜月さんと曲がり角でぶつかったときに、そのＳＰの人たちに見つからなくて本当によかった。確実に僕、大変なことになってたよね。

「それでは、失礼しますなのですよ」

　最後に霜月さんは一礼すると、妙に長くてドアがいくつもついた高級そうな車へと乗りこんだ。ああ、しかし金持ちと聞くと、動作のひとつひとつが優ゆう雅がに見えてしまう。

　車がゆっくりと走りだした。

　窓を開けた霜月さんがこちらへと手を振るので、僕らはただただ啞あ然ぜんとしながら手を振り返した。金持ちって、すげえ。

　玄関を閉めて鍵かぎをかける。ふだんはあまり掛けないチェーンまで、なんとなく掛ける。用心にこしたことはない。

　とりあえず、一件落着……なのかな。

「「ふう」」

　やっと落ち着けたことで思わず出た息が、隣となりにいた音無さんとかぶる。

「「………………………………」」

　なんとなく見つめ合ってしまって、ドタバタ騒そう動どうの間についつい忘れていた気まずさがぶり返してきた。

　それでも音無さんは、何かを言おうとして口を開いたり閉じたりしている。そんな音無さんを見て、思わず出た言葉が…………。

「…………素人しろうとでも、役に立つこともあるだろ？」

　まったく自分で自分が嫌いやになる。もっと気の利きいた言葉だってあるだろうに。

「そ、そんな言い方しなくてもいいじゃない。えっと、その…………」

　ふたりして黙だまる。

　そんななか、僕と音おと無なしさんを不思議そうに見比べる者が一人。

「まどかさん！　一緒にお風呂入りません!?」

「え!?　あ、うん。そうね！」

「兄さん。まどかさんと先に、お風呂入っちゃうからね！」

「あ、ああ。わかったよ、ごゆっくり」

「あとさ、兄さん。その格好、気に入っちゃったの？」

　は？　格好？

　──────あ。

　僕、まだ半はん裸らだった…………。




　ベッドに潜もぐりこんでから、どれくらい時間がたっただろうか。頭の中はすでに羊の数えすぎで毛がモコモコになってしまっている。

　寝返りをうつとともに、布ふ団とんの中の熱を帯びた空気を外へと逃がす。しかし、すぐにまた暑くなって、布団の冷たいところを探して足を伸ばす。そろそろ薄い布団に替える時期かもしれない。

　時計を確認して、ほとんど時間がたっていないことに気疲れし、また必死に目を閉じる。これも何回目のことだったか。

　なぜだ。

　なぜ眠れない。

　たかが、隣となりの部屋に音無さんが寝ているというだけなのに！

　ひとつ屋根の下でふたりっきりというのであれば、まだわからなくもない。でも、隣の部屋には愛あ好こだっているのだ。実の妹だ。愛好相手にドキドキなどするはずもないので、やはりこの異常な寝付きの悪さは、音無さんのせいなのだろうか。

　また寝返りをうつ。目を開くと、自分の部屋のドアが見える。あそこから出て、隣の部屋のドアを開けたら愛好の部屋だ。たった扉ふたつの距離だ。壁かべだけでいえば、たった一枚だ。歩数で数えたらどれくらいだろうか。って、何を考えているんだ、僕は。

　寝る前に歯を磨みがきに行った際、リビングでテレビを見ていた音無さんと愛好に出会った。ふたりとも当然パジャマ姿だった。ジャージにＴシャツという色気のかけらもない音無さんだったが、アイドルとしての顔を知っている僕からしてみれば、あまりにも無防備なその姿は……いやいや。さらに音無さんは、愛好の前だからか、ずいぶんやさしい声で「おやすみ」と僕に言った。だから、それがどうしたってんだ。

　あー、どうしよ。もういっそのこと、スタンドの電気をつけて本でも読もうか。目が疲れてくれば、自然に眠たくなるだろう。

　寝ることを一時諦あきらめ、枕まくら元もとのスタンドへと手を伸ばしたとき──。

　ドアが開いた。そして、誰だれかが入ってきた。

　まだスタンドの電気はつけていない。でも、暗くら闇やみに慣れた僕の目は、間違いなくその人物を捉とらえている。

「お、音おと無なしさん…………」

　なんとか声をひねりだしたが、相手に伝わっているかは定かではない。

　というか、確実に伝わっていなかった。

　ふらふらとこちらへ歩いてくると、ベッドイン。僕の横。

　ひとつの枕にふたつの頭が載っかっているわけだから、向かい合う僕と音無さんの距離はゼロに近い。

　固まる僕の横で、音無さんはくうくうと寝息をたてている。

　ど、どうしよう。どどどどどどうしよう。

　これは、あれだ。

　音無さんは完全に部屋を間違えている。

　愛あ好この部屋は隣となりだ。

　布ふ団とんを敷くのが面倒くさかったのかどうかは知らないが、きっと愛好と同じベッドで寝ていたんだろう。で、部屋を間違えたから、僕のベッドに？




　布団の中はふたりぶんの体温のおかげで、軽く汗ばむくらいに暑くなってきた。

　起きている僕が少し暑いと思うくらいなんだから、寝ている音無さんもそう感じているのだろう。音無さんが着ているＴシャツはえりもとにボタンが三つほどついている。着脱を楽にするためのデザインなのだろうが、音無さんは寝苦しさもあってか、寝ぼけたままボタンを外してしまった。前に友人が鎖骨フェチに目覚めたとか騒さわいでいたことがあるが、いまの僕なら全力で同意するだろう。なんだこれ。こんな細い骨がどんだけセクシー効果を発生させてるんだよ。

　男とは違う、女の子のにおいが溢あふれてくる。

　これだけ至近距離で見ると、男と女、いや、音無まどかという人物は、僕ら男とはまったく違う生き物だということがよくわかる。

　髪は細くてさらさらだし、暗闇でもわかるほどに肌はだは白い。頰ほおなんてマシュマロのようにやわらかそう。寝る前に口紅なんかつけるはずないのだから、この薄うす桃もも色いろのくちびるは生まれつきのものなのだろう。

　髪、おでこ、耳、頰、鼻、口。

　もちろん僕の顔にも同じものが付いているはずだ。

　しかしどうだろう。全部合わせてみれば、まったく違うものが出来上がっているじゃないか。

　ってか、あれだな。見とれてる場合ではないな。

　何かの拍子に音おと無なしさんが目でも覚ましたら大変だ。

「…………ん、んう」

　ゆっくりとベッドから抜けだそうとした僕に、なんと音無さんの腕がからみついてきた！

　いよいよパニックです！　なにがなにやら！

　僕の胸に顔を埋うずめる音無さんは、あたたかくて、やわらかくて、いいにおいがして、むずがゆくて、気持ちよくて！

　ふだん音無さんは抱だき枕まくらでも使っているのだろうか。僕も持ってるけど、キャラクターのイラストが入ったやつだ。なんだか気恥ずかしくて使ったことはない。

　まずいまずいまずい！　この心地よさに甘んじている場合ではない。

　なんかもうさっきから、夢の中と現実を行ったり来たりしているような感覚である。

　いっそのこと身を委ゆだねてしまおうかという誘ゆう惑わくと、さすがにマズイだろうという理性を取り戻そうとする思考の対決である。

　とりあえずは、音無さんに抱っこされているこの状況から打破しよう。こんな状態で目を覚まされたら、半殺しでは済まないかもしれない。なにより、これからも一緒にラジオをやっていくのに気まずいし。

　手探りで音無さんの腕を外す。

　ちょっとずつ体をずらそうとして────気づいてしまった。

　大きく開けられたＴシャツの胸元。その奥の肌はだ色いろ。

　え？　女の子って、ね、寝るときに下着って着けないものなのか、な……。

　完全に無意識だったけど、いま僕は音無さんの胸元をのぞきこむようなポーズになっていた。そして固まってしまった。もう、意識してしまったからだ。

　視線が外せない。むしろ、もうちょっと上からのぞきこめば、さらに奥まで見えてしまうのではないか…………。

　もうちょっと、そう、あとちょっと…………。

「……………………ひっ！」

　しかし、必死に首を伸ばす僕の視界をなにかが奪うばった。

　何も見えない！　顔に何か張り付いたのか!?

　一いつ瞬しゆんだけど、布ふ団とんの中から何かが飛びだしてきたのは見えた。音無さんが目を覚まして、目隠しをしてきた、というわけではなさそうである。

　…………え？　…………ええっ？

　首を振る。取れない。

『きぃ、さぁ、まぁ…………』

　なんか聞こえる！　男の、低い声だ。怒りもこもっている気がする！

　しかし、どこから聞こえたのかわからない！　頭の中に直接響ひびいてくるような、不思議な感覚である。

　おそるおそる、自分の顔についたものを取ろうと触ってみるのだが……なぜか冷たい。

　軽く払ってみるが、取れない。

　意を決して、力を込めて引っ張る。「きゅぽ」という小さな音がして、なにかがやっと外れた。僕の視界も復活。

「うわあ！」

　手の中にあるもの、それは────。

「んんう…………なに？」

「げ！　お、音おと無なしさん」

　このタイミングで目を覚ますか、音無さん！

　目をこすりながら、むくりと上体を起こすと、僕と目が合い、そのまま固まった。

　すううう、っと息を吸うと同時に、音無さんの拳こぶしが振り上げられる。

「ちょ、ちょっと待って音無さん！　違うんだ！　これは────」

「きゃああああああああああああああ！」

　今度は目の前が真っ白になった。

　痛い！　と思ったのは一いつ瞬しゆんだった。
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　なぜだろう。それよりもいまは、不思議と安らぎに満ちている。

　さっきまでどんなに目をつぶっても眠れなかったのに、いまなら気持ちよく眠れる気がする。

　ベッドに沈み、薄れゆく意識の中で、音おと無なしさんの姿が見える。

「ちょっとお父さん！　なにしてんのよ！」

『わしはおまえを守ってやったんだぞ！　褒ほめられるならまだしも、怒られるようなことなど何もしとらんぞ！』

　音無さんの手に乗った、赤ら顔の丸い物体。

　頭のような部分は風船のようにふくらんだりしぼんだりを繰り返す。

　側面に煙突のような突起があり、生物の口のようになめらかに動いている。

　足なんだか手なんだかわからないものが八本、うねうね、うねうね。

　そんなに大きくはない。おもちゃとか、人形とかの類たぐいだろうか。

　はて、音無さんはなんで、人形と話しているのだろう。そんなにメルヘンチックな人だったっけ？

　いや、絶対違う。ということはなんだ。これは、夢か？

　ああそっか。夢か。そりゃそうだよな。いくらなんでも、音無さんが部屋を間違えて僕と同じベッドで寝るなんて、そんなことあるわけないよな。

　…………はて、僕はいつから眠っていたんだろう。
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　ブルーマンデーとはよく言ったものだ。

　今日という月曜日は最悪だ。

　相変わらず、僕の気を重くさせているのは、番組宛あてに届いたあのメールの数々である。音おと無なしさんは、慣れろと言った。けど、素人しろうとで、巻きこまれただけにすぎない僕は、そう簡単にすべてを吞のみこむことはできなかった。

　正直、どうしたらいいのか、わからないんだ。

　僕をおもしろいと言ってくれる人がいる。

　僕をおもしろくないと言う人がいる。

　わからない。僕はこのまま、ラジオを続けるべきなのだろうか。

　学校から帰ってきた僕はリビングのソファに腰を沈めて、重い息を吐く。

　昨日の日曜は、一日中、いろいろなラジオ番組を垂れ流しにしながら、真剣に考えた。

　音無さんのプロ意識の高さはわかっている。だから、音無さんが僕の空回り具合にイライラしたのも、わかる。やっぱり、素人である僕には音無さんの相方なんて務まらないんじゃないだろうか。

　ただ、こうも思う。せっかく始まったラジオがほんの数回で打ち切りなんて、たとえ目に見えて音無さんのせいではないとリスナーの人に伝わっていたとしても、彼女のマイナスの印象は避けられない。そしてそれは、音無まどかのファンである僕が許せない。

　こうして思考は「どうしたらいいのかわからない」という振り出しに戻る。

　そういえば、音無さんとは土曜の夜以来、ずっと口をきいてないなあ。日曜の朝に僕が目を覚ましたときには、音無さんはすでに仕事へ向かったあとだったし、今日も今日とて、学校で目が合うことはあったものの、なぜか僕のことをにらむだけだったし。まさか、土曜の夜に見た、僕の不ふ埒らちな夢を見透かしたとでもいうのだろうか……。

　ろくに考えがまとまらず、またラジオでも聴きこうかと部屋に戻ろうとしたとき、僕のケータイが震ふるえだした。

　ケータイを開くと、『ラジオの法ほう則そく』のプロデューサーさんの名前が表示されている。

「はい、もしもし」

『常つね村むらくんかい？』

「はい、そうです。なにかありました？」

　プロデューサーさんとは、僕がパーソナリティに決まった際、連絡先の交換を済ませていた。でも、実際にかかってきたのは初めてのことである。

　なにか問題でもあったのだろうか。

　…………いやな予感しかしない。してもいいのなら、このまま通話終了のボタンを押して切ってしまいたい。

『なにかあったかと言えば、まぁ、そうなんだけどね』

「はぁ、どうしたんですか？」

『実は、常つね村むらくんのことが、上の人たちにバレちゃってね』

　いやいやいや。

　バレるもなにも、インターネットという媒ばい体たいを使って、全世界に無料公開中じゃないですか。

「僕のことっていうのは…………？」

『うん。やっぱこう、素人しろうとだから、ってのがね？』

「え、だって、第一回の収録のときに、決まったんじゃないんですか？」

『うん。現場の人間は満場一致だったわけなんだけど、やっぱり、会社の上の人たちがね？』

　知らねーよ！　大人おとなの都合なんて知るか！　あんたたちが僕をパーソナリティに仕立て上げたんでしょうよ！

『あと…………第二回が、ちょっと、ウケがよくなくてね』

　第二回はまだ公開されていないが、上司にアップする前に聞かせろとでも言われたのだろう。

　やっぱり、音おと無なしさんの言うとおり、前回の出来はイマイチだったのか。

「え…………じゃあ、降板ですか？」

『いや、僕たち現場の人間からしてみればね、できればこのまま音無さんと常村くんにやってもらいたいと思ってるわけだよ』

「あの……ひとつ、訊きいてもいいですか」

　ちょうどいい。この人はどう思っているのだろうか。

『なんだい？』

「なんで、僕なんですか？　素人だし…………同じ素人にしても、僕より適任の人だって、いっぱいいるんじゃないですか？」

『そりゃあ、おもしろかったからだよ』

「それだけ、ですか？」

『僕も結構本数やってるけど、第一回はすごくよかったと思うよ。他ほかのスタッフも、みんなそう思ったんじゃないかな』

　第一回は、か。

『ということで、今度の土曜日に公開録音することになったから！　もうハコも取っちゃったからさ、よろしくねっ！』

　………………は？

　待て待て待て待て！

　よろしくねっ！　じゃねーよ！　何、語尾上げでかわいく言ってんのさ！

「ちょっと待ってくださいよ！　公開録音って!?」

『あれ？　知らない？　公録って言って、リスナーの人たちに実際に足を運んでもらって、みなさんの前でラジオの収録をするっていうアレだよ。これで大勢のファンのみなさんが来てくれれば、この番組がどれだけ支持されてるかってのがわかるでしょ？』

「知ってますよ！　公録は知ってます！」

『それにさ、常つね村むらくんが出演料はいらないって言ったから、制作費が余ってるんだよね』

「余ってるからって使ってしまわなくてもいいんですよ！」

『いやいやいや。予算を余らせると、次回から低く見積もられちゃうからね。全部使ってしまわないと』

　また大人おとなの事情が出た。

『聞いておどろけ！　なんと場所は新しん宿じゆくアルタ前広場だよ！』

「……………………は？」

　なんの冗談だろう。

　新宿？　アルタ前？　広場ってことは、屋外ステージ？

『なにしろ急でしょ？　秋あき葉は原ばらとか渋しぶ谷やは、もうどこも予約でいっぱいでさ。たまたま新宿だけが奇跡的に空あいててさ』

　アウェイにもほどがある！

『じゃあ、問題ないね』

「ありますよ！」

『ああ、たしかに。急だもんね。急いでホームページを更新しなくちゃ。急な告知で、どれくらい集まってくれるかなあ』

　論点がずれている。問題はそこじゃないだろ！

「素人しろうとが、収録三回目にして公開録音をやるんですか？」

『快挙だね！　よっ！　名パーソナリティ！』

「快挙というより暴挙ですよ！」

『さすが、今日もツッコミが冴さえてるね！』

　ダメだ…………話にならん。

　一方的に決定事項だけ押しつけられ、通話は切れた。

　おいおいおい、どうすんのよ！

　あまりの衝しよう撃げきに、悩んでいたことも吹っ飛んで、頭が真っ白になった。

　ケータイを耳に当てたまま固まっていると、リビングのドアが開く音が。

「どうしたの兄さん、玄関にまで大声が聞こえたけど」

　制服姿の愛あ好こがやってきた。ちょうど学校から帰ってきたところだったのだろう。

「お宝のアダルトＤＶＤでも踏ふんづけて割っちゃった？」

　なんてことを言いながら、心配そうにアイウェアの向こうから僕の顔をのぞきこんでくる。

「そうそう。お客さまが来てるからね！」

　それを先に言わんかい。お客さまの前でアダルトＤＶＤとか言っちゃってるし！

　愛あ好こに続いてお客さまがふたり、リビングに入ってきた。

「あ、お、お邪じや魔ましますですよ」

　来客その一。霜しも月つきさん。同じ学校で同い年だって言ってたからな。もう友達なんだろう。

　それから────。

「えっと…………お邪魔します」

「い、いらっしゃい。霜月さん、音おと無なしさん」

　来客その二。音無さん。

　愛好のやつ、いつの間に音無さんとそんなに仲良くなったんだ。一昨日おととい泊まったときかな。

「こはるんと一緒に帰ってくるときに、家の前でまどかさんにばったり会ってさ。こはるんもまどかさんのファンだって言ってたから、もしよかったらってお誘さそいしたの」

　ふたりを先導してきた愛好が楽しそうに説明してくれるわけだが、僕と音無さんは微妙な空気を作ってしまう。

「そ、そう。……じゃ、まあ、僕は部屋にいるから」

　逃げるようにリビングを出ていこうとしたのだが、愛好に呼び止められてしまった。

「いやいや、兄さん。勉強道具を持ってリビングに集合だから」

「は？　勉強道具？」

「まどかさんに聞いたんだけど、明日テストがあるんだって？」

　そういえば、忘れてたな。ホームルームでも先生が言ってた気がする。

　一応、進学校を目指しているうちの高校は、受験にむけて、高校二年にあがるとさっそく全国模試を受けさせられるのだ。

　試験の話が出ると、急に霜月さんがぺこぺこと頭を下げ始めた。

「あ、あの！　お、音無さん、本当によかったんですか？　幸こ春はるが、無理に誘ってしまったから…………」

　なるほど。たどたどしくも一生懸命な霜月さんを目まの当たりにしたら、さすがに音無さんも断れないよな。大スポンサーの娘さんだし。

「いいのいいの。結果が悪いと、土曜日に補習があるのよ。その日はちょっと仕事があって、都合が悪いから、なんとしても明日の試験はパスしなくちゃいけないの。一人だとついついサボっちゃうしね。ちょうどよかったわ」

　一いつ瞬しゆんだけ、ちらりと音無さんが僕を見た。わざわざ僕に視線を送ってくるなんて、いったいなんだ…………ああそっか、そうだよな。土曜日ってラジオの公録の日だよな。音無さんのところにも、もう連絡いってたのか。

「ってことで兄さん、わたしとこはるんも一緒に、これから勉強会だからね！」

　愛好はリビングのテーブルへとふたりのお客さまを通すと、僕に近づいてきて小さい声で言った。

「兄さん、まどかさんと何かあったんでしょ」

　なんだってこういうところだけは鋭いんだよ、こいつは。

「まさか、欲望の赴おもむくままにほとばしるリビドーをぶつけちゃったとか！」

「ちげーよ！」

「…………ケンカでもしたの？」

　ケンカ、というほどのことはしていない。プロと素人しろうとの考え方の違いというか、ちょっとしたスレ違いだ。まあ、顔を合わせづらいのは確かだけど。

「…………ちがうよ」

「せっかくわたしがお膳ぜん立だてしてあげたんだから、早く仲直りしてね？」

　それが狙ねらいかよ、まったく。

　また僕の顔をのぞきこもうとしてきた愛あ好こから逃げるように、僕は勉強道具を取りに自分の部屋へと向かった。




「あ、そこ違う」

　場所は常つね村むら家のリビング。

　テーブルを挟はさんだ先には、参考書とにらめっこをする音おと無なしさんがいる。

　ふだん、仕事以外のプライベートのときには髪を結ったりしない音無さんだが、下を向くときに邪じや魔まになるのか、いまはポニーテールにしている。

　いやいやしかし、まさか家で音無さんと勉強することになるとは。

　音無さんが僕の指摘を受けて、無言で消しゴムをかけている。

　僕だってたいした成績ではないが、どうやら音無さんよりはできるようだ。

　音無さんは…………頭が悪いというか、まるで勉強の才能がないのではないかと思ってしまうほどに要領が悪い。僕が音無さんに勉強を教えるという、予想外の展開になっていた。

「……………………」

　静かだ。もちろん勉強してるわけだから、ぺちゃくちゃおしゃべりなんぞしないのがふつうなんだけど。どうにも一昨日おとといからのことを引きずっているのか、雰ふん囲い気きが重く感じられる。

「そうだ兄さん！　こはるんにもらったおみやげ、開けようよ！」

　まだ始めて三十分しかたっていないのだが…………。もう集中力が切れたのか、妹よ。

　…………まあいいか。僕もなんだか疲れてるし。

　愛好の提案に乗ることにした。

　もらったのは、袋に入った四角い箱。でかい。重い。霜しも月つきさんがうちに来てから十分ほどしてから、わざわざ執事の人が持ってきてくれたのである。

　金持ちの霜月さんのことだ。すごいものが入っていそうな気がする。

「こんな気を遣つかわなくてもよかったのに」

「いえいえ、みんなで食べられるお菓子を持ってきただけなのですよ」

　袋から大きめの箱を慎重に取りだす。中身はいったいなんだろう？

　ノートや参考書をいったん別の場所によける。うちのリビングのテーブルが小さいのか、この箱がでかすぎるのか。確実に後者だろう、これは。

　テーブルの中央に箱を置き、紙製のふたを閉じていたテープを剝はがす。

「あ、あの……本当に、たいしたものではないのですけれど」

　いやいや霜しも月つきさん、大きさからいって、たいそうなものですよ、これは。

　ゆっくりとふたを開ける。

　そこにあったのは──────。

「すげえ」

　思わず声が出た。僕だけじゃない。箱の中をのぞきこんでいた、霜月さん以外の全員の口からこぼれ出た。危うくよだれまでこぼれそうになったのも、おそらく僕だけではあるまい。

　ケーキだ。

　三角形に切られているやつじゃあない。

　そして、丸くもない。四角いのだ。

　これって、パーティとかでたくさんの人が少しずつ切り分けて食べるようなものじゃないのだろうか。えっと……ああ、あれだ。ホテルのバイキングだ。テレビで見たことある。

　生クリームが綺き麗れいにデコレーションされていて、真っ白な雪原に山がいくつも連なっている。その中でこれでもかと存在感を放つ、真まっ赤かないちご。

　確実に街の洋菓子店では、前もって注文しておかないと作ってくれないやつだよ。

　友人の家に遊びに行くってだけでこのケーキって…………。

　だいたいふつうはポテチとかせんべいとかじゃない？　まあ、僕の仲間内では、飲み食いしながらゲームをするので、手の汚れないお菓子を買っていくけどさ。コンビニとかで。

「すごーい！　こはるん、こんな高そうなのいいの？」

　愛あ好この問いに、むしろみんなのリアクションにびっくりしたという感じで、恥ずかしそうにうつむく霜月さん。

「さすがお金持ちは違うね、兄さん」

「まったくだな」

「だってね、兄さん。こはるんの家のトイレには、ウォシュレットが付いてるらしいよ！」

「マジかよ！　ふつうの家に!?　すげえな！」

「え？　うちのにも付いてるけど」

　なにを平然と言ってるんだ、音おと無なしさん！　さすが売れっ子声優の家はひと味違うぜ…………。

「そんなにおどろくことでもないと思うけど…………」

　そ、そうだったのか…………。うちは古い家だからなあ。

「兄さん、うちにもウォシュレット付けようよ！」

「母さんに言いなさい」

「あれ、気持ちよさそうなんだよね」

「母さんに言っちゃいけません」

　しょーもない理由だった！

　愛あ好この発言に首をかしげる霜しも月つきさん。ああ、どうか、その純真なままで育ってほしい。そのためには、まず愛好と距離をおくことが必要だろうな！

「そんなことより、ほら兄さん、早く切ろ！」

「わかった！　わかったから包丁を振り回すのやめろ！」

　いつの間にか包丁に皿にフォークと、準備は万ばん端たんにされていた。

「じゃあ、切るぞ」

　切り分けるといっても、どうすればいいんだ。元々四角いんだから、四角く切っちゃっていいんだよな。あえて三角形にこだわらなくてもいいだろう。

　とりあえず人数ぶん切ってみた。コンビニで見るくらいのサイズに。母さんと父さんのぶんを残したとしても、まだかなりの量がある。残すのももったいないし、帰りに音おと無なしさんに少し持って帰ってもらおうか。

「この包丁に付いたクリーム、もったいないよね」

　うーん、残念だな愛好。霜月さんと同じ制服を着ているからちょっとだけお嬢さまっぽく見えるのに、発言が、庶しよ民みんだ。

「もーらいっ」

　人差し指で包丁に付いた真っ白いクリームをすくうと、舌を出してペロペロと舐なめ始めた。指をくわえるようにすればいいのに、わざわざ舌の先で舐めるようにしながら、僕を見上げてくる。アイウェアの向こうからは、意味ありげな視線。なにをしたいんだろうか。

「なにしてんだ」

「サービス」

　返ってきた答えも理解不能なので放っておくことにする。

　切り分けたケーキを皿に移し、それぞれの前へ。残りはとりあえず冷蔵庫にしまっておくことにする。まあ、これひとつ入れただけで、うちの冷蔵庫は満杯なんだけど。

　さて、ケーキでも食べながら、のんびり勉強を再開するか。

「ところで愛好、おまえは何の勉強をしてんだ？」

　愛好の前に並んでいるいくつかの本が気になった。参考書にしてはサイズが小さい。文庫本くらいしかないのだ。

「ん？　保健体育…………なんてふつうのボケをしたりはしないから、安心して兄さん」

　よかった。愛好でも最低限の常識はあったらしい。

「と、いうことで、大人おとなの家庭科を勉強中」

「『大人』を付ける必要あるかなあ!?」

「冗談だって、ふつうに国語をやってるよー」

　カバーがかかっているので表紙は見えない。意外と几き帳ちよう面めんだ。

　国語の参考書っていったいどんなんだろう。文庫サイズなので、漢字の問題集とかそんなんだろうか。ちょっと中を見せてもらおう。

『むせかえるほど濃密な香りを放つ蜜みつ壺つぼに指を這はわせれば、糸を引くほど粘度のある果汁が指先を湿らせる』

　ちょっとおおおおおおお！

「愛あ好こ！　これ違う！」

「え？　ああ、ごめんごめん。これ図書室で借りたやつだった」

「図書室？　女子校の図書室には、こんなもんが置いてあるのか!?」

　よく女子校は秘密の花園とか比ひ喩ゆされるけど、こんな本が図書室に置いてあるなんて……。たしかに秘密だし、たしかに花園だ。

　でも、ダメなもんはダメだ！

「愛好、こんなもの読んじゃいけません！　もっと大人になってからにしなさい」

「えー、大人になるための参考書なのに？」
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「うまいこと言っても、ダメなものはダメ！」

「でもね、兄さん？　『蜜みつ壺つぼ』なんて漢字を書けるの、クラスではわたしくらいだよ？」

「書けないけど！　たしかにいまの僕でも書ける自信ないけど！」

「「みつつぼ？」」

　首をかしげる音おと無なしさんと霜しも月つきさん。

「い、いや。ふたりとも気にしないように！」

　変に追及される前に、ふたりには釘くぎを刺しておいた。

「ちなみにさっき兄さんが読んだところは、クマさんがハチミツを食べるシーンだからね？」

「うそぉ!?　まじで？　そ、そっか…………」

「そういうことにしておいて、って司書さんに言われたんだ」

「元凶を発見したよね！　その司書の趣味の本であって、図書室の本じゃないよね、これ！」

「しょーがないなあ、兄さんは……じゃあ、こっちの本にするね」

　さらに机の上に出したのは、ふつうの参考書よりも一回り大きい本だ。雑誌くらいの大きさはある。というか、本というよりはファイルといったほうがいいような…………あれ？　どっかで見たことあるな、これ。

「って、おい！　それ僕のだろ！」

　いつの間に持ってきたんだ！　僕のスクラップ帳である。そう、音無さん関連のものがファイリングされた、例のやつだ。

「いやー、ホントに兄さんは、まどかさんのことが好きだよねえ」

　愛あ好こはちらりと僕を見る。

　そして、そのまま音無さんもちらり。

　愛好の視線につられて音無さんを見ると、ちょうど向こうも僕を見ていた。ばっちり目が合って…………なんだか恥ずかしくなって視線をそらした。

「で？　兄さんのお気に入りの一枚はどれ？」

　なんで本人の前で、そんなことを言わなくちゃいけないんだよ。

「言わないと順番に破っていくよ？　びりびりーって」

　おい！　どれだけのお金と時間をかけて集めたと思ってるんだ！　愛好が恐こわいのは、冗談ではなく本気でやりそうだというリアリティである。

「そ、そうだなあ、僕は…………」

　しかたなく、机の上に広げられたスクラップに横から手を伸ばしてページをめくる。そして、指をさす。薄い緑色のワンピースと白くて大きなつばのついた帽子が印象的な、お嬢さま風の一枚だ。川で撮影したらしく、足首まで水につかって、長いすそをちょこんとつまみあげた音無さんが写っている。

「おーいいねえ。まどかさん、うちの兄はこんなのが趣味らしいですよ」

「あ、あー…………スタッフさんのウケもよかったやつだね、それ」

　若じやつ干かんぎこちなかったけど、愛あ好こと霜しも月つきさんの前だからか、すぐに笑顔を作って音おと無なしさんは言った。

「あの！　ふ、服とかって、全部自分で選んでるのですか？」

　霜月さんは、まだ音無さんの前だと緊きん張ちようしてしまうようだ。少し頰ほおが赤くなっている。ちょっと前の僕も同じだったのだろうか。

「だいたい自前かな。あ、でもこの写真は、スタイリストさんがついてくれて撮ったやつなんだけどね」

「すごいのですよ！　音無さんはセンスもいいのです！」

「そんなことないって。いろいろ悩んだあげく、流行はやり物ものに逃げちゃってるだけだし」

　その流行物を的確に見極めてるのが、僕からしてみれば充分にすごいことだと思うんだけど。

「兄さん兄さん、次に好きなのは？」

「もういいだろ！　てか、ほら！　勉強するんだろ？」

「あれれ？　兄さん、もしかして照れてるの？」

「うっさい！　ほら、返せって！」

　愛好の手からスクラップを取り戻す。

　愛好なりに気を遣つかってくれているのかもしれんが、羞しゆう恥ちプレイというものだぞ、これは。

　気を取り直して、ようやく勉強再開だ。愛好もおとなしく勉強を始めたようで、兄としても一安心といったところか。

　傍かたわらでは、霜月さんが音無さんに質問をしていた。

「あの！　音無さん、これなのですけれど、合ってますですか？」

　科目は英語らしい。海外によく行くとか言ってたけど、「山々」を「マウンテンマウンテン」とか言っちゃうような娘こだからなあ。

　音無さん、大だい丈じよう夫ぶだろうか。いざというときに手助けできるよう、僕もちょっと見てみることにする。

　ふむふむ、英語の比較級を勉強しているらしい。

　音無さんに見せているノートを、僕も見せてもらうことにした。

『デート、デリート、デリケート』

　うん、ただ似たような言葉を繫つなげただけだよね。これだと、デートの約束をドタキャンされてふたりの間にデリケートな問題が発生したみたいなことになっちゃってるよね。

「えっと、霜月さんって、よくお父さんに連れられて海外に行ったりするんだよね？」

　思わず確認したくなってしまう。

「うう、ごめんなさいなのですよ。いつも、専属通訳の人に任せっきりなので…………」

「専属!?　海外に行くときには専属の通訳を付けていくの!?」

　ハリウッドスターかなにかですか、あなたは！　どんだけお嬢さまなんだよ。ちょっとだけ霜しも月つきさんの将来が心配になってきた。

「幸こ春はるちゃん、三段活用は、例外もあるけど、スペルの最後が変わるのがふつうよ」

　僕の心配をよそに、音おと無なしさんはしっかりと先生役をしてくれている。勉強は苦手のようだけど、さすがに中学の内容はわかるようだ。

「あっ！　そうだったのでした！　では、これでいいのですね？」

　霜月さんはノートにさらさらと三つの単語を書くと、再び僕たちに見せてきた。

『ピアノ、パイオニア、ピアニスト』

「似てるけど！　まずは形容詞じゃないことに気づこうよ！」

　たまらずツッコんでしまった。

　まあ、僕がツッコまなくても音無さんがツッコんだだろうけど…………。

　あれ？　音無さん？

「すごいわ。ピアノを発明した先駆者が、必死に練習して弾きこなせるようになったのよ。自分の発明品を扱えないなんて恥ずかしいもんね。きっと死にものぐるいで練習したんだわ。夏は流れる汗をぬぐいながら、冬はかじかむ手を擦さすりながら…………ああ、なんて歴史を感じる三段活用なの！」

　うわ…………。音無さんまでボケてきた。

「「………………………………」」

　今日何度目かの、無言で顔を見合わせる僕と音無さん。もしかしたら、音無さんは僕のツッコミを待っていたのかもしれない。

　いや、確実にそうだ。ボケきった瞬しゆん間かんにこっち向いたし。でも、すぐに僕らは顔をそらす。

　いつもだったら確実にツッコむところだけど、なんというか、いまはツッコミづらいのだ。

「あ！　そういえば！　『ラジオの法ほう則そく』を聴ききましたよ、まどかさん！」

　愛あ好こが思い出したように大きな声を出した。

　どうやら愛好は僕と音無さんを仲直りさせようとしているらしいが、その話題は逆効果だ！

　横では霜月さんが大きく何度も首を縦に振った。やっぱりあのラジオを聴いてたか。愛好も霜月さんに教えてもらったのかもしれないな。

「わ、ありがとう！」

　愛好にも霜月さんにも、まだ僕がラジオに出ている村むら人びとＢだということを教えてはいない。一応音無さんも、秘密を守ってくれているようだ。

「実は、今度の土曜日に公録をすることに決まってね」

「本当ですか！　幸春、絶対に応援に行きますですよ！」

　う…………。それを言うか、音無さん。まあ、ラジオのホームページが更新されれば、バレちゃうことだろうけど。

「公録ってなに？」

　愛あ好こは公録が何かを知らないらしい。霜しも月つきさんに、公録とは何か？　を訊きいている。

　うーむ。霜月さんはスポンサーさまだからしかたないとして、愛好まで来そうだな。いよいよバレるな、これは。

　ってか、そうか。考えてみれば、友人たちだって公録に来るかもしれないもんな。少なくとも、久く住ずみ、天あま池ち、高たか見み沢ざわの三人は来そうだなあ。あー、そろそろみんなに言わないとなあ。どうやって切りだそう。

「じゃあ、兄さんも行くんでしょ？」

　僕が音おと無なしさんのファンだということを知っている愛好が、当然のように僕へと尋たずねてきた。

「へ!?　う、うん……まあ、そうだな。行くというか、なんというか」

　出ます！　出てます！

　行く行かないの問題以前に、行かなくちゃいけないの！

　背中に思いっきり冷や汗をかきながら答えると、霜月さんが不思議そうに小首をかしげてみせた。

「え？　だって、お兄さんって…………」

　うわ！　微妙に気づかれてる！

「し、霜月さん！　楽しみだねえ！　公開録音！」

「あ、あの…………はい、ですよ」

　あ、やべ。変な空気になった。ごまかし方が強引だったか。

　女子三人の視線が僕へと集まる。

　ど、どうしよう。ここで言うべきなのか。言ってしまうべきなのか。

「くすくすくす」

　どうした愛好。突然笑いだして。

「あっはははははは！　兄さん、それでごまかしてるつもり？」

「な…………」

「わたしが兄さんの声を聞き間違えるわけないじゃん！」

「い、いつから知って…………」

「わたしが、兄さんのことで知らないことなんてあるわけないじゃん！」

　それはそれで恐こわいんですけど！

「あーあ、秘密のパーソナリティってことになってたんだけど、もうバレちゃったか」

　僕がもうごまかそうとしていないのを察してか、音無さんが小さくため息をついた。

「幸こ春はるちゃんと愛好ちゃんが来てくれるなら、ふたりしてがんばらないとね！」

　僕も音無さんみたいに、胸を張って「がんばるよ！」と言いたい。でも、言えない。そんな自信、僕にはないから。さっきの音無さんのボケにすらツッコめない僕には、どうすればいいのかもわからない僕には、ただうなずくだけが限界なのだ。

「プロデューサーさんや芹せり沢ざわさんも、常つね村むらくんには期待してるんだから」

　音おと無なしさんなりに励はげましてくれたのだろうか。プレッシャーをかけられているようにも感じるんだが…………。

「さ、そのためにも試験をパスしないとね」

　音無さんはそれ以上何も言わず、参考書に視線を落とし、勉強を再開した。

　愛あ好こもおとなしく勉強を始めたようだし、僕も勉強することにしよう。相変わらず、集中はできないわけだけど。










　愛好や霜しも月つきさんにはあっさりとバレてしまった、僕が『ラジオの法ほう則そく』に出ている村むら人びとＢだという事実。

　あとは、友人たちにどうバラすか、だ。いっそのこと秘密にしておいて、もし公録にあいつらが来たら、そこでおどろかせてやればいいか。まだあいつらが公録に来るって決まったわけでもないし、行くとも言ってなかったもんな。

　公録は明日に迫っている。問題の日が近づいてくるにつれて、僕の体は緊きん張ちようでズタズタになっていく。夜は眠れないし、ときおり胃も痛くなる。極度の緊張って、こんなにも体に異変をもたらすものなんだと初めて知った。

　今け朝さも、重い足を引きずって登校だ。

　最近は毎朝こうだ。ここ三週間くらいで、僕の靴くつの裏は一気にすり減ってしまっているんじゃなかろうか。

　公録で何をしゃべろうか、いやそもそも、どういう風に振る舞えばいいのか。

　そもそも、音無さんとふつうにしゃべれるだろうか、いまの微妙な空気感の中で。

　考え事をしながら、教室へと向かう。

　だから、気づけなかった。学校の中にたちこめる、妙な雰ふん囲い気きに。

　僕がそれに気づいたのは、教室のドアを開けた瞬しゆん間かんである。

　すでに教室にいたクラスメイトたちの視線が、一気に僕へと集まったのだ。

　なにか変なことでもしただろうか。大きな音がするほど、力一杯にドアを開けたわけでもないし。

　しかし、視線が集まったのは一瞬で、すぐにまた朝の喧けん騒そうが戻ってきた。

　自分の席について、すぐに突っ伏す。眠いんだけど、眠れない。なんとも疲れる状況だ。

　あ、そういえば今日は、この前受けた試験の結果が返ってくるんだった。まあ、そんなに自信があるわけじゃないけど、少なくとも補習を受けなくちゃいけないほど悪い点数でもないだろう。問題は、音おと無なしさんか。

　そういえば音無さんとも相変わらず、あまり話していない。まあ、収録があったわけでもないから、特に話す必要もないわけだが。

　必死に公録以外のことを考えるようにしていると、すぐにチャイムが鳴って和わ田だ先生が教室にやってきた。

　さすがに一限目から居眠りをするわけにもいかないので、顔を上げる。そして、その流れで、ふと黒板の上にある時計を見た。

　……………………待て、なんだあれ。

　顔を上げた先にあるのは、一枚の横断幕。

　黒板の上。時計の下にでかでかと貼はられている。

『常つね村むら良りよう人と　ラジオパーソナリティ就任おめでとう』

　なんなんだ、これは。

　友人たちの仕し業わざかもしれない。問い詰めたいところだが、もう授業は始まろうとしている！

「はいはい、教科書を出してー。ちなみに先生の器用箇か所しよは舌先！　なんちゃって！」

　べー、と舌を突きだす和田先生。朝から何を言ってるんだ、この人は。ふだんならスルーするところだが、なんだか今日は無性に腹が立つ！

「…………………………ん？」

　前の席のやつから、一枚の紙が送られてきた。授業で使うプリントというわけではなさそうである。ノートの切れ端はしである。

　なんか書いてあるぞ？

『やっぱり村むら人びとＢはおまえだったか。なんとなく気づいてはいたが、嘉か保ほう芽め愛あ璃りに嗅かぎ回られちゃあ、隠しようがないよな　久く住ずみ』

　さらに、今度は大きめの紙が小さく折りたたまれて回ってきた。

　もう授業どころの話じゃない。先生に注意されることを覚悟の上で、がさがさとその紙を広げてみる。

　新聞だ。新聞部が発行している、校内新聞だ。

　いや、いつものものとは一点だけ違う。号外と書かれているところだ。

　もちろん、発行人のところには嘉保芽愛璃の名前が書いてある。

　そうか、嘉保さんに突き止められ────は？　え？　なにこれ！

　一面には、でかでかと僕の写真。夜の街をほぼ全ぜん裸らで全力疾しつ走そうする、僕の写真。

　こ、これ、いつの間に撮ったの？　嘉保さんの家がどこにあるのか知らないけど、たまたまカメラを持った嘉保さんがあの場を通りかかるなんて、すごい偶ぜ…………本当に偶然なのだろうか？

　しかもそのうえ、写真にかぶせるように、でかい文字で『音無まどかのパートナー発覚!?』と書かれている。

　なんて扇せん情じよう的な見出しなんだ！　これじゃあまるで、アイドルの恋人発覚みたいじゃないか。

　ってか、それが狙ねらいなのか！　くそう！

　しかし、落ち着いて内容を読むと、どうやら恋人がどうとかなんて話ではないようだ。

　僕の写真にかぶせるように、我が古ふる里さと学園に二人目の有名人！　と書かれていて、僕が村むら人びとＢという名前でラジオに出ていることや、僕と音おと無なしさんの家が隣となり同士とか、なんとストーカーを追っ払った話が完かん璧ぺきな記事になっている。いったいどうやって取材したんだよ。あの事件の顚てん末まつを知ってるのは、音無さんと愛あ好こと霜しも月つきさんくらいじゃないだろうか。まあ、あとはマネージャーの芹せり沢ざわさんくらいか？

　記事の最後は、『この常つね村むら良りよう人となる男子生徒が、アイドル声優・音無まどかの交際相手なのかどうか、今後も新聞部は調査を進めていく予定である』と締められている。

　おどろきとか、あせりとかを通り越して、なんだか感心してしまっていると、続々と僕の机へとノートの切れ端はしがやってきた。

『言い逃れはできない。かの番組に出演している村人なる人物と、君の声紋は完全に一致した　科学部員』

　声紋鑑定したのかよ！

　すげえな、うちの科学部！　無む駄だにハイレベルだ！

　しかも、この紙が僕の元へと届くまでに、このメッセージを見た人のレスも紙の端っこに書かれている。『やっぱりか』とか『すごいじゃん、常村』とか、褒ほめてくれるのはうれしいのだが、やはり恥ずかしさがあって素直に喜べない。

　さらに続々と届けられるメッセージ。

　紙いっぱいに『うらめしい』とか書かれてたりもする。おそらく、嘉か保ほうさんがあおりで書いた、僕と音無さんがいい仲なんじゃないかというところを真に受けたやつの仕し業わざだろう。

　まあ、そんなことは百パーセントありえないわけだから、気にしないことに…………。

『月の出ていない夜は背後に気をつけろ　匿とく名めい希望』

　おい！　暗殺者がいるぞ、このクラス！

『おまえの家の洗濯機にティッシュを入れてやる　匿名希望』

　地味な嫌いやがらせだな！

『ラジオもいいけど、授業もちゃんと聞きなさい！　そんなに先生をおチョークってると、チョーク投げちゃうよ！　なんちゃって！　匿名希望』

　って、これ先生だよね!?

『常村良人くんも出演している『ラジオの法ほう則そく』、毎週木曜の夜に更新です！　みんな、聴きいてね！　音無まどか』

　宣伝するなああああああああああ！

　授業中で声に出してツッコめないからって、好き放題言ってくれるじゃないか！　まあ、先生にもバレてるみたいだから、もうどうでもいいんだろうけど。

　いままでこんなにツッコミを入れたいと思ったことがあっただろうか。いや、ない！

　口く惜やしい気持ちを拳こぶしに込めて、送られてきたメッセージたちを力一杯に丸める。すると、また一枚の紙が。もういいって。授業に集中しようよ、みんな！

『で？　どうなんだよ　匿とく名めい希望』

　ざっくりな質問だ。どうって訊きかれても。

　うーん、そうだなぁ。これは返信を期待されてるみたいだし、なんか書いて返さないと。

　人前に立つなんて、自分のキャラじゃない。…………でも。

　素人しろうとの僕がおもしろいトークなどできない。…………でも。

　どこにでもいるようなふつうの人でしかない。…………でも。

　巻きこまれたってのが本当だけど、最終的にやるって決めたのは自分だし。

　なにがどうしたって、明日は公録なんだ。

　クラスのみんなにもバレて、もう逃げられないんだ。

　僕は、ノートの切れ端はしに『がんばってみる』と一言だけ書いて送った。

　このまえ音おと無なしさんに言われて、返せなかった言葉。声には出せなかったけど、紙に書くことはできた。

　僕の決意は、順番にクラス中へと流れているようだ。もっと気の利きいた言葉を書けばよかったかな。いや、いいか。どうせ、ごくふつうの高校生だしね、僕は。

「ほら」

「いてっ」

　少したったころ、またも音無さんの蹴けりがっ！

　とはいえ、前回のように強きよう烈れつなものではない。僕を呼ぶのが目的なら、肩でも叩たたけば済むだろうに。わざわざ足で語りかけるあたり、音無さんっぽい。

　振り向く僕に突きだされたのは、一枚のノートの切れ端。さっき僕が送りだしたものだ。

　無言で受け取る。音無さんはなぜか、そっぽを向いていた。

　再び前を向く。

　机の下で、折りたたまれたノートの切れ端を開く。

　僕の書いた『がんばってみる』のコメントの下にはたくさんのメッセージが連なっていた。

『がんばれ』、『しかたない、応援してやる』、『次も楽しみにしてるね』、『我がクラスで二人目の有名人だな』、『放送、おもしろかったよ』、『がんばれ』、『がんばれ』……。

　顔を上げる。まわりを見渡す。

　みんな授業を聞いている風で、誰だれ一人こちらを見ている者はいない。

　ありがとう。

　心の中でつぶやく。

　少なくとも、このクラスのみんなは応援してくれているんだ。

　決して少なくなんかない。僕を応援してくれる人が、こんなにいるんだ。

　公録の緊きん張ちようはなくならないけど、相変わらずどうすればいいのかもわからないけど、ラジオをやることに関しての不安はなんだか軽くなった気がする。

　いや、確実に軽くなった。

　ちょっと批判されただけで落ちこんで、ちょっと応援されたからってやる気になって。僕って単純だな。でも、それだけ言葉っていうものには、力があるってことなんだろうか。

　ふと、一番下に小さく書いてある『がんばれ』というメッセージが目についた。僕にこの紙を渡したのは音おと無なしさんだ。つまり、音無さんが順番的には最後だったということ。これは音無さんの字なのだろうか……？




　なんだろう。胸につっかえていたものがとれたような、すがすがしい気分だ。人から応援されるってのはうれしいもんだね。

「で？　村むら人びとくん。結果はどうだった？」

　午後のホームルーム直後。友達の天あま池ちが話しかけてきた。

　件くだんの試験結果が返ってきたのである。

「その名で呼ぶな！」

「まあまあ、いいじゃないの。で？　どうだった試験。明日、補習でつぶすわけにはいかないんだろ？」

「公録のことまで知ってるのか…………」

「で？　試験はどうだったのさ！」

　正直、天池は頭がいい。きっと今回の模試もすばらしい成績なのだろう。

　対して、僕はというと…………。

「なんとか、補習はまぬがれたかな」

「ほほう。でも、ギリギリだな」

「うるせーよ」

　僕の試験結果の紙をのぞきこむ天池。そして、自分の結果を差しだす。

「オレのも見るか？」

「嫌いやだ。へこむから」

　天池だって、僕と同じくらいアニメを観みて、マンガを読んで、本も読んでいるというのに。いったい、いつ勉強なんてする時間があるのだろうか。

　まあいい。なにはともあれ、一安心だ。

　さて、音おと無なしさんはどうだったのかな？

　うしろを向くと、そこには浮かない顔で帰り支じ度たくをしている音無さんの姿があった。

　そういえば、試験のあとも沈んだ顔をしていたっけ。

　ホームルームが終わったばかりなので、まだ教室の中は人が溢あふれている。

　週末の予定を話し合う者や、それよりも今日これからどこかで遊んで帰らないかと騒さわいでいる者。

「そうだ！　忘れてた！」

　そんななか、担任の和わ田だ先生が突然、大きな声を出した。

「補習のことを話さなくちゃいけないんだった！」

　どうやら、補習対象者はこのあと、職員室に集まらなければいけないらしい。

　僕が振り返ると、ちょうど音無さんが立ち上がるところだった。

「……………………」

　なにも言わず、僕に目線だけくれて音無さんが教室を出ていった。

「音無さん、どうしたんだろう。なんか元気がなかったみたいだけど」

「……ちょっと用事があるから、僕も今日は帰るわ」

　まったく。気になるじゃないか。あんなに目に見えて落ちこんでる姿なんか見せられちゃったら。

　おそらく、音無さんは職員室に向かったのだろう。

　僕は机の横に下げていたカバンをつかみ、教室を出る。

　職員室へ向かうと、扉の前に集まっている集団を発見。補習対象者だろうか。意外といっぱいいるみたいだ。職員室に入りきらずに、廊下で説明を受けているのだろう。

　その中に、音無さんを発見。やっぱり、ダメだったのか。なんていうか、泣きっ面つらに蜂はちだね。これじゃあ、どうしても音無さんが目立ってしまう。

　授業が終わったばかりの廊下は、生徒がごった返していて騒がしいんだけど…………。

「あの────すみません」

　さすが声優。よく声が通る。

「あの…………はい。そうなんです。明日も仕事で。…………はい」

　先生の声は聞こえない。

　深々と頭を下げて、音無さんはその場を去ろうとする。

　うーん。なんと声をかけたもんか。なんとなく追いかけて来ちゃったけど、慰なぐさめる言葉なんて考えてなかった。

　元気を出してっていうのもおかしいし、仕事なんだから切り替えていこうっていうのも、僕が言うなって話だしな。

　そんなとき、廊下にいる誰だれかが言うのが聞こえた。

「アイドルって、やっぱ頭悪いんだね」

「かわいければ、なんでもいいんでしょ？　どうせ、にこにこしてるだけなんだからさ」

　誰だれが言ってるのかは、すぐにわかった。

　あまり見かけない顔だから、別のクラスのやつだろう。女子が三人くらいかたまって、音おと無なしさんのことを言っていた。

　男子に人気の音無さんだから、女性の敵を作ってしまうのは、まぁ、わかる。残念なことだけど、わかる。

　けれど、一度でも音無さんと話したり、一緒になにかをしたら、すぐに彼女のことを好きになる。それは性別は関係ない。

　長いこと業界で育ってきたからこそ身についた、人なつっこさ。

　たくさんの人と出会う世界で生きてきた人にだけ、自然と身につく親しみやすさ。

　ただし、それは実際に接してみないとわからない。

　少なくとも、音無さんはうちのクラスでは男子女子問わずに人気者だ。

　でも、外から見ているだけでは伝わらないのか。

「にこにこする仕事があるから、補習は受けられないんだってさ」

「私だってバイトだっつーの。ほんと得だよね。かわいい顔ってのはさ」

　明らかな悪意。

　音無さんだけを攻撃する、言葉の暴力。

　音無さんは何も言い返さない。一いつ瞬しゆんだけ立ち止まったけど、再び歩きだそうと足を踏ふみだした。

　何も言い返さないのかよ。

　そりゃあ、結果はダメだったかもしれないけど、がんばったじゃんかよ。

　いつも僕にするように、文句のひとつでも言ってやればいいじゃないか。

　このまえのストーカーのときと同じだ。全部、吞のみこんじゃうのかよ。

「────んな」

　もしかしたら、音無さんはこういうことにも慣れっこなのかもしれない。

　もしかしたら、こういうことを言うやつらを黙だまらせたくて、私生活でもアイドルを演じているのかもしれない。

　もしかしたら、いつも、いろんなことに我慢してるのかもしれない。

　でも────僕は、我慢できねぇよ。

「ふざけんな！」

　僕は、いつの間にか三人組に向かって大声を出していた。

　騒さわがしい廊下が、水を打ったように静まる。

　視線が僕に集まる。

　こんなの、僕のキャラじゃない。

　でも、僕が言わなくちゃいけないんだ。

　声に出して言わなくちゃいけないことが、世の中にはあるから。

「は？　なにおまえ。ああ、新聞に載ってたやつか。いいねぇ、かわいいってだけで、男に守ってもらえるんだからさ」

　もしかしたら、僕もこいつらみたいに考えてしまっていたかもしれない。

　アイドルという仕事を、こいつらみたいに甘く見ていたから。

　でも、知ってしまったから。

「おまえらに、音おと無なしまどかの何がわかる」

　どんなときでも、必死にアイドルを演じる彼女を。

　好きだから、という理由だけでは、なかなかここまではできない。そんなプロの情熱を、身近に感じてしまったから。

　どんな苦労も努力も、人前では絶対に見せず、いつも笑顔で。

「自分を磨みがく努力もしてないようなやつに、音無まどかを悪く言う資格なんかない！」

　腹が立った。

　何も知らないくせに、言葉だけで音無まどかを傷つけるこいつらに。

「ね、もう帰ろ？」

　声に気づいて振り返ると、音無さんが僕のうしろに立っていた。




　帰り道。

　大きな声を出してしまった僕は、なんとなく居心地が悪く、逃げるように学校を飛びだした。

「びっくりしちゃったわよ、いきなり大きな声を出すんだもの」

　音無さんとふたりで帰るのは、何度目だろう。

　あんなことがあった後でも、音無さんは笑顔で僕に話しかける。

　傷ついてなんかいないよって。気にしてなんかいないよって。

　そう言いたいのかよ。

　そんなことをされたらさ、守ってやりたくなるじゃねえかよ。

「ごめん、なんか、イラッときちゃって」

「ほんと、ムカつくわ！　次は絶対に、文句を言えないような点数取ってやるんだから！」

「うん、そうだね」

　そっか。

　やっぱりそうやって、文句を言うやつらを黙だまらせてきたんだな。

　そんで、これから先もずっとそうやっていくんだな。

　よし、だったらわかった。

　友達として、仕事仲間として、音おと無なしまどかのファンとして。

　僕は音無さんを応援するよ。支えるよ。

　そして──────。

「あー。……えっと、ね」

「ん？　なに？　音無さん」

「言ってなかったから。このまえのストーカーのときのとか」

　なんか、言いづらそうにしている。手をうしろで組んだり、やっぱりほどいて前に持ってきて、また組んだり。

「……………………ありがとう」

「あ、いや…………」

　僕はいままで、声優・音無まどかの声をたくさん聞いてきた。アニメであったり、ラジオであったり、メディアはさまざまだけど、数え切れないほどのセリフを聞いてきた。

　だけど、いま彼女の口から出た、たった五つの言葉ほど、僕の心を動かしたものはなかった。

「がんばるから」

「え？」

「ラジオとか、公録とか。僕、がんばるから」

「…………当たり前でしょ？」

「はは、そうだよな。当たり前だよな」

　──────そして、ラジオの相方として。

　僕も心を切り替えよう。

「でもさ、どうしたらいいんだろうな」

「なにが」

「どうやったら、おもしろくなるのかなって」

「あんたさ、自分の出てるラジオ、聴きいた？」

「いや、なんか恥ずかしくて」

　再生ボタンは押したけど、すぐに止めたのだ。

「じゃあ、聴いてみなさいよ」

　昨日の夜、第二回目がアップされたはずだ。バックナンバーもあるはずだから、聴き比べてみるのもいいかもしれない。

「まあ、明日はリスナーも来るわけだからね…………困ったら、脱げばいいんじゃない？」

「なにその、窮きゆう地ちに立たされた芸人の選せん択たく」

「で、そのまま警察に」

「パンツまで脱ぐの？　体張りすぎでしょ、それ！」

「安心して、いざとなったらあたしが…………」

「え…………まさか、お、音おと無なしさんも？」

　ステージの上で一枚一枚服を脱いでいく音無さん…………ごくり。

「いきなり笑いながら脱ぎだしたんです！　って警察の人に事情を説明してあげるから」

「助けてくれないんだ!?　せめてかばってよ！」

　なんだか音無さんにちゃんとツッコむの、久しぶりだな。

　ここのところ、ずっとギクシャクしてたからなあ。

「あ、そういえばさ」

　裸はだか、で思い出したことがある。

「音無さんがうちに泊まった日の夜のことなんだけど」

「な、なによ」

　急に音無さんの歩くスピードが上がった。慌あわてて僕も足を速める。

「夢なのかもしれないんだけど、音無さん、夜中に僕の部屋に来た？」

「…………さ、さあ？　どうだったかしら」

「そんときにさ、なんか、タコ…………みたいなのがしゃべってたような気がするんだけど」

　ぴたり。音無さんが急停止した。

　あとを追う僕は、危うくぶつかりそうになる。

　振り向いた音無さんが、至近距離からまじまじと僕を見てくる。

「聞こえてたの…………？」

　夢、じゃなかったのか？

「あのね、あれは…………」

「音無さんにも、かわいい趣味があるんだね。おもちゃか何か？」

「おもちゃ？　え…………ああ。そ、そうね。うん。まあね。…………って、あたしにも、ってどういう意味よ！」

　僕の足を思い切り踏ふみつけると、さっさと歩いていってしまった。いったいなんだっていうんだ。

「ちょ、ちょっと待ってよ！」

　わけのわからないまま、僕は音無さんを追いかける。

　ああ、明日はついに公録の日だ。がんばろう、うん。

　必死に、やれることを、やれるだけのことをやろう。
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「つ、ついにやってきてしまった」

　手に汗をにぎるとか、そういうレベルじゃない。したたり落ちるんじゃないかってくらいの汗の量だ。

　目の前に広がる人、人、人。

　ふだんの僕なら、なにかおもしろいツッコミどころ満載の人、どこかにいないかな、なんて思うところかもしれないが、今日はそんな余裕、これっぽっちもない。

　新しん宿じゆく駅前は、とんでもない状況になっていた。会場が近づいてくるにつれ、緊きん張ちよう感かんが増してくる。昨日の夜、たいして眠れなかったのは言うまでもない。

　アルタの正面はちょっとした広場になっている。広場というとだだっ広くて何もない平地を想像するが、ここは違う。人で埋め尽くされているのだ。喫煙スペースがあったりするせいで、広さなんてまったく感じない。むしろ、広場なのに人が多すぎて窮きゆう屈くつなくらいだ。

　そんな場所に、ステージが設置されていた。ステージはちょっと高くなっていて、遠くからでも出演者がよく見えるようにという心配りがされている。

　ステージの前は鎖と赤いコーンで区切られていて、どうやらそこにお客さんが入るらしい。イスなどはなく、立ち見だ。なるべくたくさんの人を入れられるように、そうしたのだろう。

　まだお客さんは入っていないが、周りには人だかりができている。あの中のどれくらいがリスナーさんなのだろうか。

　っていうか、このステージだと、最初からラジオ目的で来てくれたリスナー以外の人も大勢、僕たちを見ることになるだろう。

　いや、それが目的なのか。とにかくたくさんの人の足を止めて、このラジオを続ける意味があるってことを偉い人たちにわからせるためのイベントなのだから。

　ステージの横には、大きなテントが張られていた。ビニールシートのようなものがかけられていて、中を見ることができない。どうやらあそこが、スタッフの集合場所のようだ。

　近くまで行くと、プロデューサーさんが僕に気づいてテントの中へと招き入れてくれた。

「村むら人びとくん、おはよう！」

「お、おはようございます」

「音おと無なしさんはもう来てるんだけど、あっちの車でスタンバってもらってるから」

　さすが、アイドル声優は扱いが違うらしい。まあ、この人ひと混ごみの中をふつうに歩いてこれるのは、僕が素人しろうとだからだね。

「そうそう、ひとつ朗ろう報ほうがあるよ！　なんと、カメラが入って、アルタのモニターにイベントの風景を映してもらえることになったから！」

　アルタのモニターだって!?

　思わず見上げてしまう。アルタのビルの壁かべに設置された、とんでもなく大きい画面。

　テレビのインチに換算したら、いったい何型になるのだろう。

　あれに、イベントの風景が映るんだって？　僕がマイクの前でしゃべっている様子が、あの超巨大モニターに！

　しかも、モニターがあるのはステージのちょうど正面。つまり僕はしゃべりながら、モニターに映っている自分の姿をイヤでも目にするということだ。

　どれだけ僕を追いこめば気が済むのだろう。ただでさえ、大勢の人の前に立つ緊きん張ちようだけで夜眠れなくなったり、トイレが近くなったりしているというのに！

「じゃ、まだ準備に時間がかかるから、ここで待っててね！」

　用意してもらったイスに座る。いや、座るというか、崩くずれ落ちる。

　想像していた以上の規模だ。

　なにもかもがおかしい。

　スタッフの人から台本を受け取った。相変わらず直前なんだな。公録なんだから、もうちょっと前に渡しておいてくれって。

　それから、打ち合わせというのもはばかられるような、段取りの確認だけをする。

　…………ちっとも頭に入ってこないけどね。

　ああもう、落ち着けよ、僕。

　いまさらあがいたって、何もできないんだから。

　続いて、番組に届いたメールを見せてもらう。おそらく、これは僕に見せる用としてチョイスしたやつなんだろう。

　それでも結構な量があった。紙束は、文庫本二冊分くらいの厚さだろうか。

　少なくとも、これだけの人数は僕の声を聴きいているわけだ。

　メールを送ってくれた人が全員、今日来てくれればいいのにな。

　なんて思いながら、メールに目を通す。本当に、通すだけ。あ、これおもしろいから本番で読もうとか、そんな余裕はない。

　どれくらいのときがたっただろうか。あっという間だった気もするし、ものすごく長い時間がたっているような気もする。時間を気にする余裕もないほどテンパっているのと、永遠に開始時刻が来なければいいのにという気持ちが僕の体内時計を容よう赦しやなく破壊しているのだ。

「おつかれさまでーす！」

　僕とは正反対の、明るい声がテント内に響ひびいた。この声は、音おと無なしさんだ。さすが余裕あるなあ。これくらいのステージは慣れっこなんだろうね。同い年の人間とは思えないほどの肝きものすわりようである。

　声のほうを向くと、いつもとイメージの違う音無さんがいた。

　音無さんも僕に気づいたのか、スタッフの人たちにあいさつしながら、こっちへやってきた。

　ふだんのラフな格好とはちょっと違う。ステージ用の衣装だろうか。

　薄い緑色の丈たけの長いワンピースである。あれ？　どこかで見たことあるような気が…………。あっ、思い出した。

「それって、前になんかの雑誌で着てた…………」

　このまえの勉強会のときに話してたやつだ。僕が一番気に入ってるって選んだ写真の衣装だったはず。写真にはあった、つばの大きな帽子がないから、すぐにはわからなかった。

「あー、…………一回着てそれで終わりじゃあ、もったいないでしょ？　だ、だから買い取ったのよ。自分でも気に入ってたから。それだけの理由だから、本当に」

「うん、たしかによく似合ってるもんね」

「へ？　うん。そ、そうでしょ？」

　ん？　なんか言葉を間違ったかな？　思ったままを言っただけなんだけど。

　ちなみに僕は、当然のように私服だ。いつもお世話になっている、低価格がウリの全国チェーン店で新しく買ったものだ。これでも今日は、おしゃれをしてきたほうなんだけど。

「なんか顔色悪いわよ？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「緊きん張ちようしすぎで、昨日はたいして眠れなかったからな…………」

　僕の力のない返答に、かすかに笑みを浮かべつつ、音おと無なしさんがうしろへ向けて手招きをする。

「ああ、ほら、こいつ。こいつが噂うわさの素人しろうとよ」

　音無さんに続いてやってきたのは、一人の女性である。

　長くてまっすぐな黒髪を揺ゆらし、にこやかに「初めまして」とあいさつをする。
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　音おと無なしさんが元気いっぱいのいまどきのアイドルならば、彼女はお淑しとやかな大和やまと撫子なでしこ。

「えーっと、この娘こは…………って、あんたに説明はいらないか」

　そうだね。知ってるよ。僕、この人のこと知ってるよ、音無さん。

　彼女の名前は天あま乃の川がわしぐれ。家族全員が声優というサラブレッドである。音無さんと並ぶほどの人気を誇る女性声優さんである。

　同じ職業、同い年で、事務所まで同じ。ただし、動と静の反する属性をもつ音無さんと天乃川さん。プライベートでは仲がいいらしく、よく一緒に遊んでいるんだとか。

「急きゆう遽きよ決まった今日のゲストだから」

　ゲストかあ。ゲストを迎えるのは初めてだなあ。

　って、あれ？　そんなこと、台本に書いてあったっけ？　見落としてたか？

「あれ？　知らなかった？　ホームページでも告知されてたでしょ」

　全然見てなかったよ。いっぱいいっぱいだったからね！

　と、とりあえず自己紹介だ。

「初めまして！　常つね村むら良りよう人とです。今日はよろしくお願いします」

　自己紹介しながら、さりげなく握手をする。もちろん、汗でベトベトの手をズボンでゴシゴシ拭ふいてから。

「天乃川しぐれと申します。貴方あなたさまのことは、まどかからいろいろとうかがっていましたわ」

　いったい何を吹きこんでいるのだろう。マイナスイメージを広めるのだけはやめてほしい。

　それにしても、なんていい声なんだろう。音無さんみたいにハイテンションではなく、落ち着いてゆっくりとしゃべるせいか、ものすごく和なごむ。

「どうせ変なことばっかり言っていたんでしょう？　それは忘れてください」

「あら、そんなことはありませんわよ？　自分の言葉がファンの人にどういう風に伝わるか、とても参考になると言ってましたわ」

「しぐれ！　余計なことを言わなくていいから！」

　初耳である。

　たしかに音無さんは業界長いもんな。業界のことには詳しくなっても、受ける側がどういう風に受け取るかはなかなか知る機会がなさそうだ。

「それに──────」

　ゆっくりとしゃべる天乃川さん。ああ、和むなぁ。

「ふだんのまどかなら、たとえ自分のファンだろうと路ろ傍ぼうのいしくれ同様蹴け飛とばしていくところなのに」

「ちょっとしぐれ！　さりげなくあたしをひどいやつに仕立て上げるのはやめてっていつも言ってるでしょ!?」

「そんな、人を陥おとしいれるなんて、この世に生を受けてからというもの、一度もしたことがありませんわよ？」

「わかったでしょ素人しろうと。これがこの女の本性なのよ？　自分で言うのもなんだけど、正直あたしより裏表ある女なんだから」

「ひどいわまどか。ねえ良りよう人とさま、そんなことありませんのよ？　貴方あなたさまなら、わかってくださいますわよね？」

　僕のシャツの端はしっこをおずおずとつかみながら、上目遣づかいでこちらを見る天あま乃の川がわさん。な、なんてかわいい人なんだろうか。

「音おと無なしさん！　そんなあることないこと言うのやめようよ！」

　ついつい肩をもってしまいたくなるじゃないか！

「なにころっと騙だまされてんのよ！　こうやってしぐれはいつもいつも人のファンを奪うばっていくんだから！　これが常じよう套とう手段なのよ！」

　はっはっは。なにを言ってるんだ音無さん。たしかに、なんか、どっか引っかかる感じはあれど、天乃川さんはいい人じゃないか。そんなひどいこと、しないよね？

「あら、しぐれちゃん。来てたの？」

　あ、芹せり沢ざわさんだ。

「よしよし、今日はちゃんとふつうの服装で来たわね」

　僕のシャツの端っこをつかんでいた天乃川さんが大きく後ずさる。

「せ、芹沢さまもいらっしゃったのですか。ほほほ……それでは、わたくしはもうちょっと準備がありますので、車で待機していますわ」

　登場からずっとおっとりとしたイメージを漂ただよわせていた天乃川さんが、なんか一いつ瞬しゆんだけ慌あわてたような様子だった。なにかあったのだろうか。まあ、音無さんと天乃川さんは同じ事務所なわけだし、芹沢さんと知り合いだとしてもおかしくはないんだけど。

　なぜか、ただの知り合いというよりは、天敵に見つかったときのような反応だった気がする。

　台本を改めて確認すると、ゲストの呼び込みはオープニングトークの後にするらしい。完全に見落としていた。っていうか、「ゲスト呼び込み」って書いてあるだけで誰だれがゲストなのか書いてないしなあ。手抜きじゃね？　この台本。

「まどか、良人くん。そろそろ時間よ」

　げ、もう時間かよ！　やばい、心の準備なんてできてないぞ！

「おっけー」

　音無さんは軽く息を吐くと、見覚えのあるアイドルスマイルをのぞかせる。すぐ切り替えられるんだもんなあ。すごいよ、ほんと。

　そして、ステージへと歩いていく。かっけえ。このまま見送って終わりにしたいところだが、そういうわけにもいかないんだろうなあ。

　僕も気合いを入れなくちゃ。

　僕も、音おと無なしさんに続く。

　続こうとしている。

　でもなんなんだ、足が動かない。

　天あま乃の川がわさん登場のおかげで、ほんの少しだけ忘れかけていた緊きん張ちようがぶり返してきたのだ。

　音無さんがなかなかやってこない僕の様子に気づいた。

　そして、緊張してなかなか踏ふみだせない僕に、音無さんが言う。

「あんたももうパーソナリティなんだから、ステージに立つときは笑顔になりなさい。それが、スタッフのみなさんへの、見に来てくださるリスナーのみなさんへの礼れい儀ぎよ」

「わかってる、わかってるんだけどさ」

　日ごろの音無さんを見てきてるから、頭ではわかってるんだ。僕も、音無さんみたいにしなくちゃいけないって。

　でも、そこはやはり経験が違う。体が反応してくれない。

　だって、これから向かう先にはとんでもない数の人がいて、目が、耳が、興味が、こちらに向けられるんだ。

　僕はそれに応こたえられるのか？

　お客さんたちを、満足させられるのか？

　いまになって、例のメールの内容が頭の中に浮かんでくる。

　足が動かないのは、緊張だけじゃない。

「ったく、しょうがないわね」

　音無さんは僕の目の前までやってくると、手をぐーにして僕の胸に置いた。

「あんた、あたしのファンだったんでしょ？　そんなあんたが、初めて会ったとき、大好きなあたしの前で堂々としゃべってみせたじゃない」

　音無さんと出会ったとき。ほんの二週間前のこと。

　なんだか遠い昔のような気がする。あのときの僕はもう必死で必死で。いろいろ考えている余裕なんてなかったんだ。…………まあ、そう考えたら必死なのはいまでもそうだよな。

　音無さんがまっすぐ僕を見つめている。目には強い光が灯ともっている。

「アイドル声優音無まどかの前と比べたら、一般人の百や二百どうってことないでしょ？」

　ふだんなら、鼻で笑ってしまうところだ。

　でも、なんだか少しだけ、気持ちが落ち着いた気がする。

　アイドル声優音無まどかは、最強の相方だ。恐こわがる必要なんて、ないんじゃないか。

　────ついに始まる。

　初めての、公開録音！










「どうぞ！」

　スタッフさんの合図を受けて、台本とマイクを手にステージのそでから一歩を踏ふみだす。

　……なんだこれ。

　…………なんだこれ！

　………………なんなんだ、この人の数は！

　盛大な拍手に迎えられ、ステージ中央に進んでいく僕と音おと無なしさん。テープの貼はってあるところに立つようにと指示を受けていた。

　いざ足をかけてみると、ステージがとても広く感じる。

　歩きながら、チラリと周囲を確認する。

　手前には、この公録を目当てに来てくれたのであろう人たち。その奥には、急に大きな拍手が起こったので、なにが始まったんだろうと立ち止まる人々。

　とにかくたくさんの視線がこちらに向けられている。

　こちらというか、音無さんだよな。みんな、音無さんを見に来てるんだ。僕のことなんて誰だれも見てないさ！

　そうそう。じゃがいもさ。じゃがいもじゃがいも…………ダメだ！　目のついたじゃがいもなんてあるわけない！　じゃがいもになんて見れない！

　ぎくしゃくと歩きながら、ときおり右手と右足が一緒に出ながら、ようやく床に貼られたテープを発見。

　よし、ちょっと深呼吸────と、見上げた先にあるのはアルタの巨大モニター。そして、そこにアップで映る僕の緊きん張ちようした顔！

　うっわー…………。想像以上にヤバいわ、これ。

　と、思ったらすぐに画面が切り替わって客席が映った。

　カメラが捉とらえたのは、「がんばれ！　村むら人びとＢ！」と大きく書かれた横断幕と、よく見知った顔たち。天あま池ち、久く住ずみ、高たか見み沢ざわの友人三人組だ。あいつら来てたのかよ！

　あの横断幕って、教室に飾ってたやつじゃないだろうか。微妙に裏の文字が透けて見えるし。使い回しかよ。

　うん、なんていうか。恥ずかしいけどうれしい。うれしいけど恥ずかしい！

　右手に持ったマイクを左手に持ち替えて、右手の汗をぬぐう。そしてまた、右手に持ち直して正面を向く。

　手が震ふるえる。足が震える。

　マイクを口元まで持ってきて、息を吸う。

　マイク越しにたくさんの人の顔が見える。

　マイクの上に、タコが乗っている。──────タコ!?

　びっくりして吸った息が全部出た！

　な、なんだこれ！　動いている。うねうねと、足だか手だかわからない、暫ざん定てい的に触しよく手しゆと呼ぶが、うねうねと動いている。

『まどかから話は聞いた。きさまが常つね村むら良りよう人とか』

　しゃべった…………？　タコが!?

「みなさん、こんにちは！」

　戸惑う僕をよそに、音おと無なしさんが大きな声であいさつをしながら手を振っている。そして、こちらを見る。次はあんたの番よ、とそういうことなのだろう。

　が、音無さんは僕を見て固まった。いや、僕というか、僕の持つマイクにからみついているタコに、だろう。

　目をまん丸にしておどろいている。人前でこんなに動どう揺ようしている音無さんを見たのは初めてかもしれない。だが、やはりそこはプロ。すぐに気を取り直す。

「ほら、村むら人びとくんも、あいさつ！」

「あ、はい！　こ、こんにちは！」

　と、とりあえず僕も、音無さんにならって手を振りながらあいさつしてみた。音無さんと比べたら、すごく控え目だけど。

「さあ村人くん、ついに始まりましたよ。『ラジオの法ほう則そく』の公開録音！」

　何事もなかったかのように進行する音無さんに対して、僕は必死に相あい槌づちを打つ。

「第三回目で公開録音って、ふつうじゃないですよね！」

『ふむ、公開録音か』

　タコも相槌を打つ。なんだよこれ。

　っていうか、みんなにはこのタコの声って聞こえてないのか。

　助けを求めて音無さんを見る。が、軽く顎あごを前方に向けられただけだ。前を向けということらしい。

　促うながされて前を向いた僕の視界に、アルタのモニターが。明らかにテンパっている僕がいるわけだが…………おかしい。マイクに乗っかったタコが映っていない。なのに、直接見ると、やっぱりタコがいる。デフォルメされたおもちゃのようなタコだ。

　ってか、このタコってやっぱりあれだよな。夢かなにかだと思ってたけど、音無さんがうちに泊まったあの夜にしゃべってたタコだよな。

　でも、カメラに映らなくて、他ほかの人には声も聞こえないタコって、いったい…………。おもちゃにしても、高性能すぎるぞ。

「どうですか村人くん、初めての公開録音は！」

「き、緊きん張ちようしますね」

『けっけっけっ。常つね村むら良りよう人とよ。周りを見てみろ。ものすごい数の人間が、おまえを見ているぞ？』

　緊きん張ちようをあおるな！　こいつ、いったいなんなんだよ！　カメラに映らないし、どうやらこの声も他ほかの人には聞こえていないらしい。

「あたしも緊張してますよ。やっぱりどれだけやっても、緊張はしますねえ。こういうときってさ、手のひらに文字を書くといいんでしたっけ」

「あー、そんなおまじないありましたねぇ」

　とりあえず話を合わせよう！

「『美少女』って書いて吞のむと……ムラムラするんだっけ？」

　いきなりボケてきたか。さすが音おと無なしさん。予想通りというかなんというか。

　いや、もしかしたら、音無さんなりの確認なのだろうか。前回のような僕だったら、音無さんはまた違う進め方をするつもりなのかもしれない。

　だったら、僕はどうすればいい？

『今日もまどかはかわいいのお！　ワシもムラムラしちゃう！』

「公録中にムラムラすんな！」

　ツッコんだ！　音無さんにというか、どちらかというとタコに？

「じゃあ……汗って書いてペロリとすると、しょっぱい！」

　僕がツッコんだのを受けると、音無さんは続けてボケてきた。

　だ、ダメだ。公録の緊張もそうだけど、変なタコまで現れて、もう何も考えられん！

「緊張して手に汗にぎってるだけでしょ！」

　音無さんに合わせてツッコむだけだ！

「手と手のしわとしわを合わせて、幸せ」

「あー、なんかちょっと落ち着いて────くるか！　それお仏ぶつ壇だん！　どんなに手を合わせても緊張はほぐせませんよ！　ああもうほら、舐なめた手を合わせたりするから両手べとべとじゃないですか。────って、僕のそでで拭ふかないでください！」

　音無さんは続けてボケてきてくれる。相変わらずなにがなにやらわからないラジオになってるけど、僕たちを見に来てくれた人たちは笑ってくれている。

　そして、僕のマイクにからみついたタコも────。

『むむ！　なかなかやるな、おぬし。危うく成じよう仏ぶつするところだったぞい』

　……………………知らねえよ。

　タコにお墨すみ付きをいただいた。って、なんか変な言葉だな。

　しかし、どうだ。何も考えずにツッコんだ結果、みんなが笑ってくれた。

　それは、第一回の収録のとき。スタッフのみなさんが笑ってくれたときの感覚に、似ている。

　第二回のラジオが公開されて、僕は耳に、それこそタコができるくらい何度も聴きき直して、一回目と二回目を比べてみた。

　おどろきと緊きん張ちようで意味不明になっていた第一回の収録だが、少なくとも第二回よりもおもしろかった。その違いはいったい何か。

「緊張といえば蚊かですね」

「おおっと急な話題転換。そして緊張と蚊の繫つながりがわからない！」

「キンチョールの夏とか言うでしょ？」

「ダジャレかよ！」

　担任の和わ田だ先生がうつったのだろうか！

「最近はどこも暖房が効いてるから、冬でも蚊がいますよね」

「あー、いますね。変な時期に出没する蚊って、強力ですよね」

「そうそう。あたし、この前その蚊に足を刺されてさ。もうすごい赤く腫はれちゃって」

「うわー、かゆそう」

「あまりにもかゆかったからさ、かゆみを抑えるおまじないをしてみたんですよ」

「ああ、刺されたところに爪つめで×印をつけたりするやつですよね」

「うん、爪で『美少女』って」

「どんだけ腫れたんだよ！　美少女って書けるくらい腫れたのなら、病院行ったほうがいいですよ！」

「そしたら、足だけ美少女に！」

「わー、きれい。って、なるわけないでしょ！」

「結局、おまじないしたらさらに腫れちゃったんだけどね」

「まあ、刺激してるわけですからねぇ」

「…………美少女が刺激して腫れるって、なんか淫いん靡びじゃない？」

「オープニングトークのオチが下ネタかよ！」

　音おと無なしさんがボケて、僕がツッコむ。第一回のときと同じだ。

　というか、音無さんがボケてリードしてくれないと、僕からはなにもできない。いや、むしろその形がいいのかもしれない。

　音無さんも僕がツッコむと楽しそうにしてるみたいだし、このままでいいのかな。

「それでは、『ラジオの法ほう則そく』、今回もよろしく！」

　タイトルコールをすると、音楽が流れる。

　オープニングの音楽が流れるわずかな間に音無さんが僕に近づいてきた。

　手にした台本を僕に見せるようにして、少しだけうしろを向く。台本の確認、とお客さまに思わせるようにだろう。当然、マイクは降ろしている。

「ちょっと、それよこしなさい」

「そ、それって」

「その、タコ！」

「こ、これ？　あ、音おと無なしさんもやっぱり見えてたんだ」

「っていうか、あたしはあんたに見えてるってことのほうがおどろきなんだけど」

　むむ、音無さんはこのタコの正体を知っているらしい。

『やあまどか！　イベント見に来たぞ！』

　僕のマイクにからみついたタコを、音無さんは無理矢理引きはがした。

「見に来るのはいいけど、もうちょっと考えてよお父さん！」

　は？　お父さん？　お父さんって、音無源げん太た？　亡なくなっていた…………はずだよね？

『いやあ、まどかのマイクに乗ったつもりだったんだがな、失敗失敗』

「ちょ、音無さん。話が見えないんだけど」

「あ、ほら。音楽終わるわよ」

「ちょっ！　音無さん!?」

　どうやら僕への説明はないらしい！

「いやー。村むら人びとくん、意外とお客さん来てくれましたね」

　何事もなかったかのように始まった！

「そうですねぇ」

　しょうがない。あのタコのことはイベントの後に改めて訊きくとしよう。

　いまは、公録に集中だ。

　一番ステージに近い、鎖と赤いコーンで区切られたスペースは、リスナーのためのものだ。

　そのうしろに、オープニングトークを聞いて興味を持ってくれたのか、人だかりができ始めている。

　さらにその奥には、タバコを吸いながら僕たちをながめる人たち。そして通行人のみなさんが見える。

「急に決まった公録ですからね、あんまりお客さんが来てくれないんじゃないかと思って、あたし心配してましたよ」

「本当に、僕もちょっと安心しました」

「さてさて、じゃあさっそくですけど、来てくれたみなさんへのプレゼントもかねて、特別ゲストを呼んじゃいましょうか！」

　おっと、ここで呼び込みか。

　音無さんの言葉に、周囲が一気にざわつく。さすがだねえ。音無さんの人気もすごいけど、天あま乃の川がわさんも負けてない。

　天乃川さんがステージに一歩上がっただけで、ものすごい歓声が上がる。天乃川さんが、肘ひじから上だけを揺ゆらすお手振りで優ゆう雅がに応こたえると、何事かと興味をひかれた野や次じ馬うま根性のある通行中のみなさまが、どんどん集まってきてくれているようだ。

　一度ステージを見てしまえば、そこにはふたりの美少女がいるわけだから、そりゃあ釘くぎ付づけってもんである。

　天あま乃の川がわさんは、自分に向けられた歓声を思う存分味わいながらゆっくり歩いてくると、軽く礼をしてから僕の横に立った。

　ふとモニターを見上げると、右手に音おと無なしさん、左手に天乃川さんというなんともパラダイスな光景が映しだされていた。なのに、緊きん張ちようのせいで素直に喜べない！　くそ！　こんなの、一生に一度あるかないかの状況だというのに！

　そんな夢のようなポジションにいる僕へ、天乃川さんの第一声は────。

「はあ…………はあ…………良りよう人とさま、激しすぎです。わたくし、壊れてしまいそう」

　ど、どうしちゃったんだこの人は！

　まだ天乃川さんはマイクを降ろしていたからいいけど、誤解を招くようなことを言いだしたぞ！

　顔を真まっ赤かにして、息も切れ切れで！　ラジオ！　これ、ラジオだから！　聴きいている人に変に思われるから！

　変な汗が背中に流れるなか、音無さんがマイクに乗らないように僕に教えてくれた。

「しぐれって、超がつくほどの笑い上じよう戸ごなのよ。でもほら、大笑いするなんて、この娘このキャラじゃないでしょ？　だから、人前に出るときは必死にこらえるのよ」

　なるほど！　それでか！

　激しいって、僕のツッコミのことか！

「…………ふう、すみません。改めまして。天乃川しぐれです」

　ようやく落ち着いたのか、マイクを入れて自己紹介。

　再び起こる大歓声。

　歓声がある程度おさまるのを待って、音無さんがしゃべり始める。またこのタイミングがすばらしい。歓声のおさまり具合とか、どうやってはかればいいんだ。

「せっかくしぐれも来てくれたのに、告知があんなに急だと、地方の人には申し訳ないことしましたね」

「本当にその通りですわね」

　うわあ、音無さんと天乃川さんの会話だ。観客席行きてえ！　僕もあっちで、このふたりのトーク聞きてえ！

「今日、自分は遠くから来たぞーって人いますか？」

　さすが、音無さんはステージ慣れしている。ラジオの公開録音とはいえ、ただしゃべるだけじゃなく、見に来てくれたお客さんにもきちんと対応している。

　音無さんの問いかけに、一人の男の人が手をあげた。

　息ぴったりの天乃川さんが続く。

「どちらからいらっしゃったんですか？」

　男の人は大きな声で「北海道！」と叫んだ！

「すごい！　村むら人びとくんを見に、北海道から!?」

「ぶっ────」

　思わず吹きだした！

　それはボケですか、素すですか？　どっちですか音おと無なしさん！

　北海道から来たという男の人を見ると、ちょっと遠えん慮りよがちに首を横に振っている。そりゃそうだよ！

「僕を見にわざわざ北海道からなんて、そんなことあるわけないじゃないですか！　みんな、音無さんや天あま乃の川がわさんを見に来てるんですよ！」

「そうかなぁ。案外、村人くんを見に来てる人もいると思うよ？　よし、じゃあ、今日は村人くん目当てで来たって人、手あげてください！」

　やめてくれ！　そんなこと訊きかないで！　わかってはいるけど、ちょっとだけみじめな気持ちになるから！

　しかし────手はあがった。

「いやぁ、みなさんやさしい！　空気を読んでくれてありがとうございます！」

　ウソでもうれしいぞ！

　会場にちらほらとあがった手を見ていたら、その中に久く住ずみ、天あま池ち、高たか見み沢ざわの友人三人組もいた。手をあげながら爆笑してやがる。

　って、うわ！　一番前に霜しも月つきさんと愛あ好こが！　気づかなかった！　ステージの一番前には、アルタのモニターに映すためのカメラが置いてある。そのために一般のお客さんは入れないようになっているのだ。

　そこにいるってことは、スポンサー特権を利用しやがったな！

　そしてその横には原作の与よ太た与よ作さく先生が。原作者の隣となりとか、すごいポジションだなあ。

「いやー、それにしても、わざわざあたしたち見るために北海道から来てくれるなんてねえ。旅費だけでも結構かかるでしょ？　よかったの？」

「なんの確認なんですか！　いいじゃないですか！　ここは素直に喜んでおきましょうよ！」

「そうですよね！　恥の旅は搔かき捨てって言いますもんね」

「言いません！　そんな旅にはそもそも出ないでください！」

　音無さん勉強苦手だからなあ。「そうだっけ？」とか言ってるけど、素で間違えた可能性は否定できない！

「よし、じゃあ今日は、ふつおたをいっぱい読みましょう。もしかしたら、今日来てくれたみなさんのを読めるかもしれませんからね！　しぐれもちゃんと聞いててね！」

　音無さんに言われて、天乃川さんのほうへ振り返ってみると────うわ、なんかぷるぷるしてる。笑いを我慢してるのだろうか。

　音おと無なしさんが一枚のメールを選び僕に渡してくる。読めということらしい。

「はい、じゃあまずはこのメールから。『がんばれ村むら人びとＢ！』って、これだけ!?　ラジオネーム、クーズミーさんからのメールでした」

　ん？　久く住ずみ？

　僕が視線を移すと、我が悪友、久住が手を振っていた。あいつのメールかよ！

「村人くん、応援されてますよ！」

「ありがとうございます！　素人しろうとなりに、がんばりますよ！」

「えーっと、次は………………ふむふむ。へえ…………ほうほう」

　一枚の紙を手に、なにやらうなずいている音無さん。

「なんで黙もく読どく！　公開録音なんですよ!?」

「公開だから、いいかな、と思って」

「録音してるんですよ！　あとでネットにもアップするんですよ！　黙だまってたら放送事故じゃないですか！」

「もう、村人くんマジメなんだから。ではでは、ラジオネーム、おケエさんからです。『おれおれ！　おれだけどさ、金が必要になっちゃって、ちょっと貸してくれない？』」

「それ、おれおれ詐さ欺ぎですよねえ!?」

「続いてラジオネーム、カッシューさんから。『あなたが先月利用したアダルトサイトの料金は、三万円になります。至急、下記まで振りこんでください』」

「今度は架空請求ってやつですよね!?」

「さらに、ラジオネーム、リーリーさんから。『今日も僕は元気です』」

「よかったですね!?」

「なんか…………あんまりうちの番組に関係ないメールばっかりですね」

「それを読む音無さんも音無さんですけどね!?」

　さっきから音無さんばっかりメールを読んでいるけど、せっかく天あま乃の川がわさんもいるんだから……ああ、いや、だめだ。口元を手の甲で隠して、顔を真まっ赤かにしている。とてもメールを読める状態ではなさそうだ。

「あ、これは間違いなくうちの番組宛あてですね」

　と、音無さんはあからさまに探してますよー、の体ていでメールを一枚選んだが、いままでのがおかしいんだって！　もっと、ふつうのメールはいっぱいあったはずだよ!?

「えー、ラジオネーム、シシカマさん。『先日、ぼいる・しゃるるの法ほう則そくを買いに行ったら、急にえっちな本が買いたくなってしまいました。お金の都合上、どちらかしか買えません。僕は泣く泣く、ぼいる・しゃるるの法則を諦あきらめました』」

「じゃあメールしてくんなあああああ！」

「ちょっと村むら人びとくん！　どうする!?　これはあたしたちの宣伝力が足りないせいじゃないかな！」

「戦う相手がえっち本っていうのが…………まぁ、ある意味強敵ですよね」

「っていうかさ、あたしたち、ラジオであんまり作品の話してないよね」

「ちょっ！　それは言っちゃいけないんですよ！」

「でもさ、お客さんも笑ってくれてるし、いいんじゃない？」

　言われて、ふと気づく。

　そういえば、メールとツッコミに集中してて、あんまり周りを見ていなかった。

　改めて会場をながめてみれば────。

　ものすごい数の人たちが、僕たちを見ていた。さっきの倍、もしかしたら、それ以上。

「そりゃ、僕たちはいいですよ？　みなさんにおもしろいって言ってもらえれば。でも、偉い人たちからしてみれば、もっとちゃんと宣伝しなくちゃまずいんじゃないですかね？」

「じゃあ、偉い人に直接訊きいてみましょうか？」

「へ？」

「実は、すぐそこに原作者の与よ太た先生もいらしてるんですよ！　ここは、先生にコメントのひとつでも頂いちゃいましょう！」

　それは楽しそうだ！

　最前列にいた与太先生は両手を突きだして全力で横に振っている。先生、堪かん忍にんしてください。もう無理ですよ。音おと無なしさんのフリのせいで、会場のボルテージめっちゃ上がっちゃってるんですもん。

「じゃ、僕訊いてきますね！」

　ステージとはいえ、たいした高さはないのでひょいと飛び降りる。そして、与太先生にマイクを向ける。僕がノリノリなのは、ラジオに出させられたことに対しての反撃というわけでは……なくもない。

　無言で、ひたいに冷や汗まで浮かべて顔を横に振る与太先生。

「一言、コメントをお願いします！」

　逃がしません。

「あ、あの！　いや、非常にいいと思います！」

　原作者の与太先生からお墨すみ付きをもらってしまった。

　僕がステージを振り返ると、音無さんと天あま乃の川がわさんが立っていた。

「原作者の先生がオッケーならなんの問題もないですね！」

「実は、わたくしも第一回から拝はい聴ちようしているんですよ」

　トークを続ける音無さんと天乃川さん。少しだけ高くなった位置に、ふたりがいた。すぐそばにいて、声も聞こえるのに、すごく遠い場所のような。

　なんとなく、懐なつかしい気分になった。そうか。ここはいままで僕がいた場所だ。

「では、ここでいったんＣＭです！」

　公開とはいえ、録音しているのだ。コマーシャルはふつうに入る。コマーシャルに入ると、音おと無なしさんはスタッフから新たに数枚の紙をもらっていた。新しいメールかなにかだろうか。

　僕は与よ太た先生に軽く会え釈しやくをして戻ろうとしたのだが、すぐ横から呼び止められた。

「兄さん、ふぁいとっ！」

「お兄さん、応援してますですよ！」

　愛あ好こと霜しも月つきさんである。

「ありがとう。えっと、楽しんでもらえてるかな？」

「はい！　とっても楽しいのです！」

　霜月さんも音無さんのファンだって言ってたからな。ちょっと興奮状態である。わかるわかる。その気持ち。

「ならよかった。ありがとう」

「なんていうか……お兄さんとトークしてるときの音無さんって、ちょっといつもと違うのですよ」

「へ？　違う？」

「はい！　なんでしょう。フレッシュフレッシュしているっていうか、いままでになかった音無さんというか」

　フレッシュフレッシュって…………。新鮮？　生々しい？　ああ、「生き生きとしている」ってこと？

「僕と、トークをしているときの音無さんが？」

「はい！　きっとお兄さんの影えい響きようだと思うのですよ！」

　そういえば音無さんは言ってたっけ。お父さんの影響であんまりツッコんでもらえないって。

　第一回目のときと、第二回目のときの違いって…………。緊きん張ちようしてわけわからなくなっていた僕が、がむしゃらにやったこと。スタッフのみなさんが評価してくれたのは、そういうことなんだ。

　そっか…………そっか、うん、そうだよな。

　僕にできることって、それだよな。

「ありがとう！　霜月さん！」

　霜月さんにお礼を言って、僕はもう一度、客席から、ステージを見た。

　優ゆう雅がにほほえむ天あま乃の川がわさんと、さっさと上がってきなさいよと言わんばかりに視線を送ってくる音無さん。

　いままでの僕は提供されたものを楽しむことしかしなかった。

　でも、作ることの楽しさを知ってしまったから。

　もう、戻れない。

　戻りたくない。

　見ているだけの僕になんて。

　僕はステージに飛び乗った。なぜか、緊きん張ちようはほぐれていた。

　すぐに音おと無なしさんが紙を差しだしてくる。なんだろうか。

「ほら、ここ」

　指をさされた場所には、全速力でボールペンが走った跡が。

『番組継続決定』

　え？　なに？

　これって…………僕がパーソナリティでいいってこと!?

　なんか、めっちゃうれしい。

　音無さんがボケて、僕がツッコんで、みんなが笑ってくれて。

　それが認められたって、すごいことだよな。

　もちろん音無さんの力が大きいんだけどさ。

　おっと、番組中に感動に浸ひたっている場合じゃない。ＣＭあけのジングルが僕の意識を引き戻す。

　音無さんのボケを見逃さないようにしないとな。

　よーっし、どんどんツッコむぞ！

「じゃあ村むら人びとくん、ちょっと作品の話でもしますか？」

「そうですね。じゃあ……音無さんはメインヒロインを演じるということで、どうですか？」

「あ、それに関しては、今度発売のアニメ雑誌でインタビュー受けたんで、それを買って読んでください」

「いま、話せよおおおおおおおお！　なんのためのラジオなんですか!?」

「じゃあなんのためのインタビュー記事なの！」

「お客さまのためですよ！」

「あ、ちなみにその雑誌、わたくしの記事も掲載されていると思いますので、よろしくお願いいたしますわ」

「便乗するな！」

　割って入ってきた天あま乃の川がわさんにも、ずびしっとツッコむ。

「ちなみにあたしは四ページだけど、しぐれは？」

「たしか、六ページだったかと」

「じゃあ、あたしは八ページに増やしてもらお」

「なにこんなとこで張り合ってんすか！　楽屋でやれ！」

　右へ左へと忙しいなあ、この人たちは！

「じゃあ、間をとって村むら人びとくんに二ページやってもらうってことで」

「どこの間をとったの？　誰だれが得するんですかその二ページ！」

　音おと無なしさんの提案に、天あま乃の川がわさんはまたしても手の甲で表情を隠すようにして笑いをこらえている。

　最初は人がいっぱいいて緊きん張ちようしまくってたくせに、いまは音無さんのボケと、僕のツッコミで、たくさんの人が笑ってくれるということがうれしくてしかたがない。楽しくてしかたがなくなっていたのだった。

　しかも、今日は天乃川さんもいる。こんなに心強い援軍があるだろうか。

　だって、信じられる？　音無さんと天乃川さんに挟はさまれてトークしてるんだよ？

　妄もう想そうの中でしか起こらない出来事が、実際に起こってるんだよなあ。

　改めて考えてみると、すごいよこれ。音無さんと天乃川さんって、同じアニメに出たことはあれど、同じステージに立ったことってないんじゃないかな。これが初めてなんじゃないかな。

「実際、音無さんと天乃川さんって、どっちが人気あるんですかね？」

　人生で最大の感動を味わっていた僕は、思わずぽろりと漏もらしてしまった。本人たちを目の前にして、それを訊きくか？　ってな疑問だ。まあ、最初から何も考えずにしゃべってツッコんでるんだからぽろりも何もないっちゃあないんだけど。

　ただ、さ。言い訳というか、正当化したいわけよ、いまの僕の失態を。

　ステージの上が、一いつ瞬しゆん凍り付いちゃったからさ。客席からはわからないだろうけど、僕の両側からの威い圧あつがすごいのなんのって。

「ど、どうなんだろうねー。あんまり考えたことなかったなあ」

「そうですわね。わたくしとまどかでは、タイプがまったく違いますものね。ふふふ」

　音無さんは負けず嫌いなのは知っている。が、天乃川さんからも音無さんのようなプレッシャーを感じるとは。さすが、そこはプロというところか。

　僕は、開けてはいけない扉を、開けてしまったのだろうか…………。

「さ、さあ音無さん！　そろそろコーナーいきましょうか！」

「そうだね、村人くん。ではでは…………」

　よしよし。我ながらうまく回避した。収録中ですもんね！

　音無さんは台本を一いち瞥べつ。次は、リスナーからの質問を受け付けるコーナーだ。

　なのに。

　なのに！

　ゆっくり息を吸った音無さんは、新しん宿じゆくの街全体に響ひびき渡るのではないかというほどの大きな声でコーナータイトルを叫んだ！

「緊急企画！　音無まどかヴァーサス天乃川しぐれ！　人気対決！」

『わあああああああああああああああああああああ！』

　音おと無なしさんに負けじと大声を出して盛り上がる観客のみなさん。

　ああ……なんてことだ。僕は、とんでもないことをしてしまったのか!?

「あ、あの！　音無さん？」

「せっかくこれだけお客さんが来てくれたわけだから、一度訊きいてみるのもいいかなと思いまして！」

「わたくしも賛成ですわ。これでまどかに勝ったら、『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』のメインヒロイン役をわたくしに譲ゆずる、というのはいかがでしょう？」

　それはマズイでしょ！　もう決まったことなんだよ!?　だいたい、キャラのイメージとかあるし！

「…………受けて立つわ！」

「立たないで！　さすがにそれはマズイって音無さん！」

　びしっと天あま乃の川がわさんに指をさす音無さんの顔は、マジだ。ボケでもなんでもない。

「ルールはいかがいたします？　このままいきなり、貴方あなたはどちら派ですか？　とお尋たずねするのも、おもしろくないですわよね」

　天乃川さんもノリノリなのかよ！

　さすがにスタッフもあせってるぞ？　誰だれが責任を取るんだ、自分は知らないぞ、とばかりに顔を見合わせている。
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「そうね…………じゃあ、せっかくみんながいるんだから、お客さんから質問やリクエストをもらって、それの受け答えで判断してもらうってのはどう？」

「構いませんよ。最後にみなさまに挙手をしていただいて、その数で勝負ですわね」

　話はどんどん進んでいき、決まったのはこうだ。

　さきほど僕が与よ太た先生にコメントをもらったのと同じようにステージを降り、リスナーのみなさんから質問やリクエストを受け付ける。

　リスナーのみなさんには、音おと無なしさんと天あま乃の川がわさんの受け答えで判断し、最終的にどちら派なのか手をあげてもらうのだ。

「それじゃ村むら人びとくん、よろしくね！」

　マイク片手にステージを降ろされた。

　しかたない。やるしかないか。僕の発言のせいだしね…………。

　うし、やると決まったからには、思いっきりやらないと！

「では、質問やリクエストがある人！」

　僕が叫ぶと、すぐさま手があっちこっちからあがる。そりゃそうだよな。音無さんと天乃川さんが、質問に答えて、リクエストまで叶かなえてくれるって言うんだから。

　僕はまず、一番近くで手をあげている男性にマイクを向けた。

「では、よろしくお願いします！」

「はい！　えっと、じゃあ…………おふたりの年収ってどれくらいですか!?」

　いきなりカネの話かよ！　たしかに人気対決の勝敗を決するには、いい判断材料かもしれないけど！

　これはアピールというよりも、いかにうまくかわすかが大事になってきそうだ。

「で、ではこの質問は…………音無さん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「そうですねえ…………たぶん、みなさんが思っているほどもらってないですよ？」

　ああ、よかった。音無さんのことだから、「そこまで言わなくてもっ！」くらいのことを言いだすかと思った。この場の発言は、編集で切ったりできないからな。

「まあ、事務所がどれだけもらってるかは知らないですけどね。あたしたちに入るのなんて、ほんのちょびっとですよ」

　あーあ、やっぱり言っちゃった……。言わなくてもいいことなのに！　事務所の人間である芹せり沢ざわさんも、ちょっぴり苦笑いじゃないか！

「音無さん、もうその辺で！　ありがとうございました！　じゃあ、続きまして、天乃川さんどうでしょうか？」

「みなさまに感想をいただいたり、応援していただけるのが、このお仕事の最大の報ほう酬しゆうですから。あまり年収とかは考えたことありませんわね」

　あ、うまい。さすが！

「しぐれ、ずるい！　確定申告とかやってるんだから、だいたいはわかってるでしょ!?」

　対して、音おと無なしさんはなぜそんなに地に足が着きすぎた指摘をするのだろうか！　暗あん黙もくの了解なんだよそこは！

「では、次の質問にいきましょう！」

　さて、と見回すと、すごい勢いでみんな手を突きだしている。圧倒されるほどのアピールを受ける中、僕が選んだのは、数少ない女性リスナーだ。

「えっと、ここ最近で、一番ムカついたことってなんですか？」

　おおっと、これも難しい質問だぞ。どう答えたらかわいく聞こえるか。それが問題だ。

「音無さん、お願いします！」

「最近、最近かあ。あ！　この前コンビニで買い物したんだけどさ、そこの店員が商品を袋に入れるのが下へ手たで下手で！　そこにパン入れたらつぶれちゃうでしょ!?　って入れ方するの。あれにはちょっとイラッとしました」

　変にごまかさずに直球勝負の音無さん。このさばさばしたところは、やっぱり音無さんの持ち味だよな。そしてまた、すごく共感できるし！

「ではでは、天あま乃の川がわさん！」

「そうですわね…………わたくしあまり怒るのは得意でなくて。なんでしょう。自分の未熟さには、いつも歯がゆい思いをしていますが」

　そうだねえ。天乃川さんが怒ってるところなんて、想像できないもんなあ。

「ねえ、あたし気づいちゃったんだけどさ。これ、後から答えたほうが有利じゃない？」

　音無さんのもっともな意見は無視して進めよう！

「では次の人！」

　次は誰だれにしようかな。そろそろ質問じゃなくてリクエストとか欲しいところだけど…………。

　よし、じゃあちょっとおしゃれなこの男性にしよう！

「自分が好きな人に告白することを想定したセリフをお願いします！」

　なるほどなるほど。アニメとかにもあり得るシーンだし、なにより音無さんと天乃川さんの声で告白されるっていう夢のようなシチュエーションだね。

「これはいいリクエストですね！　では、音無さん、お願いします！」

「あの…………さ、あたしと付き合ってよ。え？　なんでって…………好き、だから」

　見えた！　ちょっと強気な女の子の告白シーンが、いまはっきりと！　でも、やっぱり恥ずかしくて最後のほうは声が小さくなってしまうところとか、最高にかわいかった！

　こ、これはイイ…………はっ！　危ない危ない。どっか危ないところに飛んでいってしまうところだった。

「ありがとうございました！　では、天乃川さんお願いします！」

「好きです！　ずっと、ずっと以前より…………貴方あなたに恋こい焦こがれておりました」

　こ、これもイイ。お淑しとやかでおとなしい女の子が、告白のときは勇気を出して気持ちをぶつけている感じが！　天あま乃の川がわさん本人のキャラとのギャップがあって、これはたまらん！

「ありがとうございました！　いやはや、どちらもすばらしかったですね！　これは甲こう乙おつつけがたい！」

　次の人にいっていいのかな？　とステージを見上げると、横でスタッフの人が手をくるくるとまわしているのが見えた。あれって、巻けってことだよな。つまり、そろそろ締めろと。

「はい！　では、この辺で締めたいと思います！」

　急いでステージへと戻る。ふう、登ったり降りたり、公録って大変なんだなあ。明らかにおかしい疲れ方をしている気がするけど！

「さあ！　ついに勝負が決するときがやってまいりました」

　改めて観客を見る。ステージを見るみんなの目が輝いているように感じる。

「最後に何か一言、ありますか？　まずは音おと無なしさん」

「みんな！　おねがいねっ！」

「では天乃川さん！」

「みなさまのことを、信じておりますわ」

　集計方法は、音無さん派か天乃川さん派かで挙手した人数である。アルタ前にいる人全員では数えるのが大変なので、元々この番組のリスナーで今日のイベントに来てくれた、コーンで区切られた範はん囲いの中にいるお客さんの挙手の数で決めることになった。

　ちなみに、原作の与よ太た先生や霜しも月つきさん、愛あ好このいる場所は来らい賓ひん席ということで数には入れない。同様にスタッフのみなさんもだ。

「それではいいですか…………まずは、音無まどか派である、という人！　挙手！」

　さすが音無さんだ。どんどん手があがる。

　数え間違いをするといけないので、みんなで数えた後にそれぞれ照らし合わせることにした。

　その結果────。

「音無まどか派、五十人！」

　ずいぶん区切りのいい人数だったなあ。…………あれ？　今日の公録って、一応先着順でスペース確保してあるんだよね。先着、何人だったっけ？

「続きまして…………天乃川しぐれ派である、という人！　挙手！」

　やっぱり天乃川さんの人気もすごいな。急な告知で、天乃川さんのほうが不利かなと思ったけど、そうでもなさそうだぞ。どんなに告知が急でも駆けつける。これがファンの力ってやつか。

　さて、集計結果は────。

「天乃川しぐれ派、五十人！」

　だあああああああ！　やっぱり、確保したスペースは百人ぶんだったか！

「同数かあ。どうする？　しぐれ」

「そうですわね…………」

　音おと無なしさんは、僕を見ていた。

　天あま乃の川がわさんは、僕を見ていた。

　右を見ても、左を見ても、視線は僕に向いていた。

「いや、あの…………」

　やめてよ？　それはダメだよ？　いくらタネを蒔まいたのが僕だからって、それはマズイよ？

「じゃあ、ここは村むら人びとくんに…………」

「そうですわね。決めていただきましょうか」

　マ、ジ、か、よ！

　最悪だ…………。最後の最後で、まさかこんな展開になるとは。

「村人くんは、あたしのほうが好き？」

「それとも、わたくしのほうが好きですか？」

　かつて、この世にこんなにも難しい究極の二に択たくがあっただろうか。

　視界の端はしでは、飛んでいってしまうのではないかというほどに手をまわすスタッフさんの姿が。急げということらしい。そ、そう言われてもさ…………。

　自慢じゃないが、僕はいままで女の子に告白なんてされたことはない。同時にふたりからなんてアニメとかマンガとかラノベの世界の話だ。

　別に告白をされたわけではないのだが、ふたりのうちどちらか一方を取らないといけないという状況にかわりはない。

　いや、待てよ。この勝負って、勝ったほうが『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』のメインヒロイン役をやるって賭かけもあったんだよな。ってことは、いまさら変更なんてできないんだから、音無さんを選べば無難な結末になるんじゃないだろうか。

　よし！

「じゃ、じゃあ…………おと…………」

「村人さま。配役うんぬんはこの際どうでもいいので、公平な判断をお願いいたしますね」

　そ、そーですかー。

　ならやっぱり、ゲストをたてるって意味も込めて…………。

「じゃ、じゃあ…………あま…………」

「村人くん、これからあたしたち、一緒にラジオやってくんだよね？」

　気まずいですよねー。そーですよねー。

　これは、もうどうやっても公平な判断にはならないんじゃないかな！　僕が答えを出す時点で、公平にするのは無理なんじゃないかな！

　だって、公平にしようとしたらさ…………。

　公平に…………。公平に、か。

「ぼ、僕は…………………」

　よし、決めたぞ。

　答えは、これしかない。

「僕は、音おと無なしまどか派です！」

『おおおおおおおおおおおおおおお！』

『えええええええええええええええ！』

　新しん宿じゆくアルタ前が、音無まどか派の歓声と天あま乃の川がわしぐれ派のブーイングで揺ゆれる。

　当然、といった顔で観客全員に手を振る音無さんと、「残念ですわね」とほほえむ天乃川さん。

　悔くいはない！　この回答に、悔いなんかない！

　音無さんと出会ってから、まだ三週間そこらだけど。

　怒ると恐こわいところとか、仕事に関してすごいマジメなところとか、いろんな顔を知ったけど、僕はやっぱり音無まどかのファンなのだ！




　あっという間に時間は過ぎていき、告知コーナーもしっかりとやりきった。いや、告知コーナーだけはいやらしいくらいにきっちりとやった。最初からこのラジオを聴ききに来てくれた人よりも、いまはたまたま通りかかった人のほうが多いくらいなので、いい宣伝になっただろう。

　ゲストである天乃川さんを送りだして、エンディングトーク。

　音無さんに振られて今日の感想を言いながら、改めて会場を見渡してみた。

　リスナー用に仕切られたコーンの外側にまで人だかりができている。それはつまり、通りすがりの人がそれだけ立ち止まってくれたということだ。

　緊きん張ちようはしているけれど、たくさんの人が立ち止まって見てくれているのがすごくうれしい。ちょっと前まで、絶対そんなこと思わなかったのに。むしろ、始まる前までは見ないでほしいとまで思っていたのに。

　アルタのモニターに映る自分の顔からは、青白さが完全に消えていた。そりゃあ、優すぐれた外見を持っているわけではないけど、始まる前の怯おびえきった顔よりは見られるようになっているんじゃなかろうか。

「それではまた次回お会いしましょう！　お相手は声優だけど音がない、音無まどかと……」

「素人しろうとパーソナリティの、村むら人びとＢでした！」

　その場でぺこりと礼をして、はける音無さんの後に続く。

　いや、続こうとして、ふと、立ち止まる。

　前を向けば、盛大な拍手で僕たちを送りだしてくれている観客のみなさん。

　マイクを握りなおした。

　大きく息を吸う。

「あの！」

　アルタの巨大なモニターには、ステージに一人で立つ僕の姿が映しだされている。

　その端はしで、ステージを降りようとしていた音おと無なしさんがこちらを振り向いていた。

　僕が再び話し始めたことで、拍手が少しずつ止やんでいく。どれくらいのタイミングでしゃべりだしたらいいのかなんてわからないから、完全に止むのを待った。

　さっきまでは音無さんや天あま乃の川がわさんがいたけど、いまは僕一人。ここにいる人たちの視線は、すべて僕に向いている。

「今日は、本当にありがとうございました！」

　もう一度、僕は頭を深く下げた。

「僕のような素人しろうとが、こんなことできるなんて、いまでも夢みたいです。少しでも、楽しんでいただけたでしょうか？」

　僕の問いかけに、大きな拍手が返ってきた。なんだろう。みんなのやさしさに、ちょっとだけ視界がにじんでいく気がした。

　でも、これだけは言っておかなければ。

　声が震ふるえないように、腹に力を込めて、大きな声で。

「音無さんには助けてもらってばっかりで、いろいろとまだまだの僕ですが、これからもがんばりますので、よろしくお願いします！」










　公開録音が終わった。

　たくさんのお客さんたちの拍手を背に、ステージを後にする僕と音無さん。

　楽屋代わりのテントまで戻ってきて、僕はすぐに音無さんに話しかけた。

「ありがとう、音無さん」

「な、なによ。急に。あらたまって」

「僕がここまでできてるのって、やっぱり音無さんのおかげだから」

　ふだんの音無さんなら、ここで「あったりまえでしょ？　やっとわかったの？」とでも言いそうだが、僕がマジメな顔をしているぶん、ごまかさずに受け止めてくれたようだ。

「お礼を言われるようなことしてないって。あたしは、あたしの仕事をやっただけだもん。せっかくもらった仕事が減っちゃうのが嫌いやだから、自分のためにやってるだけよ」

「それでも。きっと、音無さんじゃなくて、他ほかの人とってことだったら、またきっと違ってたと思うから」

　運がよかったのだ。

　そりゃ、業界にはいろんな人がいるし、もしかしたらもっと僕と相性のいい人がいたかもしれない。でも、僕はパートナーが音おと無なしさんでよかったと、本気で思っている。

「あんたさぁ、あたしのこと、本気で好きになりかけてるでしょ？」

「な、なに言ってんだよ！　んなわけないだろ！　僕は、声優音無まどかのファンなの！　ただそれだけ！」

「へえ～？　あれだけ大勢の人の前で、あたしのことを選んだのに、まだそういうことを言うんだ？」

「いやあれはだってさ…………企画的にどっちかを選ばなくちゃいけなかったから、しかたな…………い、いや、なんというか…………」

「ああ、そう。ふーん、そうなんだ？」

　たまに、アイドルと恋人関係になるっていう物語はあるけれど、そこに出てくる主人公ってのは、どいつもこいつもすごい苦労をしている。それだけ、大変なことなんだ。

　別に、僕がそういう物語の主人公ってわけじゃないけどさ。

　好きになってもいいのかなって、思わないこともない。

　いますぐってわけじゃあない。

　いつか、いつか、ずっと先に。

　だから僕は、いつかくるかもしれないそんな未来を妄もう想そうしながら、音無さんに手を差し伸べるのだ。

「おつかれさまでした」

　いまはまだ、仕事仲間として、パートナーとしての固い握手。

　音無さんが少しだけ照れている風に見えるのは、目の錯さつ覚かくだろうか。

　そして、握手に応じようとした音無さんの腕に例のタコがくっついているのは、目の錯覚なのだろうか！

　しかし、改めてタコについて訊きこうとした、その瞬しゆん間かん。音無さんの手が離れていった。

　代わりに僕の目の前に立つのは、先に送りだした天あま乃の川がわさんである。

「おつかれさまです、良りよう人とさま！」

「うわ！　天乃川さん!?」

「何もおっしゃらないで、良人さま。すべてわかっております。まどかを選んだのは、しかたなかったからなのでしょう？　それで、もしこのあと、お時間があるようでしたら、一緒に打ち上げにまいりませんか？　わたくしのことを、もっと知っていただきたいんですの」

　ぐいぐいと体を寄せられて、音無さんとの距離がひらいていく。

「ち、ちょっと、しぐれ！」

　なぜかちょっと怒った風の音無さんが天乃川さんの肩に手をかけたところで、また新たな声が。

「おつかれー、良人………………って！」

「なんで良りよう人とと天あま乃の川がわさんがそんなにくっついてんだよ！」

「ふー、納なつ得とくのいく説明をしてもらおうか…………」

　なんでおまえたちがここにいる！　さっきまで観客席にいたじゃないか！

「とりあえず落ち着け、天あま池ち、久く住ずみ、高たか見み沢ざわ！　僕だってよくわからないんだから！」

「この子たち、まどかと良人くんのクラスメイトだったわよね。会いたいっていうから連れてきちゃった」

　いいんですか芹せり沢ざわさん、そんな簡単に通しちゃって！

　ああ、また彼らの余計な嫉しつ妬とを買ってしまった！

「……さんかく？」

　今度は取材クルーの腕章をつけた嘉か保ほうさんが意味不明なことを言いながら現れた！

「許可を取ったの!?　ふつうの学校の新聞部が、公おおやけのイベントの取材許可を取れたの!?」

「あら、彼女は事務所にも取材に来てたわよ」

　僕のツッコミに答えたのは芹沢さんだ。

「いやいや、しれっと言ってるけど芹沢さん！　そうか、それでか。妙に新聞の情報が正確だったのは事務所にまで押しかけたからか！　どんだけフットワーク軽いんだよ嘉保さん！」

「兄さん、おつかれ！　なかなかがんばってたじゃん？　楽しかったよ！」

「幸こ春はるもすごく楽しかったのですよ！」

「霜しも月つきさんに愛あ好こ!?　なんでここに！」

「こはるんはスポンサーさまだからね！」

「楽屋まで入れるのかよ！」

　こりゃあ、僕も将来金持ちになって投資しないとね！

　なんだかいつの間にか、テントの中は人でいっぱいになっていた。

　ってか、仕事をしているスタッフのみなさんに失礼だろ！

　なぜか僕にすりよってくる天乃川さん。

　その様子を見て騒さわぎ立てる友人三人組。

　ばんばん写真に撮る嘉保さん。

　意味もわからずピースをする愛好と霜月さん。

　僕たちをにこにこと見守る芹沢さん。

　おーい。こっちは疲れてるんだから、ちょっと落ち着かせてくれえ。

　ふいに、音おと無なしさんと目が合った。

「えっと……えっと……」

　なにやら辺りをきょろきょろと見渡している。あの目はあれだな。僕がみんなにばんばんツッコんでるから、自分もボケなくちゃ、とか思ってる目だな。だんだんわかるようになってきたぞ。

「えーっと…………」

　うまく思い浮かばないらしい。

　で、結局。

「あたしにもツッコみなさい！」

　意味わかんねー。

　彼女はアイドル声優で。

　アイドルとしての表の顔があって。

　アイドルであり続けようとする裏の顔があって。

　そして、まだまだ僕に、世間に、隠していることがあるらしい。

　そんな彼女は、ツッコまれるのが好きなのだ。

　だから僕は、彼女にツッコむ。

　これからもよろしくって気持ちを込めて。

「じゃあちゃんとボケてよ！」







あとがき




　先日、某ぼうコマーシャルのように洗顔するだけでイケメンになれないものかと挑戦してみました。そらもう願いを込めて勢いよくばっしゃばっしゃと。……結果はお察しください。うーん、なんでダメだったんでしょう。メガネを外し忘れていたせいでしょうか。

　はじめまして！　体はメガネの一部、サイトーマサトです。あれ？

　唐とう突とつですが実は私、ポップコーンでできたビーチの砂浜を散歩するという夢を見るくらい、お菓子が大好きなんです。もちろん波打ち際ぎわの色が変わっているところはキャラメルコーン。デスクワークには甘いものが……という魔ま法ほうの言葉に踊らされ、ついつい夜中にお菓子を食べ過ぎ、もう二十代半ばだというのにニキビを作っちゃったりします。そういえばニキビって数え方ありましたよね。いちきび、にきび、さんきび……。あ、とうきびチョコ食べたくなった。

　いい歳とししてまだまだ中身は子供な私ですが、本を出していただくにあたり、ちょっと自分の人生を振り返ってみることに。『多た摩ま川で溺おぼれかけたことがある』『すべり台を顔面で滑すべり降りたことがある』『車のフロントガラスを頭突きで割ったことがある』……ずいぶんエキセントリックな人生です。きっとこれから先も変わらないんでしょうね。

　さて！　いつまでもおバカな話をしていてもしょうがないので、謝辞に移りましょう。

　まずはこんな私に根気よくつきあってくださっている担当さん。イラストを描かいていただいた魚さかなさん、ありがとうございます！　これからもたくさんご迷惑をかけると思いますが、なにとぞよろしくお願いします！　さらにこの本が皆様のお手元へ届くまでに関かかわってくださったすべての人に、ありがとうございます！　私が本を出せるのは皆様のお力添えのおかげです。

　さらにさらに、ラジオの収録など当然のように経験したことが無かった私に、見学の機会を与えてくださった、『乃の木ぎ坂ざか美み夏かの麻ま衣いふぇあれいでぃお！』のスタッフ＆パーソナリティの皆様。現場の雰ふん囲い気きに触れることができ、とても参考になりました。ありがとうございました！

　さあ、最後になりましたが、やはり私が一番感謝の言葉を伝えたいのは、そこにいるあなたでございます。そう、そこのあなたです！　ああ、違います！　後ろを振り向いても誰だれもいませんよ！　そうです、今これを読んでいるあなたです。振り向いたところで、本を読んでいるあなたの反応をこっそりと見ている私の生き霊りようや分身の類たぐいしかいませ──冗談ですよ？　違いますからね？　別に、あなたの私生活を覗のぞこうとか、そんなんじゃ──ああ！　もう紙し幅ふくがない！　弁明する時間がない！　で、では、あわただしくなってしまいましたが、最後に一言！

　あなたの貴重なお時間をほんの少しでもいただけたのなら、こんなに幸せなことはありません。本当にありがとうございました！　お相手はサイトーマサトでした！





サイトーマサト
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サイトーマサト

相棒の写真です。

敵の強さを数値化することはできないけれど。

服をすかして見ることはできないけれど。

私には無くてはならない存在です。

[image: ]




イラスト／魚さかな

イラストレーター。ゲームのキャラデザイン・原画なども細々と。忙しくて数ヶ月遊んでません（汗　運動不足を補うためウォーキングと筋トレしか最近は楽しみが…。










彼女アイドルはつっこまれるのが好すき!








サイトーマサト
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